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第一話　バリ４





　ぼくの小こ話ばなしを少しさせてもらいたい。お題は恋の話（恋バナって書くのが嫌なんだ）。

　中学一年になったばかりの頃ころ、気のあうやつらからギャルゲーゴッド略して「ギャルゴ」と呼ばれるようになった。今日まで、うーん、そうだな。80タイトル以上、７００人くらいの女の子と気持ちを通じあわせた日々だった。

　爽さわやかな感動をくれた一人一人の女の子とのエピソードは結構憶えている自信があるけど、思い出をテキストデータにしたって、５００キロバイトは軽くいきそうなので、これについて話すのは別の機会にするよ。

　ただ、ニコニコ動画の神かみ曲きよくのタグで引っかかるゲームやアニメの曲は大抵ぼくが聞き親しんだものだから、きみとは多いに盛り上がれると思う。そうでもないかい？

　選択肢が表示されない女性とのロマンスの話を少々。

　ぼくのばあちゃんを殺したとされる噂そん長ちようってやつが、ぼくのことを好きだという。甘くて文字がとろけそうな告白を手紙でもらった。

　しかもその手紙には、ぼくのまわりにいる女の子には死んで欲しいという願いまで記されている。

　噂そん長ちようはぼくさえいれば、生きていけるようだ。

　冗談きついよな。別に今年度一押しのホラームービーを紹介してるわけじゃない。中学二年のぼくの悲鳴を上げたくなる恋の話だ。残念ながらのろけなし。

　そういえば巡りあった７００人くらいのなかには、刃物を持って主人公の男のまわりにいる女の子を斬きりつけた美少女だっていたはずだ。

　心が崩壊するほど誰だれかを一いち途ずに想おもう女性が銃刀法違反を犯してやってくるのは、やっぱりたまらないホラーだよな。



　銃刀法違反の心配はないが、公然わいせつ罪を犯しかねないセクシードールが待つ自室に、噂長からの脅迫罪まがいの手紙を持っていった。

「春はる男おお帰り。ねえ、みんながパラパラ踊りにいってる間に、わたしもデマ地伝考えてみたから今度応募しておいてよ。えーとね、好きな女の子の帰りを首を長くして待ってる男の子は、首以外のアレも長くなっちゃうデマ地伝。へへっ、どうかな？」

　エリアスはわいせつ物流布罪予備軍のようだった。ぼくは机の上でパラパラの２ステップをご機嫌に踏んでいる同居人にいう。

「なあエリアス。デマ地伝ていうのは、こんな地伝あったらいいなと思うものを応募するんだぞ。あるあるネタを考えてどうするんだ」

「あはっ、春男も誰かの帰りを待ってて、アレを長くしちゃうことがあるんだ。へぇー、あるあるネタね」

「ぼ、ぼくは、そんなことないよ」

　いたずらっ子の笑みを浮かべている時のエリアスはタチが悪い。部屋の入口で立ち呆ほうけているぼくは弄いじられキャラにされてる。

「ねえー、春男はアレってなんのことだと思ったの？　わたしは好きな人の帰りを待っている時間が長くなると、伝えたい言葉がどんどん増えて、手紙が長くなると思ったんだよ」

「うん？　手紙って」

　腕を組んでいるエリアス。机に置かれたメモ帳にちょんちょんと指をさす。

「春男が帰ってきたら、いわなくちゃって思ったことがあってね。それを忘れないように手紙にしてみたの。大変だったんだからね。書くの」

　20センチのエリアスが14センチのボールペンを両手で抱えて、字を書く。確かに難儀な話だった。箒ほうきの筆で字を書くのを想像してしまう。

『はるおへ

　いっしゅうかんパラパラおつかれさまでし』

　０・38ミリの極細。初めてみるエリアスの字。驚き。八歳児のナナコに負けないくらいちゃんと整った筆跡だ。

「いっとくけど、漢字も書けるんだからね。ただ、画数が多くて諦あきらめちゃったけどさ。それとね、春はる男おがあと五分遅く帰ってきてくれたら、『でし』のあとにちゃんと『た』も書けたんだからね」

　エリアスは唇をアヒルのように尖とがらせる。

「じゃあ、なんで手紙なんて書いたんだよ。お疲れ様っていうくらい、忘れないだろ」

　頭のいいエリアスらしくない。アヒル口のままボールペンのキャップを缶かん蹴けりのように蹴って転がす。しょんぼりとしたドリブル。

「だって、学校のない土曜日はいつも朝から春男とずっと一緒にいられるのに。今日は朝からひとりぼっちでお留守番だったから、ちょっとさみしかったの。だから春男が帰ってきたら、きっとすぐエッチなこといっちゃうと思ったから」

　どうやら淋さびしくなると、挨あい拶さつより早く下ネタをいう困った同居人のようだ。

「春男、とにかくお疲れ様」

「なんだよ。結局、口でいってるじゃないか」

「なによ。不満あるの？　じゃあ、手紙返して」

「いや、これは駄目だ。エリアスが初めて書いた記念すべき文字なんだしな」

　死神を召喚するためにパラパラを踊ったお礼の書かれたナナコからの手紙にエリアスからの手紙。

　今日は大切な手紙をよくもらう日だった。大切にしたくない噂そん長ちようからの手紙ももらった。



「噂長って、春男のことが好きなのね」

　噂長の手紙を読んだエリアスの声は、深刻なものになっていた。

「ああ。ずいぶん狂った愛だよな」

　冗談をいうようにいった。でもエリアスの顔は真剣なまま。

「こんなの愛なんかじゃない」

　セクシードールによる噂長へのダメだしはそこから始まった。

「こんな身勝手でわがままで他ほかの人を傷つけてもいいと考えてるやつなんて、人を愛する資格なんてないよ」

　噂長からの手紙にツバでも吐くように眺めるエリアスが、ある一部分を音読する。

「『ハルオ君のコト、死ぬほど大好きだよ状態だから、他の女の子は、いなくなってくれたほうがいいなー。他の女は、死んでもらおうかな』だって。許せないわ。いつも馬ば鹿かげた地伝を生みだしているやつだから、まともじゃないとは思っていたけど。超ヤバイ。頭イカれてるんじゃない？　愛について教えてやりたいわ」

　恋愛論とチラリズムに独自の美学を持つエリアス。今もフリルスカートワンピの裾すそをひらひらとさせながらも、パンツは見せないコントロールなのだ。エリアスが制御不能なのは、沸騰するテンションのほう。

「そもそも愛っていうのはさ」

　自称愛の伝道師がそのまま噂長の手紙を勢いで破いてしまわないように、ぼくはエリアスの頭を中指と人差し指の腹で撫なでた。抜け毛も枝毛も知らない金色の髪は、蛇口からの水流のように、ぼくの指をすり抜けていく。

「かま子ことライムが戻ってきたら、この手紙について話し合おう」

　地伝解決チームのスピードスターとホームラン王が、ヤマンバメイクで超絶に上う手まいパラパラを人前で披露したのはほんの一時間まえ。即席のファンに押しかけられているため、すぐに帰ってこれてないのだ。正体がバレないように逃げおおせてから、ぼくの家にくる予定。母さんもナナコもいないからちょうどいい。

　ライムとかま子のパラパラは見み惚ほれるほど息ぴったりだったなと思い返していると、そこでケータイのメール着信音。

　二人が着いたようだ。玄関まえにいるとのこと。

　家にはぼくとエリアスしかいないとわかっていても、インターフォンを押せないライム。どうしても男の子の家のチャイムを鳴らすのが恥ずかしいらしい。バッティングセンターで沢たく山さんのギャラリーを喜ばすために予告ホームランを堂々とやってのける強心臓なのにな。対ピッチャーはとにかく強気なのに、対異性は気の小さいライムだ。

　噂そん長ちようの手紙を机の上から取る。玄関へ。恋愛論をやめていなかったエリアスの声を背中に聞いた。

「わたしが考える愛は端的にいえばまず、自みずからをさらけだす愛かな」

　思わず笑ってしまいそうになりながら、階段を下りた。

　土曜日。王様のブランチで南国の映画好きみたいにこんがり肌を焼いた女性が、新作映画紹介をしている十一時過ぎ。エリアスとのトークは楽しすぎて、いつもカウントダウンＴＶが始まる時間くらいまで続けてしまう。

　おしゃべりと恋愛と歌番組が好きな女の子と過ごす週末は悪くない。



「パラパラ上手くいってよかった。でも、店でようとしても追っかけのファンまできちゃって大変だったわ。女の子に追いかけられるのはソフトボール部で慣れてるからいいんだけどね。男の人に追いかけられるなんて怖くて涙がでそうだったよ」

　男性恐怖症のライムは、ギャル系ファッション誌の常とこ夏なつな八月号の読者モデルが飛びでてきたような格好だ。ビキニと露出度勝負ができるチューブトップにショーパンを合わせている。やんちゃな雰囲気を漂わせるスタジャンを羽は織おっていたが、切り傷のような縦の筋のおへそが見えてる。ぼくはちょっと動揺してしまう。落ち着くために視線を上げる。そこには黒い汗を流しているライムの黒い顔。赤道直下のお化け屋敷みたいになっていた。別の意味で平常心を失いそう。

「ライム、これつかってくれ」

　マラソンのオリンピック強化選手と持久走でもしないかぎり汗一つかかないだろうかま子とライムに、タオルを渡す。

「かま子、ライム、本当にありがとう。最高のパラパラだったよ。おかげさまでナナコは大満足してる」

　完かん璧ぺきなパラパラを披露した二人にナナコの手紙を渡す。目を通す二人の顔には、ユーロビートのイントロのような陽気な笑みが広がっていった。

「すっかり妹に好かれるお兄ちゃんになったのね。みんなで頑張ったおかげね」

「ワン！」

　ぼくとかま子こにパラパラのコーチをしてくれたのはエリアス。ライムのいう通り、みんなで頑張っていた。努力の尊さを学んだ一週間。

　かま子とライムを自室に連れていくまえに、洗面所へ案内した。

　ぼくはメイクを落とす二人の背中にいった。

「それでつぎも、四人で力をあわせて頑張っていかなきゃいけないことがあるんだ」

　噂そん長ちようの手紙を読んだらライムやかま子はどう反応するだろう。

「つぎってなに？」

　これからその話をしよう。ぼくはお面のような黒いメイクをすっかり落とした二人を連れて、二階の自室に戻った。



「きゃあああ！」

　まだ噂長の手紙を読むまえなのに、ライムが悲鳴を上げた。

　先ほど自みずからをさらけだす愛について弁舌していたエリアスが、身体からだをさらけだしていたからだ。

「かま子、ライムお帰りなさーい」

　女性用下着専門誌ＰＪの表紙みたいな蠱こ惑わく的なランジェリーに身を包んだエリアスが、胸をつきだしたグラビアポーズでお出迎え。

「二人を待ってる間、春はる男おと愛について語りあっていたの。さあ、四人で愛とはなにか考えましょう。まずはそれぞれ自らをさらけだしましょ」

　露出面積が広がると笑顔も広がるエリアスだった。

　ひきつった顔であとずさりしているライム。ぼくを睨にらみつけて、震える声をだした。

「あ、あなたがいってた四人で力をあわせて頑張っていかなきゃいけないことって、こ、こういうことなの？　まさか、い、今からこの部屋で、四人で服を脱ぐとかいわないよね？」

　少女マンガにキスシーンがあるだけで、顔を赤らめて本を閉じてしまうライム。ぼくの返答しだいでは、二階の窓からだって逃げるだろう。

　必死に考えを巡らせていたのが悪かったのかもしれない。ぼくがなにかいうより早く、エリアスが喋しやべりだしてしまった。

「精神的な愛だけじゃなく、肉体的な快感も愛には必要なの。相手や相手のまわりにいる人を傷つけようなんてもってのほか。みんなで気持ちよくなる愛ってよくない？」

　言げん下かに、ライムの悲鳴。

　エリアスの口を塞ふさぐべきか。ライムを落ち着かせるのが先か。

　ぼくは後者を選んだ。

　でもそれが失敗。泣きそうになっているライムの肩に触れようとする。それでソフト部エースのプッシュバントのように突きだされた拳こぶしをもろにくらうハメに。痛いのなんの。

「いやっ、触らないでよ。あなたは、あ、あたしと気持ちよくなる愛ってのを考えてたの？　それって、柔軟運動とか６・４・３のダブルプレーの練習じゃなくて、エ、エッチなことなんでしょ？」

　さすが投球や打撃だけでなく守備練習も怠おこたらないライムだった。気持ちいいことといえば、ゲッツーとはなかなかすぐ連想できないよな。

「ライム教えてあげるわ。男と女の間の気持ちいいことっていうのは、トリプルプレーだって目じゃないわよ」

　エリアス自重しろ。ライムが許しを請うような顔でぶるぶると震える。ぼくは叫さけぶようにいった。

「かま子こ、エリアスの口を塞いでくれ！」

「ワァン？」

　部屋の入口にいたかま子が、間抜けな泣き声を上げる。

　これまた予想外なことが起きていた。

　もともと犬であるかま子は肌を見せることになんら抵抗がなく、人間としての愛情表現をもっぱら模索中である。

　かま子がエリアスの言葉に一片の疑いも持たず、服を脱ぎ始めているのはむしろ必然であった。なんてこった。

　かま子の体温をほのかに残した衣類が床の上に脱ぎ捨てられてる。かま子の肌は窓から差し込む陽ひを受けて、乳白色の蛍光灯のようだ。身体からだの内から輝き放ってる。問題は繊維一本まとわぬ姿で、にっこりと微笑ほほえんでいるということ。

「ワンワンワァーン」

　ぼくはかま子の通訳ができる。

　つぎはどうすればみんなで気持ちよくなる愛になれるのですか？といってる。かま子自重してくれ。ぼくもライムみたいに悲鳴を上げて、なにもかも投げだしてここから逃げたい。

「キャンディちゃん服を着なさい！　エリエリとあなたはいったいなにをしてるのよ。あなたがあたしとキャンディちゃんの帰りを待ってくれてると思って、必死で走ってきたのに。もう最悪よ」

　ぼくは走りだそうとするライムの細い手首を掴つかんだ。エリアスの声が飛んでくる。

「ちょっと待ってよ。春はる男おはライムがくるのを心配しながら待ってたんだよ」

「えっ、あ、そうなの？」

　抵抗するライムの力が弱くなった。

　幾分柔らかくなった切れ長の瞳ひとみが涙を一筋流しながら、ぼくを見上げる。八分咲きの桜のような淡い色の唇が動いて、小さな声を漏らす。

「あたしのこと心配してくれてたの？」

　ぼくはライムと見つめ合ったまま、何度も頷うなずいた。ライムの小さな顔に安あん堵どが広がっていくのがわかる。ひとまず安心。

　ぼくとライムのすぐ横でエリアスがお気に入りになったばかりの下ネタをいう。

「春はる男おは落ち着きなく待ってたもんね。首だけじゃなく、アレも長くして待ってたんだよ」

「アレって？」

　振り返ったライムに見えるように、未いまだに下着姿のエリアスがいたずらっ子全開の顔で、開いた雑誌の１ページを指さしている。月刊セイジュンのシリーズ企画『創作隠語大全』。

　それの初級編。フランクフルト、ポークビッツ、バナナ、松まつ茸たけ。これはなんでしょう？

　隠語の横にはそのものの簡単なイラストまであった。最低なデフォルメ。男性恐怖症のライムにもなんのことかわかったようだ。叫さけぶように泣く。

　泣きじゃくってる飼い主を裸の胸でかま子こが抱き締める。ライムが瞳に怒りを灯ともしながら、ぼくを睨にらむ。

「あ、あたしに、変なことしたら、責任とってもらうからね。このエ、エッチ」

　スケッチワンタッチと繋つなげるエリアス。懐かしすぎる言葉遊びだ。

「ライム落ち着いてくれ。さっきからきわどいことをいっているのはぼくじゃない。エリアスじゃないか。ちなみに責任ってなんだ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「そ、それは、そういうことは彼氏と彼女がすることらしいから。あたしにそんなことしたら、あ、あなたには、あたしの、彼氏になってもらうからね」

「あー、ライムそれずるい。既成事実をつくる手法ね。春はる男お、わたしにもエッチなことしていいよ。それで責任とって、恋人同士になろうよ」

「……ワァン」

　頬ほおを赤らめて小さく鳴くかま子この通訳は今回はしなくても、きみならわかってくれると思う。ぼくは頭が痛い。

　みんな頼むよ。噂そん長ちようから手紙が届いたんだ。少しは緊張感を持ってくれ。

　責任がどうのこうのいいあうエリアスとライム。かま子はライムを抱き留めながら机の上の月刊セイジュンに鋭い眼光。噛かみつかれるまえにしまっておこう。

　そんなこんなで、ぼくはライムとかま子に見せようとしている噂長の手紙をまだ見せられていない。

　だって真面目まじめな話を切りだすタイミングが、どこにもないじゃないか。



　三十分後。

「噂長って、あなたのことを想おもってるのね」

「ワン」

　ようやく噂長の手紙に四人全員が目を通した。

　手紙を読みながら「キャンディちゃん、読めないところない？」と気遣ってあげている優しいライム。その真剣な横顔を見て、心の底から懇願した。誰だれかのわずかでも卑ひ猥わいな言動に、自分を忘れるほど泣きじゃくり、怯おびえ、攻撃的になるのを抑えてくれと。

　卑猥なことという感覚をまるで理解しておらず、ぼくのまえでも平気で裸になり、犬の姿の時に尻尾しつぽを振るような感覚で裸のお尻しりを振るかま子には、いつの日か正しい羞しゆう恥ち心しんが身につくことを祈った。

「噂長は春男の家がどこか知ってたんだね」

「ああ。もちろん、そういうことになるな」

「しかも、車庫のドアの下に挟まっていたってことは、そこなら春男が家族の誰よりも先に見つける可能性が高いって、わかっているのかもしれないね。普通、誰に見られてもかまわないなら郵便受けに入れるだろうし」

　下ネタをいってない時のエリアスは優秀だった。郵便局の機械がハガキを素早く郵便番号別に自動分別するように、エリアスは噂長に対する新情報を整理していく。

「噂長は春男の学校の誰かかもしれないと思ってたけど、本当はもっと身近な気がする。もしかして、もう春男と出会ってるんじゃないかな？」

　ピッチャーにサインを送るキャッチャーのような顔でライムがいう。

「それじゃあ、見つけるの簡単だね。だって、こんな変な手紙を送ってくるやつでしょ。あなたのクラスにいないの？　こういう感じで喋しやべったり、字を書くような人？」

　エリアスが首を振る。

「ライム、それは違うと思うな。わたしにはこの手紙は極端な言葉づかいをしている分だけ、個性がないと思う。きっとこれを書いた人は普段こんなふうに話したり、書いたりしないよ。敬語のお堅い手紙なら、それだけでもなにかしら個性があるのに。これをどんな人が書いたのか、まるで見当もつかないわ」

　ぼくにもエリアスのいっていることがわかった。

　この手紙は２ちゃんねるみたいなものだった。不特定多数の人が、顔文字やその掲示板でつかい親しまれている文字をつかうことによって、砂粒のような文章の個性が、波が寄せたあとの砂浜のようにならされていく。誰だれでもマネできる極端なものは、ささやかな自分らしさを全すべて隠してしまう。

「とりあえず今までで知り得た情報で噂そん長ちようの人物像をまとめると、噂長は春はる男おのばあちゃんを倒して、そのあとなぜか一年半近くなにも地伝を起こしてなかったのに、今年の夏から次々と地伝を起こすようになった。噂長は春男の仲間にわたしやかま子こやライムがいることを知ってる。それでどういうわけか、本当の地伝をソンチョウのニックネームでデマ地伝として応募してきた。わけのわからない行動をする愉快犯みたいなおちゃめさんか、挑発したいだけのただのバカのどっちかってとこかな。春男のことがとにかく好きで、その気持ちを伝えてくる積極性はある。外見的なヒントは胸にコンプレックスを持っているってことだけね」

　四人はそこで頭を抱えた。

　ぼく達たちのことを噂長にあらかた知られている気がする気味の悪さ。

　こちらは噂長のことをなにも知らない空恐ろしさ。

「もしかしたら噂長はさ、ぼく達の裏をかくためにマボチューにいるみたいに見せてるんじゃないか？　本当はマボチューにいるわけでもないのかもしれない」

「いえ、マボチューにきっといるわ。今日まで春男が関かかわった地伝の元凶は五つよね。ダルマ、自販機、しりとり、トンネル、温泉ライオン。あとそれと地伝の影響がでるまえだったけど、オカマの石せつ膏こう像もいたわね。これら全てに一致する共通点は見つけられないけど、偶然で片付けられないことが一つある気がする。マボチューを含めた何校かでおこなわれた演劇大会に関係していた『しりとり』。マボチューのグラウンドの端にあった『変身トンネル』。マボチューの美術室にあった『石膏像』。六つのうち、三つがマボチューに関係してる。さらにいえば『ダルマ』は、マボチューの通学区域内よ。これは偶然じゃないわ。マボチューに噂長がいるのよ」

「マボチューには地伝を解決してるぼくがいるから、マボチューの近くで地伝を起こすことが多いって可能性はないかな？」

「春男それって変よ。だって解決してるやつの側そばで地伝起こすなんて、すぐ解決してっていってるようなものじゃない。わざわざ交番の近くの店に強盗に入るようなものよ」

「ああ、いわれてみればそうだな」

「噂そん長ちようは裏をかく気なんて全まつたくないのよ。手紙を直接春はる男おに送ってくるのも、まるで早く見つけてほしがっているみたいだし」

　ここまで黙って聞いていたライムがツインテールの先に手ぐしを入れる。なにかいいだすまえの癖。視線を感じた。

「学校のなかでのことはあなたしか知らないから聞きたいんだけど。最近、マボチューであなたに好意的に迫ってくるような子はいないの？」

　ライムの言葉のあとを、エリアスが笑いながら引き継いだ。

「あははっ。春男が学校で話せる女子なんてコトリだけよ。他ほかの女子なんて、逃げるように遠ざかってるんだよ。朝の挨あい拶さつだってしてくる女子いないわよね、春男」

　酷ひどいいわれようだ。だが残念ながらほとんど正解。完全に当たっているといえなかったのは、ある女の子の顔が頭によぎったからだ。

「実はさ、最近クラスのある女の子と仲よくなったんだ」

　ぼくがそれをいったあとの、三人の顔の強こわばりかたは異常だった。

「春男なにいってるの？　恋愛シミュレーションゲームにでてくる女の子のことじゃないのよ。他人様の娘さんの話よ。まさかもう、その子と隠語しりとりしたの？」

「あ、あなた、その子はどこのポジションの子なの？　ピッチャーなの？　内野なの？　外野なの？　ま、まさか、キャッチャーじゃないよね。その子とはもうバッティングセンターにいったの？」

「ワァン、ワァン、ワァーン」

　落ち着いてくれ。

　それと三人同時にボケないでくれ。ちなみにかま子こがいっていたのは、その子と一緒にグミを食べたの？だった。

　そして、ぼくがツッコミを入れるまえに三人を静かにするチャイム。来訪者を告げるインターフォンが鳴ったのだ。

　土曜日のお昼。いったい誰だれがきたんだろうか？



　部屋に三人を残し、軽い気持ちで玄関を開けた。なんかの勧誘なら、セールスマンに負けない作り笑いで追い返そう。

　だが、意外な訪問客にスリッパが片足脱げたまま、固まった。

「……こんにちは。あの、どうしても田た中なか君に会いたい理由がありまして、きてしまいました」

「あ、ああ。こんにちは。ハナさん」

　初めて見るハナさんの私服姿。

　シフォンケーキのようにフワフワとした薄桃色の七しち分ぶ袖そでワンピースに、生クリームのように柔らかそうで真っ白いファーのボレロを羽は織おっている。とろけるようなフェミニン。

『CanCam』や『小悪魔アゲハ』だけじゃなく、うちの母さんが購読している『Oggi』まで目を通すエリアスと暮らしてる影響。女性のファッションに関して、いろいろ感想を持ってしまうことがあるんだ。

　ボレロっていえばスペインの民族舞踊じゃないのか？と疑問を持つきみは、是非ぼくの部屋にある女性誌のバックナンバーを持っていってくれないか。見るだけなら、「俺おれってイケてるだろ」みたいな顔してる男だらけの男性ファッション誌より遥はるかに楽しいよ。

「あの、お邪魔してもいいですか？」

　みんなと同じマボチューの制服を着ていても大人っぽいハナさん。私服だと中学二年生というより、大学二年生くらいに見えた。ぼくは部屋着のジャージの上に、パイル地のグレーのトレーナー姿だ。向かいあっているのが気後れしてしまうほど、ハナさんはおしゃれなお嬢さんだった。

「あ、うん。ごめん、ちょっと待ってて」

「ハイ。ハナ待っています。あっ、もしかして」

　不安がこもった語尾が揺れて、色素の薄い瞳ひとみが揺れているハナさん。その場でワンピの胸に手をあてて、深呼吸をする。

「誰だれかお友達がきていましたか？」

「いや、そんなことないよ。ちょっと部屋が散らかっててさ。ごめん、すぐ片付けてくる」

　ぼくは家の外にハナさんを待たせると、大至急部屋に引き返した。

　緊張感のないメンバーがリラックスした顔で待ってる。

「ねえ春はる男お、誰がきたの？　フネ？　草そう一いち＆桑くわ島しま？」

　エリアスのなかで、草一と桑島はワンセットでやってくるイメージがあるようだ。ぼくがいいにくそうにしているのを見て、鋭いエリアスは見抜いたようだった。

「え、まさかそういうことなの？　たった今、春男が話そうとしていた仲よくなったっていう女の子がきたのね？」

　頷うなずくと、かま子ことライムの顔に緊張感が漂う。

「あなたはその子と会う約束してたの？」

　首を横に振ると、エリアスがいった。

「マボチューの二年生でなおかつ二組にいながら、春男のことを虫けらのように敬遠するどころか、休日にアポイントもなしにやってくるなんて。誰かに弱みを握にぎられて嫌いや々いやながらにやってきたなにか企たくらみを持つ輩やからか、女の子同士のゲーム大会のバツゲームでギャルゴのオタク訪問もとい、お宅訪問をしにきた哀れな乙女のどっちかね。これは危険だわ。肥満児か気弱かノータリンの春男の男友達だったら、二階のベランダからライムのつっぱり棒でみんなで脱出するけど。その正体のわからない女と春男を、二人っきりにはできないわ」

　バツゲーム説には、たまらずぼくの心は傷ついた。

「わかったよ。ハナさんには悪いけど、帰ってもらったほうがいいな」

　エリアスの姿を見られるリスクは最優先で回避したい。奇特にもぼくに会いにきてくれたクラスメイトを追い返すようなマネは、本当はすごくしたくないのだが仕方ない。

「ううん、むしろ部屋に入ってきてもらいましょ」

「え、でも。二人っきりは危険なんだろ。エリアスを見られるわけにはいかないしさ」

　そこでエリアスが部屋の一箇所を指さした。ライムとかま子この視線がその細い指に集まる。

「エリエリ、クローゼットがどうかしたの？」

「あそこに隠れるわよ。春はる男おがピンチになったら、すぐに飛びだして助けるから安心して。もしその怪しい子、えっと、ハナっていうんだよね。そのハナが春男と二人っきりなら、ぼろをだすかもしれない。思わぬヒントってやつね」

「おいおい、ぼくとハナさんはクイズなんてやってないぞ。ヒントってなんのことだよ？」

「さっきいってたじゃない。マボチューで春男に対して好意的に話してくる女子はコトリしかいなかったんでしょ。それなのに、最近はハナって子とも話すようになった。充分怪しいじゃない。噂そん長ちようの可能性があるんじゃないの？」

　ハナさんが噂長？

　そんなまさか。

「まだ決まったわけじゃないけどね。噂長に関係している者かもしれないし、もしかしたらコトリみたいに蜚ひ子ごかもしれない。春男いいから早くいって。待たしてるんでしょ。わたし達たち四人で噂長かどうか見極めるわよ」

　それでエリアスはかま子の肩に捕まり、ライムを先頭にクローゼットのなかに入っていく。

　クローゼットのなかで、ハンガーに吊つるされたぼくの衣服を頭に被かぶり、替えの布ふ団とんの上に座るライムが悪態を一つ。

「ここ、男の子の匂においがする。あたしクラクラしてきそう」

「ダイジョブよライム。ここが男子校の更衣室とかだったら臭においで吐いちゃうかもしれないけど、春男の匂いなら平気よ。ねえ、春男、今晩この布団つかいなよ。あはっ、わたし達三人の女の子の匂いを染み込ませておくから」

「……クンクン、ワァン」

　腕を自分の鼻に寄せて、小さく鳴くかま子が扉をなかから閉めた。小さい声がクローゼットから聞こえてくる。

「あなた。あのね、あたしパラパラ踊ってからシャワー浴びてないから。だからその、あたし汗臭いの。ごめんね」

　ぼくとしては、替えの布団の下に隠してる月刊セイジュンの別冊水着特集号が、ライムにバレなければそれでいい。



「ここが田た中なか君の部屋なのですね。お邪魔いたします」

　玄関でもいったのに、部屋に入る際も「お邪魔いたします」ともう一度いう丁寧なハナさんだった。つっぱり棒を張って、二階の窓からやってくるどっかのお嬢様中学生より、よっぽどお嬢様のようだった。

「どうぞ、そ、そこらへんに座って」

　クローゼットのなかでこの会話を聞いている三人組がいる。なんてことない会話のやりとりで、どもるのも無理ないよな。緊張するよ結構。

「ハナさん、悪い。あんまり座るとこないね」

　小学校入学祝いのコクヨの学習机（機能的だけど、やけに場所を取る）。マンガが入っている書棚と、三段ボックスがいくつか。折りたたまれることのない木目の折りたたみテーブル。２０１１年７月がおそらく命日になるだろうテレビ。

　ぼくの部屋にきた人が大抵座る場所がある。むしろそこくらいしかまともに座れないのかもしれないが。

「あの、ここに座ってもいいですか？」

　頷うなずく。ハナさんは、やはりぼくのベッドの端に座った。

「今日はいきなりきてしまってすみません」

　机のイスに座ったぼくから、ハナさんのあわせた膝ひざ小こ僧ぞうが見えた。制服姿しか知らないクラスメイトが私服姿でぼくの部屋にいる。なんとも不思議な気分だった。恋愛シミュレーションゲーム的にいえば、立ち絵しかなかったサブのキャラクターのイベントＣＧがいきなり映しだされたみたい。ギャルゴらしい例えだろ。



    

  
    
      



    

  
    
      「いや、いいよ。休みの日で暇してたからさ。ハナさんに会えて、うれ」

　しいよ。と、いおうとした。だが、クローゼットから三人分の殺気が飛んできた。気のせいじゃない。地伝の影響を受けて人間になっているかま子こが側そばにいるせいか、身体能力が上がっているぼくは神経も鋭敏になっている。元ドーベルマンのかま子の殺気が一番強い。さすがグミ好きといってもバリバリの食肉類だった。

「あの、田た中なか君。会いにきた理由なんですけど、いち早く見てほしかったんです」

「うん、なにをだい？」

　そこでハナさんは恥ずかしそうに俯うつむきながら、伸ばした両手で自分の膝ひざ小こ僧ぞうを押さえた。

「ハイ、あの、その」

　もじもじするハナさん。ほんとにこの子が噂そん長ちようかもしれないなんてことがあるのだろうか？

　ぼくは固唾かたずを呑のんで待った。ハナさんはかすれるような細い声でいった。

「ハナの全すべてを見てほしいんです」

　ぼくの頭に不意によぎった言葉があった。

　自みずからをさらけだす愛。

　エリアスの恋愛のテーマ。このセリフのあと自称愛の踊り子セクシードールは、ストリップを始めたんだった。

「田中君、今日はハナの全てを受けとめてください」

　ハナさんは腿ももの上に置いた黒のエナメル素材のバッグのなかを覗のぞいている。中学生なのになんて大人っぽいバッグ。ピンクのランドセルで登校するコトリとは大違いだった。

　そのエナメルのバッグの中身には似つかわしくないものをハナさんが取りだした。クラフト紙の留め具付き封筒。それがなにかぼくにはすぐにわかった。

　ハナさんの小説だ。

「ハナ緊張しています。初めては田中君しかいないと思っていましたから。今までと違って最後までですから、とっても怖いです」

　封筒からクリップで留めてある原稿の束がでてくる。

　気がつくと三人組の殺気も一段と濃くなっていた。いや、それだけじゃない。ハナさんの背後のクローゼットの扉が音もなく開いている。ほんのわずかな隙すき間まからエリアスの狂気を帯びた視線が、こちらに向けられていた。

　なんでそんなに怒ってるんだ？

　ぼくの頭はめずらしく冴さえていた。封筒と原稿の擦こすれる音。ハナさんの意味深な言葉をもう一度頭のなかでリピート。ぼくはクローゼットのなかの血の気の多いガールズ達たちの勘違いを解くため、はっきりといっておく。

「最後まで書けたんだね。ハナさんの渾こん身しんの小説読ませてもらうよ。初めての読者がぼくで光栄だよ」

「ハイ！　お願いいたします。実はついさっき完成したばかりだったんです。月曜日に学校でお渡ししてもよかったのかもしれないんですけど、いつもみたいにメールで送るのも考えたんですけど、いち早く読んでもらいたかったんです。読んで頂けたらすぐ感想が聞きたかったんです。わがままでごめんなさい。そういう理由から持ってきてしまいました」

　小説を受け取る。原稿用紙に手書きではなく、Ａ４の紙に印字されていた。枚数は二十ちょっというところだろうか。ノート一冊の半分の厚みなのに、ずっしりと重く感じる。ハナさんの本気が詰まってるからだろう。

「昨日の夜から、一気に集中して書けたんです」

　ハナさんの表情は疲れを含んでいたが晴れやかだった。声も明るい。

「お疲れ様。すごいなハナさん。ぼくなんて、作文一つ書くのにもいつも頭が痛くなってるよ」

「そんな、田た中なか君に褒めてもらえると照れてしまいます。あ、わがままばかりいってすみませんが、田中君が読み終わるの、ハナ待っていてもいいですか？」

　ぼくが頷うなずくと、ハナさんは心底安心したように微笑ほほえんだ。

　机に原稿の束を置いた。できたてホヤホヤで湯気がでそうな小説を読み始める。

　ハナさんはベッドの端で、バッグから取りだした文庫本を読んでいるようだった。落ち着かない様子で本を閉じたり、開いたりしているのを背中に感じた。

　しっかりと、でも早く読み終わろうと思った。

　ハナさんも自分の書いた小説の感想を待つこの時間はたまらないだろう。

　それにこの物音一つ立てられなさそうな静寂のなか、クローゼットのなかで押しくらまんじゅうのようなかくれんぼをしている仲間達たちのことを案じたのだ。

　今から突然、爆音で音楽をかけるわけにはいかないよな。



　物語のなかに意識は没入していった。

　容姿にコンプレックスだらけの少女と、本当は優しいのに女の子に勘違いされて異性と仲よくできない少年のささやかなラブストーリーは、お互いを想おもう気持ちを理解しあっていく終盤への駆け足。

　作中の舞台となっている町や学校は架空の名称がついていたが、おそらく真ま幌ぼろ市とマボチューをモデルにしたのだと気づいた。そういえばヒロインの少女の男の子への話しかたが、なんとなくハナさんに似ている気がした。

　私小説って言葉をぼくはあまりよく知らないんだけど、それに近いのかな。ハナさんの描かくノンフィクションのような、それでいて夢のようなフィクションみたいな物語。ぼくにはとても読みやすかった。

　小説にうるさい誰だれかが読んだら、なにかダメだしがあるのかもしれない。小さなエピソードを書き連ねた日記のような展開だから起承転結が弱い。そんなことをいうのかもしれない。

　でも恋のライバルはでてこない。三角関係はない。不治の病はない。交際を親に反対されない。キスもしない。ドラマチックな演出の恋愛シミュレーションゲームのやりすぎかもしれないぼくには、この真まっ直すぐな物語が心地よかった。



　ハナさんが部屋にきて十五分くらい経たった頃ころ。

　手に持つ原稿の厚みがだいぶ薄くなっていた。残りわずか。五枚くらいかな。

　聞き慣れない着信音が鳴った。ハナさんのケータイだった。

「あ、ごめんなさい」

　ぼくに頭を下げてから電話にでるハナさん。笑顔だった表情はみるみると強こわばっていった。ハナさんの声は「はい」や「わかりました」ばかりで、内容が読めない。

　二分ほどの短い通話が終わったあと、ハナさんは血の気の引いた顔でぼくを見る。端正な顔立ちに表情はない。真っ白い肌のきめ細かさだけがわかる。肌の部分が未彩色のフィギュア人形に見つめられた気分だ。

「田た中なか君、新しい地伝が起こったようです」

「え、地伝？　地方都市伝説？」

　クローゼットのなかのメンバーも、驚いているだろう。

「ハイ。今のはデマ会の部員の方からの電話だったんですけど、『バリ４』という噂うわさが今日になってから、あちらこちらで広まっているそうなんです」

「バリヨン？　どんな地伝か聞いた？」

「ハイ。ある場所では携帯電話のアンテナが４本立つそうです。その場所で自分の携帯電話の番号に自分の携帯電話から発信すると、死んでしまった人と会話できるらしいんです」

「死んだ人なら誰だれとでも話せるの？」

　いつもどこか哀かなしげで物憂げな瞳ひとみが印象的なハナさん。ただ、顔色は相変わらず蒼そう白はくで、肩は怯おびえたように震えているのに、その瞳はまばたきすら忘れたように熱を帯びてる。

「バリ４で電話をかけたその人が、一番忘れられない故人とだけ繋つながるようです」

　ハナさんは立ちあがると、突然頭を深く下げた。

「田中君ごめんなさい。ハナはいかなくてはいけません。あの、小説なんですけど、ラストを書き換えなくてはいけないと思いました。わがままですみません。ラストの五枚を持って帰ってもいいですか？」

「あ、ああ。もちろん。最後まで読めるのがまた今度になるのは残念だけどね。楽しみに待ってるよ」

　原稿の後半の薄い束を渡した。ハナさんはそこでもう一度「勝手をいって、ごめんなさい」と頭を下げた。ぼくはハナさんによく謝られる。なにも悪いことなどされてないのにね。

「ハナさん、デマ会にいくのかい？　それともバリ４の場所を探しにいくとか」

　イスから立ちあがったぼくの右手を、突然ハナさんが両手でしっかりと掴つかんできた。なんの前触れもなくて、ドキッとした。

「どうしたの？」

　ハナさんの平熱はぼくよりだいぶ低いのか、やけにひんやりとした手だった。両手から震えが伝わってくる。なにもできず右手を握にぎられて棒立ちのぼく。決死の表情のハナさん。

「いえ、バリ４の場所を探したりはしません。ハナはどこでバリ４の地伝が起こっているか知っているんです」

「え、なんで？」

「一緒にきてくれませんか？」

　唐突な誘い。ぼくはなにも理解できないまま頷うなずいて、ハナさんと一緒に家をでた。

　ハナさんのご両親は事故で亡くなっていたという話を思いだしながら。



　ハナさんは本当にバリ４の場所に見当がついているようだ。

　ぼくの家をでてから交差点をいくつか越えて、迷うことなく右左折を繰り返すハナさんを見続けた十数分。

　ぼくのうしろからはライムとかま子こがついてきている。小さいから姿は見えないがエリアスも当然いるだろう。

「ハナさん、どうしてバリ４の場所に心当たりがあるんだい？」

　急に話しかけにくくなったハナさん。

　ぼくの声なんて、その滝のように力強く綺き麗れいなストレートヘアに吸収されて、彼女自身には届いてなさそう。音漏れしている大音量のヘッドホンをつけた人に、話しかけるような手て応ごたえのなさを感じるんだ。

「……ごめんなさい。それは答えられません。ある人と約束していまして」

　ある人って誰だれ？

　約束ってなに？

　ぼくとハナさんが歩いていく先に、住宅街の外れの雑ぞう木き林ばやしが見えてきた。マボチューが軽く十校分は建てられる敷地には、鬱うつ蒼そうとした広葉樹。そういえば去年の夏なんかはここで肝試しをしたっけ。泣く子もさらに泣く「まぼろ樹海」という大層なネーミングがあったはず。

「ハナさん、まぼろ樹海に入るのかい？」

　振り返るハナさん。瞳ひとみはキュービックジルコニアみたいに、無意味に光を反射し続けるだけ。ハナさんの声は決して輝くことのない石ころのように硬くなっていた。

「ハイ、いきます」

　舗装されていた道路がならされた砂利と雑草の道に変わる。

　ハナさんが履いている黒のパンプスには向かない道。ゴルフのロングティーのようなヒールが、細かな石のなかに埋もれていく。これからどれだけ歩くかはわからないけど、まともな道などないまぼろ樹海のなかは、その靴では厳しい。

「なあ、ハナさん。一回、靴履き替えてからこないか？」

「いえ、すみませんがこのままいきましょう。ハナは大丈夫ですから。田た中なか君は大丈夫ですか？」

　頷うなずく。短い砂利の道はなんのきっかけもなく途絶えた。落ち葉や枯れ枝の道を踏み締めて、歩く。ぼくはハナさんに気づかれないように、チラッとうしろを振り返った。

　視界の向こうにやや霞かすんで見えるライムやかま子この姿。この晴天のなか、ライムは傘を持っているようだ。そのなかにはぼくの愛用の短い物もの干ほし竿ざおがあるのだろう。

「ハナさん、足元、気をつけてね」

「ハイ、ありがとうございます」

　名もわからない木の根が張りだしていて、それをパンプスで器用に越えていくハナさん。雑ぞう木き林ばやしにワンピはミスマッチだよな。ハナさんの華きや奢しやな背中を眺めながら歩く。見てると心配になる。その背中には足元の小枝のように簡単に折れてしまいそうな危うさがあるんだ。身体からだが細いだけならライムもそうだが、あれは別格だ。ロードバイクのクロモリフレームみたいに、細さのなかにしっかりとした強きよう靱じんさを秘めているから。

　この先進んでも、目的のバリ４の効果が現れる場所があるのか。まだぼくにはわからない。

　ぼくと二人っきりになって、存分に戦いたいと思っている誰だれかが嘘うそをついてここまで誘導してきたのなら、話は簡単だった。

　ここまでして、ぼくと二人っきりになりたがるやつなんて、もちろん一人しかいない。

　……噂そん長ちよう。

　湿った空気の林のなかを黙々と進むハナさん。

　きみはとっても怪しい。



　午後になったばかりの晴れ間の多い空が、木々の重なる枝の向こうにわずかに見えた。林のなかはレースのカーテンを吊るした室内のように、穏やかな光に包まれてる。去年の肝試しで感じた得体の知れない雑木林という印象は薄くなっていた。どうってことない。葉を落としたただの雑木林だ。得体が知れないのは、林より今のハナさんのほう。

「ここって去年の夏頃ごろなんだけどさ。日が沈んでから肝試しするために、友達ときたことがあったんだ。くだらないよね。どう見たって、ただの林なのに」

　小枝を踏みつけていく乾いた足音と、微風に揺れる乾いた葉音。静かすぎるよ。なにか喋しやべろう。

「不思議なこと起こりましたか？」

「いや、気まぐれで暇ひま潰つぶしにした肝試しだったから。なにもないよ。ああ、でも」

　思いだした。確か噂うわさがあったんだ。別に地伝ってわけじゃない。

　まぼろ樹海には、中学生くらいの女の子が一人で徘はい徊かいしているという噂。結局、目撃したやつらは何人かいたそうだが、その女の子の正体はいったいなんだったのか、わからなかった。

「でも、なにかあったんですか？」

「ああ。この林のなかを一人で歩いている女の子がいたって話。それを思いだしてた」

「そうですか」

　不意に木々が開けた。あたりを見通せる場所にでた。

　樹木がないそこは、メリーゴーラウンドが設置できそうな円形の芝生。陽光を精いっぱい受けて、冬の始まりの真ま幌ぼろ市なのに草は青々としてる。むせ返るような草いきれ。夏の匂においだ。それだけじゃない。芝生のところどころに大きく葉を広げた花が咲いている。それに明らかに目を引く、前衛的なオブジェのようなものが芝生の中心にあった。

「まぼろ樹海にこんなところがあったなんて。花まで咲いてる」

「ここの花は蓮はすなんです」

　蓮だって？　池ではなく芝生の上に葉を広げ、十一月に咲くインドの国花。驚きだよ。

「ハナさん。じゃあ、あれは」

　まるでハナさんの部屋にお邪魔してるような錯覚を受けていた。ここにあるものなら、ハナさんに聞けば全すべて答えてくれる気がしたのだ。

「あれは、おそらく基地局です」

　まるで意味不明だった。

　ハナさんとぼくが見つめる先。芝生の上に建つオブジェもどきは、グレたジャングルジムみたいだった。鈍色にびいろの棒がぐにゃぐにゃに曲がり、オブジェの頭が天に突き刺すアンテナのように伸びてる。奇怪な塊。やっぱりジャングルジムの不法投棄に見える。

「田た中なか君、ケータイ見てもらってもいいですか？」

　ぼくはダウンベストのポケットからケータイを抜いた。エリアスが壁紙サイトからギャグでダウンロードしたドコモ茸だけのディスプレイ。ちなみにどこがギャグかというと、ぼくのケータイはａｕだ。ドコモ茸のカラフルな頭の左上の表示を見る。冷静に確認してギョッとなった。

　アンテナが４本立ってる。

「これって、バリ４」

　ハナさんは、エナメルのバッグからケータイをゆっくりとした動作で取りだした。いつのまにかハナさんの頬ほおは濡ぬれていた。

　フラップを開き、震えながら見つめている。

「……うぅ、ふふっ、やったぁ。アンテナ４本、立ってます。立ちました」

　泣きながら笑っていた。

「ハナは今から父と母と話します。田中君も誰だれか話したい方がいらっしゃれば、是非この機会に」

　ハナさんは基地局の向こう側へ歩いていく。

　死んでしまった両親と話すんだから、ぼくが近くにいると気になるんだろう。そりゃそうだ。

　林の暗がりのなかにかま子こやライムの人影が微かすかに見えた。こちらは太陽の真下。暗い向こうから明るいこっちは見やすいだろう。ぼくはケータイをかざす。「メールを送るからサイレントにして」そんな合図。ほんと以心伝心はお手のものだった。

　本文はつぎの通り。

『アンテナ４本立ってる。ハナさんはどうしてこの場所を知ってたのかわからない。噂そん長ちようではないと思うんだけどさ』

　ハナさんが噂長なんて、馬ば鹿かげた話にしか思えなかった。ただ、ハナさんと初対面の三人娘が受けた印象は違うようだ。

『あなた決して油断しないでください。バリ４の場所を知ってるだけでも充分怪しいかと思われます。念のためつっぱり棒は彼女に照準をあわせてます。春はる男おが危ない目に遭あいそうだったら、あの娘の細い身体からだに何本もの棒をブチ込んでやるわ』

　丁寧で硬い言葉はライム。かなり過激なところはエリアスが監修した影響だろう。ちなみにこのメールのタイトルは『ワンワンワァーン！』だった。文字だとさすがに通訳は無理だった。

「……もしもし、お父さんですか？」

　基地局の反対側から声。ハナさんは自分のケータイから自分の番号にコールして、本当に誰だれかと繋つながったようだ。



　一番忘れられない故人と話せるバリ４。ぼくが発信すれば誰に繋がるかは考えるまでもないよな。

　小学生の時に、お年玉に一万円くれた気前のいい親しん戚せきのおじさんは、階段から落ち、打ち所が悪くて死んでしまっていたが、まさかそのおじさんにはコールは届かないだろう。ぼくが経験した一番身近な人の死は、ばあちゃんだ。

　自分のケータイから自分の番号を直接入力するのは不思議な感じだった。普段ならこんなことをしても話し中になるはずだ。

　トゥ、トゥ、トゥという発信音が続いた。

　やがて、その音もなくなった。サァーサァー。ノイズのような空気の音がする。受話口に耳をしっかりとつける。誰かと、このケータイは繋がったみたいだ。

「もしもし？」

「……は、春男、ちゃん」

　ノイズに混じった声には、ぼくの記憶を二年近くまえに一気に遡さかのぼらせる力があった。これはたまらない。あっという間に泣きそうになった。震えた。

「ば、ばあちゃん」

「ええそうよ、春男ちゃんのばあちゃんよ。あら、春男ちゃん、声変わりしたのかしらね？　凛り々りしい声になったわね」

　ぼくはノイズを脇わきに押しのけるように、力強くいった。

「ばあちゃん、ぼくさ。地方都市伝説をちゃんと解決してるよ。ばあちゃんの跡をしっかり継いでるから」

　人に聞かれては、まずい話。基地局の反対側にハナさんがいるのも忘れていた。でもハナさんも自分の通話に夢中でこっちは気にしていない。

「あらあら、うれしいわ。さすがばあちゃんの孫ね。それでね春はる男おちゃん」

　波打つように入るノイズの強弱。それがばあちゃんの声を部分部分削っていく。

　ぼくは必死に受話口に耳をつけて、聞いた。

「大事なことがあるの。これからいうことを、しっかり、きい…て……ちょ、うだ…そんちょうが……の地伝……を」

　ばあちゃんの声は暴風雨のようなノイズにさらわれる。ハッとするほどの静けさを残して、電話は切れた。

　再び話そうとリダイアルするも、アンテナは３本立っているだけだった。バリ４の圏外。



　バリ４は本当にあるんだ。

　ぼくはバリ４の地伝は、デマじゃないかと思っていたのだ。なぜなら噂そん長ちようの手紙には、８名の生徒を一晩行方ゆくえ不明にする地伝を起こしたと書いてあったから。バリ４の効果にはそんな神隠し的な要素はないだろう。でも、バリ４は確かに起こっている。

　ということは、地伝は今現在二つ起こっていることになる。

　昨日の夜に起こった神隠し的な地伝、今日は死んだ人と話せる地伝。たった二日で二つの地伝。解決するにも時間なんてなかった。ただバリ４に関しては、基地局を物もの干ほし竿ざおで叩たたけば解決できるとわかっていた。でもぼくはバリ４をそのままにして、ハナさんと基地局を離れた。バリ４の地伝が人々に害をもたらすとは思えなかったし、なによりばあちゃんともう一度話したかったからだ。途中で切れた言葉の続きが気になる。

「ハナさん、話せたんですか？」

　まぼろ樹海は天然の防音室だった。

　林の外の世界の雑踏はここまで届かない。ハナさんの鼻を啜すする音が聞こえた。涙はまだ流れてる。

「ハイ。でもやっぱり一人だけとしか話せませんでした」

　やはり故人のなかで一番忘れられない人物とだけ話せる地伝のようだった。融通が利かない。両親を失った少女に、両方と話す機会を与えてくれないのだ。

「そうか、お父さんと話せたのかい？　それともお母さんかい？」

「父とも母とも話すことができませんでした」

「え、じゃあ誰だれと？」

「彼と話しました」

　あと五分も歩けば、まぼろ樹海はでられただろう。

　でもハナさんは立ち止まって、その白く細い手でぼくの手を取った。震えていた。

　そして、ハナさんが彼と呼ぶ男との日々が語られ始めた。



「彼と暮らしていたのは、ハナが両親を事故で失ってしまった赤ん坊の頃ころから小学四年生まででした。彼は両親を失って一人ぼっちになったハナを大変可愛かわいがってくれました。特におばあちゃんがいない和室ではたっぷりとハナを可愛がってくれました。彼の口癖は忘れはしません。『もう誰だれもハナを守ってあげる男はいないんだよ、私がずっとハナを守ってあげよう。もうハナを愛する男は現れないんだよ、私がずっとハナを愛してあげよう』そういって、彼は和室でハナの服を脱がして、裸にしたら別の服を着せるんです。ハナは彼にとって、着せ替え人形だったんです。ハナは自分で服を脱ぐことも着ることも許されません。彼の手で可愛らしい服を着せられて、『ハナは綺き麗れいな顔をした人形なんだから、誰も人を好きにはなれないんだよ。ハナはずっと私を好きでいればいいんだ。ハナは誰も好きにはなれない。なれないんだ』と、いわれながら、舐なめるような視線で見つめられ続けたんです。彼はハナを少しでもリラックスさせようとして、着せ替えの最中はハナの好きなアニメ映画をテレビに流していました。『少女の愛が奇跡を呼んだ。』『ある日、少女が空から降ってきた…』『このへんな生きものは、まだ日本にいるのです。たぶん。』年代順に流すんです」

　タイトルじゃなくて、キャッチコピーをいったのだと気づいた。よほど好きなのだろう。アニメの話題が一緒にできればよかったのだが、ハナさんの話はまだ途中だった。

「一本映画が終わればつぎのを流しますから、おばあちゃんがいなくて朝から晩まで可愛がられた日は、魔女の女の子が箒ほうきに跨またがって宅配をしている場面が見えました。古い畳の匂においと、彼の粘り気のある視線と、アニメ映画。ハナの小学四年生までの家での思い出はそればっかりなんです」

　手を握にぎられたまま、ぼくは呆ほうけたように立っていた。あまりの話にハナさんから視線を逸そらした。彼の口癖を忘れられないハナさんの涙に濡ぬれた瞳ひとみを見ていられなかったんだ。ハナさんは小さく笑った。

「ごめんなさい。こんな女の子と手を繋つないでいてくれて。離しますか？」

「いや、謝らないでくれ。このまま手を繋いでいよう。彼っていうのは、おじいさんのこと？」

　ぼくはなんでもいいから声をかけなきゃいけないと思った。でも、こういう時は大抵ろくなことがいえない。最後のは余計だった。

「ハイ。そうなんです。ハナを着せ替え人形にして眺めている時、トイレにいきたくなったハナに人形がトイレにいったらダメだよといって、トイレにいかせてくれなかった人。人形は綺麗でなくてはいけないよと、お風ふ呂ろでは身体からだをすみずみまで洗ってきた人。小学三年生のバレンタインデーには遊園地に連れていってくれて、観覧車のなかでもハナを着せ替え人形にした人。それは実の祖父です。祖父は二人っきりの時は自分のことを彼と呼べっていっていたんです。おばあちゃんをハナから奪っていったのも彼です。彼が亡くなったあと、彼がハナにしていたことを知ったおばあちゃんは自殺未遂したんです。それで意識が戻らず、今も入院しているんです」

　言葉がでなかった。

　なんていってあげればいいんだ。薄っぺらい言葉だけはかけたくなかった。ぼくは握にぎった手を強く握り返すしかできない。

「ハナはわかっていたんだと思います。でも、どこかで少しだけ信じてました。顔も声も覚えていないけど、故人のなかでハナが一番忘れられないのは父と母だって。けど、ハナが忘れたくても忘れられないのは彼だった。父と母の顔も声も記憶にないのだから仕方ないですよね。ははっはっ」

　自じ嘲ちよう的なハナさんの呟つぶやき。こんなに悲しい笑い声を初めて聞いた。

「でも、ハナは彼にいってやりました。ハナにはちゃんと好きな人ができましたって。誰だれも人を好きになれないといわれ続けていましたけど、ハナには今、好きな人がいるんだって」

「そうか、それはよかった。ほんとよかった」

　自分でいっていて、どれほどよかったことなのかはわからない。ただ、そのことが今にも崖がけっぷちから落ちてしまいそうなハナさんを救ってあげられる希望になるのなら、とってもよかったと強く思うよ。

「田た中なか君がハナを救ってくれたんです」

　ぼくの思いとハナさんの言葉が繋つながって、軽く驚いた。

「え、ぼくはなにもしてないよ」

　薄暗い林のなか、ハナさんが小さく深呼吸をする。

「……ハナの好きな人は、田中君なんです」

　手を握っていたハナさんが、そのままぼくの胸に飛び込んできた。

　細い身体からだを受け止める。ハナさんの腕がおそるおそるというふうにぼくの背中にまわったのがわかる。パンプスの足場が不安定でよろけたわけでは、なさそうだ。

「わかっているんです。わかっているんです。男の人はハナみたいな過去のある女の子を心の底から好きになってくれないとわかっているんです。でも、好きでいていいですか？　田中君のこと、想おもっていていいですか？」

　ハナさんの腕から逃げようと思えば簡単だった。彼女の腕は日陰のなかの冬の細い枝だ。振り払えば、折れてしまいそう。ハナさんの目元がぼくの頬ほおにくっついて、涙が落ちてきて、ぼくの顎あごの下へと伝っていく。

「ハナに抱きつかれて、気持ち悪いとか不快に感じられるかと思いますが。どうか、もう少しだけこうしていてください。お願いします」

　誰に懇願しなくたって、クラス一の美少女であるハナさんに抱きつかれたいと思ってる男なんて、沢たく山さんいるだろう。多分学年の男子全員。もちろん彼の話を聞いたあとだって、それはなにも変わらない。ぼくのギャルゲー仲間の感受性豊かな友人達たちは、女の子の辛つらい過去を自分の身に起こったことのように苦しんで聞いたあと、その女の子を見捨てたりは絶対しない。それはＪＰＥＧ形式だろうが、現実だろうが同じだった。

「気持ち悪くなんかないよ。ハナさんは今までと同じ。とても魅力的な女の子じゃないか」

「田た中なか君、うれしいです」

　ハナさんの声が久しぶりに弾んだ。

「あの、田中君。ハナは魔女の女の子の映画を最後まで観みれていないんです。女の子は黒猫さんの話している言葉を、最後にはもう一度聞き取れるようになるんですか？」

　ジブリ映画は、『海がきこえる』だって、短編の『オン・ユア・マーク』だって観てる。『ゲド戦記』以外だったら、なんだって答えられる。

　でも、ぼくはハナさんに嘘うそをついた。

「ああ。黒猫の言葉を、最後に魔女の女の子は聞いたよ」

　物語の中盤で黒猫の言葉を聞き取れなくなってしまった魔女の女の子。本当は映画の最後でも再び聞くことはできなかった。

「黒猫さんは、なんていったんですか？」

　ハナさんに抱きつかれていて頭の回転が鈍っていた。嘘はそこまで考えてなかった。即興でなにかいえ。

「『おいらの名前さ、なんかおやじ臭くない？』って、いってたかな」

「ふふっ、田中君それ嘘ですよね。黒猫さんは自分のこと、おいらっていわないはずですよ。ハナの好きな人はやっぱり優しい人です」

　ヒールで背が高くなったハナさんの頬ほおは、ぼくの唇の端に当てられたままだ。ハナさんが笑顔になったのが皮膚越しに伝わった。

　両親の事故死。彼との思い出。おばあちゃんの自殺未遂。

　ぼくと同い年のハナさんが受け止めてきた現実は、想像もできないものだった。ぼくにできることはなんだろう。今は、少しでもハナさんに笑っていてもらいたかった。

　ぼくはハナさんに、『おちこんだりもしたけれど、ハナはげんきです。』といつの日かいってほしいのかもしれない。



「田中君、ハナとおつきあいしてもらえませんか？」

　別れ際の言葉も秀逸だった。

　ぼくに抱きついていたハナさんの涙は乾いた。身体からだが離れた。雑ぞう木き林ばやしをでた。二人の家への分かれ道。ハナさんはそういって、もう一度ぼくを棒立ちにさせた。

「あ、ハナさん、その」

「ごめんなさい。田中君の答えは明後日あさつての月曜日、学校で聞かせてください」

「なんで明後日なんだい？」

「ハナはこれから小説のラストを書き直します。ハナは田中君に救ってもらいました。田中君がいなかったら、バリ４で彼と話すことになっても、なにもいえなくなってしまうところでした。田た中なか君がいなかったら、好きな人ができたっていえませんでした。田中君の返事を聞いてしまったら、どっちの答えでもきっと小説が書けなくなってしまいます。イエスならとっても嬉うれしすぎて。ノーなら凹へこみすぎてしまって。だからごめんなさい。ハナからいっておきながらなんですが、田中君の返事を月曜日まで待たせてください。勝手なこといってすみません」

　ぼくはハナさんに聞きたかったことがある。でもその機会を与えないかのように、小さく手を振って、ハナさんは駆けだしていった。

　ぼくのどこが好きなの？　こんな質問なんてしなくてセーフだったんだ。

　気になるけど、こんなことを女の子に聞くなんて野暮だよな多分。



　自宅の車庫に戻ってきたのは、午後三時過ぎだった。

　ハナさんが家にきて、小説を途中まで読んで、一緒にまぼろ樹海にいって、バリ４でばあちゃんと話して、ハナさんと別れる。それはわずか二時間半くらいの出来事だったんだな。時は金なり。あ、使い方違うな。

「いいたくないんだけどね。その嫌いな彼に好きな人ができたんだよって伝えたくて、ハナが地伝を起こした可能性があるんじゃない？」

　エリアスの推理。ぼくとハナさんの会話は近くの茂みで、しっかり聞き取れてたようだ。

「なあエリアス。でもハナさんからは地伝のオーラを感じなかったんだろ？」

「それはそうよ。わたしが感じられるのはあくまで地伝の元凶かどうか見極められる能力だから。噂そん長ちようは地伝の元凶じゃないから、なにも感じないよ」

「ぼくは、ハナさんは噂長じゃないと思うんだ」

　車庫内の裸電球の真下にライム。カンペを見せるＡＤのように噂長の手紙をこちらに掲げてみせる。

「噂長はあなたのことが好き。あの子もあなたのことが好き」

　ライムがなにをいいたいのかわかった。

「そうだな。ぼくのことを好きってことは噂長かもしれないな。それはやっぱり決定的な証拠になっちゃうのかな」

　そこまでいったところで、ぼくの肩に乗っていたエリアスが声を張り上げる。

「噂長のラブレターとハナの告白。タイミングは怖いほどドンピシャよ。でも、まあ、春はる男おのことが好きってだけじゃ確実な証拠とはいえないわね。少なくとも、この車庫内には春男のことを好きな子がいっぱいいるわけだし」

　かま子こが微笑ほほえんで、ライムがぼくから顔を逸そらした。

　つぎに口を開いたのはライムだ。

「あたしは、あの子が怪しいってのに変わらないから」

「ぼくがハナさんに抱きつかれていたの、見てたんだよな」

「見たわよ。なによ。いい訳なんて聞かないから。いきなりあんな話聞かされたら、拒めないよね。でもさ、あなた達たちずっと抱きあってるんだもん」

　ぼくはライムにいじわるがいいたくなった。

「ハナさんが噂そん長ちようだと疑ってるのに、つっぱり棒で攻撃しなかったんだな」

　ぼくには見えていた。ハナさんとの抱ほう擁ようのなか。視線の先。茂みのなかにいる三人の姿を思いだす。かま子こはやきもちの焼きすぎか、顔がステーキ肉にかぶりつく直前みたいに真剣だった。エリアスはしょうがないわねという顔で苦笑していた。ライムは、ただひたすら哀かなしそうな顔をしていた気がする。きっとハナさんのつらい話に気持ちを持っていかれたのだろう。

「攻撃しなかったのは、そ、それはあの距離からだったら、ちゃんとあの子にだけつっぱり棒を当てられる自信ないし。あたし、あたし」

　驚きだった。ライムの切れ長の瞳ひとみの端が赤くなっている。

「どうしたんだ？　ライム、ほこりでも目に入ったか？」

「あなた、あの子が噂長じゃなかったらつきあっちゃうの？　あの子の彼氏になっちゃうの？」

　ぼくは馬ば鹿かなのだろう。全まつたくそこまで考えていなかった。

　変だよな。人生で初めて女性につきあってくださいといわれたのに、その答えがまるで浮かばないんだ。イエスやノーの二択だけじゃない気がするんだ。恋愛シミュレーションゲームの選択肢だったら、コンマ三秒で決断できるのにな。

「なによ。もしかして優柔不断？　今、春はる男おの身に起こっていることは、アトリエかぐやのエロゲーじゃないのよ。ハーレムエンドなんてないのよ！」

　エリアスよ、パソコンゲームのメーカーは勘弁してくれ。多方面に誤解を招く。きみに弁明しておくが、月刊メガストアで紹介記事を読んだだけなんだ。当然未プレイ。ぼくはギャルゴだから、エロゲーゴッドにはまだまだずっと早い。エロゴなんて呼ばれたら不登校する。

「同時に二人以上の女に愛されたらあるのは修しゆ羅ら場ばよ。エログロナンセンスの世界なの。春男、覚悟はいい？」

　覚悟は全然よくなかった。

「なあ、例えばの話だけど、万が一ぼくが誰だれかとつきあえたとして、やきもちを焼いて修羅場に登場するのは、エリアスとかま子だろ？」

「なによ春男。それはわたしとかま子に嫉しつ妬とされても気にもならないってこと？　取るにも足らないってこと？　春男なんかムカツク。抱きつかせろ」

　肩に乗っていたエリアスがぼくの顔のまえに移動してきた。裸足はだしの足でぼくの顎あごを挟む。左右に精いっぱい伸ばした両腕。両手はぼくのもみあげを掴つかむ。ちょっと痛い。視界にはエリアスの胸の谷間。焦点があわず、肌色がぼやけて見える。

「なにするんだエリアス。降りろ」

「あん、ちょっとあんまり喋しやべらないで。下腹部に春はる男おの息が当たっちゃってる。ぁあん、ダメ」

　お色気セクシードールのエンジンがかかったようだ。

　土曜日の夕方の手前。人の顔のまえで興奮し始める変態が一人。将来はネット声優になって、18禁ゲームのヒロイン役を演じたいという夢を持つエリアスに、誰か精神安定剤を投与してくれ。

「……ワァン」

　顔面はエリアスに張りつくように抱きつかれたまま、ぼくの背中全体が柔らかい体温に包まれる。後頭部からかま子この声がした。しなやかな筋肉をまとった両腕が視界の端から伸びてくる。かま子がうしろからぼくに抱いていたのだ。

「へっへーん。どうやら、ハナに抱きつかれている春男を見て、たまらない気持ちになっているのはわたしだけじゃないみたいね。かま子も春男に抱きつきたいんだ？」

「……ワン」

　ぼくの反応を窺うかがうようなかま子の弱々しい声。でも抱きつく腕の力は強い。緩めるつもりは全まつたくないようだ。

「おい、かま子。離してくれ」

「ワンワン」

　エリアスに視界を塞ふさがれ、長身のかま子に身動きを封じられた。そして、ぼくのトレーナーのお腹なかの部分をクイと摘つままれる感覚。

「うん？　ライム？」

　ライムがどうやらぼくのすぐまえに立っている。おそらくぼくの顔はエリアスの腕によって、目にモザイクがかけられているみたいになっているのだろう。

　ライムの声は近かった。

「あたしも登場するんだからね」

「へっ？」

　間抜けな声しかでなかった。

　午前中はパラパラを踊り、そのまま昼は雑ぞう木き林ばやしでの尾行。発汗ガールズ。かま子の匂におい、エリアスの匂い、ライムの匂い。濃縮１００％を感じられる距離。

「修しゆ羅ら場ばになったら」

　ライムは相変わらずトレーナーを摘んだまま。引き裂かれる寸前の力だ。

「それって、どういうこと？」

　ぼくがライムの言葉の意味を考えあぐねていると、ネット声優志望が声を上げた。

「ワオ！　大胆っ！」

　洋画の吹き替え以外で「ワオ」と実際にいう人は初めてだ。苦言を呈したいことが一つ。エリアスがご機嫌な声を上げた拍子に飛んできた唾だ液えきが、目薬のようにぼくの眼球にダイブしてきた。むずむずと痒かゆい。なんとかしてくれ。たまらずいった。

「おい、誰だれかティッシュを取ってくれ」

「ワァオ！　春はる男お大胆！」



　時間は流れて、日付が変わる手前。

　ティッシュと聞けば卑ひ猥わいな想像しかできない可か哀わい想そうな世界最小の露出魔と過ごす、夜の自室。

「さっきは、はしゃいじゃったけど。ライムもかま子こも、多分わたしもちょっと怖いんだと思うよ」

　露出魔はその名に恥じない格好。腰回りを自みずから切り落としたキャミソール。ホットパンツなのに自らスリットを入れたデニム。どちらも本来の三分の二しか面積がない布きれだ。

「噂そん長ちようのことか」

「うん、噂長の手紙にわたし達たちは死んでもらおうかなって書かれたこと。噂長なんかにやられてたまるかって、もちろん思ってるけどね。相手の強さもわからないのに、怖がってビビっていてもなんにもならないわよね」

　夜のど真ん中は深刻な話をするのに打ってつけだった。噂長が怖くないわけない。ぼくも怖いさ。シリアスなエリアスがいう。

「噂長と戦うことになるのは、もうすぐそこまで迫ってきているのかもね」

　ベッドライトが机の縁で横たわるエリアスを照らした。形のいいおへそ。下乳が見えている気がしたが、凝視はよそう。会話の流れ的におふざけ厳禁だ。



    

  
    
      



    

  
    
      「エリアス」

　無意味に名前を呼んだ。だいじょうぶだよと続けていえなかったのは、ぼくの弱さだ。

　代わりにエリアスにいわれてしまう。

「ダイジョブよね。ライムはつっぱり棒で戦える。かま子こは強烈な噛かみつきがあるし、やばくなったら走って逃げることもできる。わたしは戦えないけど、外にでる時はいつも春はる男おの側そばにいられる。噂そん長ちようの手紙に名前があって、いざ噂長に襲われたら一番危ないのは誰だれかわかってるよね？」

　噂長がいなくなってほしいと願っている人のリスト。ライム、かま子、エリアス。そしてコトリ。

「ああ。噂長ってやつが狙ねらってるんだって、コトリさんに説明するわけにもいかないしな。説明したところで、朝から晩までコトリさんの側にはいられないし」

「わたしとかま子とライムはダイジョブだから。今日、春男がいない隙すきに三人でちょっと話したの。春男はコトリを守ることに専念しててほしいって」

　エリアスは、話は終わったというように寝返りを打って、こっちに背中を向けた。

　今日は車庫でかま子と寝ないようだ。パラパラで疲れたかま子はそういえば八時にはもう寝ていたんだ。

　ぼくはベッドから起き上がって、ハンドタオルをエリアスに被かぶせた。

「お腹なか冷えるぞ」

「わたしセクシードールだから平気よ。でもありがと」

　ベッドに戻ると、いろんなことが頭を巡った。

　演劇の話を楽しそうにするコトリ。

　グミを美お味いしそうに食べるかま子。

　ぼくの服の裾すそを摘つまむライム。

　コトリを守ってあげてといっておきながら震えているエリアス。

「コトリのことは特に注意するけど、ぼくはみんなを絶対守るよ」

　エリアスが頷うなずいたのが、金色のうしろ髪が揺れるのでわかった。

　この夜、噂長はどこでなにを考えて過ごしているのだろう。

　初めて噂長の気持ちに考えを巡らせてみたが、もともとどこの誰かもわからない噂長は、得体の知れない霧のようだった。



　ハナさんの夢を見た。

　いや、ハナさんじゃなかったかもしれない。だけどハナさん以外の誰にも思えなかった。

　麗うるわしい蝶ちよう。その舞は蜘く蛛もの糸に絡め取られる。

　どこからともなくでてきたのは年老いた巨きよ蜘ぐ蛛も。

　不思議な世界だ。虫がいるのだから夏のような気がするのだが、まわりは雪景色。地面は足跡一つない雪原。

　蜘く蛛もは蝶ちようを食べたりはしない。でも解放もしない。蝶の表面を撫なでるように八本の節足を這はわす。なにか蜘蛛が蝶に話しかけたようだが、聞き取れない。蜘蛛の目は足元の糸すら見てない。蝶だけを見てる。蝶の瞳ひとみは蜘蛛のうしろ、遠い空を見ている。そこはメルヘンの世界。希望が手を繋つないで跳び上がってる。虹にじ色いろの太陽に、黄金の積乱雲。風にも色がついていて、綿毛が銀色の風に乗って流れていく。

　蝶の表情は、ぼくにはわからない。泣いてるようにも見えるし、この世の中の全すべてのむなしいことを悟って、あきらめに似た笑みを浮かべているようにも感じた。

　ぼくはどうしてこの蝶をハナさんだと思うのだろう。

　きっと、ハッとさせられるほど綺き麗れいなのに不思議と派手さのない羽の模様や、羽ばたいていても涙をこぼすように鱗りん粉ぷんをまき散らすさまが、似ていたんだ。

　笑っていても、その笑みの隙すき間まに入りこむようにどこか哀かなしげな瞳を湛たたえるハナさんに似ていたんだ。

　不意に蜘蛛の巣が風に巻き上げられる。空に舞って、蝶と蜘蛛の姿が遠くなっていく。

　離れてみて、わかった。

　蜘蛛の巣はハナさんの瞳の形をしていた。蝶はどんどん離れていく。

「いくな！」

　声にだしていた。跳び上がるようにベッドから身体からだを起こしていた。

　朝五時。目覚めた瞬間に蝶の綺麗だった羽の模様は忘れた。切ない感情だけ残ってる。同居人を起こしてしまったようだ。机の上から声。

「ちょっと、『イクな』ってなによ。どんな夢見てたの？」

　エリアスのいう、

「いくな」のイントネーションがおかしい気がした。気にせずにいう。

「蝶と蜘蛛の夢」

「なにそれ、獣じゆう姦かんものみたいなやつ？　勘弁してよ。それで夢精とかするようになったら、春はる男おの変態っぷりにはついていけないわ」

　悪夢のあとの目覚め。エリアスの下ネタはいい気付け薬だった。



    

  
    
      


第二話　歌沫姫うたかたひめ





　日曜日の早朝の真ま幌ぼろ市内は、散歩を日課にする老人（今は何歳以上を年寄り呼ばわりしていいんだろうか）のパドックみたいだった。

　尻しりがきゅっと上がって、行進のように腕を振る。首にはタオルを巻いている人もちらほら。手には水筒も忘れずに。ウエストポーチには有事の際のあれこれが入ってる。近所のおじいさん。体重増減なし。血圧前日比３％増。高血圧気味。散歩のペース配分は前半飛ばして、後半は休み休み歩く。逃げ馬だ。散歩コースは右回りで、雨上がりの重おも馬ば場ばは苦手。

　くどくなり気味なのでこれくらいで冗談の解説はやめておこう。ウイニングポストのやり過ぎかもしれない。きみなら信じてくれると思うけど、ぼくが競馬ゲームをやると自家生産で牝ひん馬ばばかり生まれてくるんだ。人外の異性に好かれる才能。おかげでゲームバランスなんて壊れてる。庭先取引とセリを利用しなくては日本ダービーが取れないゲーマーのグチだと思ってくれ。

　朝一で家をでたのには訳がある。もう一度、まぼろ樹海にいくためだ。ライムとかま子ことエリアスとね。

　ライムにとっても忘れられない故人は真ま魅みばあちゃんだ。地伝の調査という名目の他ほかに、目的があった。ライムにもばあちゃんと話させてあげたいよな。

　でも受信状況はよくなかった。アンテナはほんの一瞬４本立ったと思ったら、すぐ３本に逆戻り。残念ながら無駄足で終わる朝。



　今日はまや女子の舞台公演をコトリと観劇する約束がある。

　正午過ぎにコトリの家に向かった。一緒に会場へ。真幌市市民ホール。このまえ、コトリがウエディングドレスで公演した地区の演劇大会と同じ場所だった。

　頭の隅には噂そん長ちようのこと。８人を一晩神隠しにした地伝。バリ４。ばあちゃんとの通話。ハナさんのこと。悩みの上にまた悩みが続く感じ。家のコンセントに付けられたコンセント分配タップにまた分配タップが果てしなくついていくような。苦悩のたこ足配線だった。あんまり考えてばかりいると頭のブレーカーが落ちそう。

　悩みのある時でもコトリと話しているのは楽しかった。

　なんの話の繋つながりでそうなったのか、この秋から放映しているアニメのＯＰの話になっていた。

「春はる男おくぅん、あのアニメ観みてたんだぁ。面白いよね。私ね、オープニングの曲を歌えるんだよぉ。えへへ」

　無邪気なコトリだった。幼児が自分のできることを披露するような天てん真しん爛らん漫まんな光がコトリのまんまるな瞳ひとみにはあった。

「コトリが歌うの聴いてみたいな」

　日曜でもモデルハウスみたいに静かな家々。コトリはあたりをきょろきょろと見まわすと、ぼくの肩に両手を置く。

「春はる男おくん、止まって欲しいなぁ」

「どうしたの？　コトリ」

「えへっ、じゃあ歌うね」

　さすがコトリ。今度聞かせてくれという意味でいっていたのだが、さっそくここで歌ってくれるようだ。ぼくの横顔にコトリの顔が近づいてくる。内緒話をするように、コトリの両手がぼくの右の耳に添えられる。小声ながら完かん璧ぺきなアカペラ。

　コトリの声がぼくの心と鼓膜を震わせて、コトリの吐息はぼくの心と鼓膜をくすぐった。

　アニメ用に編集されたオープニング曲の一分半。歌の途中、柔らかいなにかが耳たぶに触れた気がした。歌が終わったあとは拍手。住宅街の真ん中でのリサイタル。アンコールはしてもいいんだろうか。

「コトリ最高だったよ。やっぱり上う手まいな」

「えへへへ、よかった。春男くんに喜んでもらえて。サビでね、ちょっと足元ふらついちゃって、春男くんの耳たぶにチューしちゃったぁ」

　左の耳に人格があったら抗議活動がおこなわれる話だ。右の耳だけずるいぞ、こっちにもチューしてもらえと。いったい、今のぼくはなにを考えているのだろう。コトリの言葉に相変わらずひどく混乱しているウブな男。

「だ、だいじょぶだよコトリ。うん、だいじょぶ」

「でもでもね春男くん。その、私、歌うまえにリップクリーム塗っちゃってたから、春男くんの耳たぶと私の唇が触れたら、ヌチョってしちゃった。ヌチョってさせてごめんねっ」

　コトリの言葉は、20万ボルトのスタンガン並みに強烈だった。腰から砕くだけ落ちそうになる。会場に着くまでに、ぼくは行き倒れにならないように気をつけよう。

　この時のぼくは、頭の中心に居座っていた数々の悩みがまるで消えていたことに気づいてなかった。

　消えたことに気づくこと自体無理な話なのだ。コトリと話しているのは楽しい。でも、麻酔をかけたみたいに悩みを無関心にさせたのは、明確な理由があったのだ。



　まやかし女子大学附属中学校第五十六回定期公演。

　ポスターと垂れ幕が、会場の正面入口に見えた。いわずと知れたまや女子である。まや女子の演劇部は歴史のある部なんだ。コトリに予備知識は教えてもらってる。

　受付を過ぎると、コトリは有名人だった。

「あ、真ま幌ぼろ一いち中の小鳥遊たかなしさんですよね？」

　近隣の中学の制服を着た女の子が何人か集まってくる。

「このまえの舞台観みました。すごくよかったです。あの、握手してください！」

　照れたような表情のコトリ。瞬間目があう。ぼくは頷うなずいてみせた。それの意味は、ぼくに気にせずファンサービスは大切に。

「きゃーうれしい！　ありがとうございます。いっしょに写メ撮ってもいいですか？」

　他校の女子はコトリと肩を並べてはしゃいでる。それを見ていたまわりの女子も「私もお願いします」と次々とコトリの隣へ。写真を撮りあう女子中学生達たちは無敵だった。静止画でも爆発するような元気のよさが、切り取られているんだろう。

　写真撮影のあとは質問コーナーだった。

　真ま幌ぼろ一いち中はつぎどんな舞台をやるんですか？　どんな役ですか？　演劇はいつからしているんですか？

　問いかけは繁忙時の回転寿ず司し屋の絵皿のようにテンポよくやってくる。コトリは恥ずかしそうに笑いながらも喜びの溶けた顔で答えていく。真幌市で演劇をしている女子中学生にとって、コトリはアイドルだった。さながらぼくはそのアイドルのマネージャーってとこかな。少し離れた場所で棒立ち。

　マボチューだけじゃなく、コトリはどこでも人気者だなとぼんやり考えていたら、不意打ちのようなの質問がコトリにきた。

「あのー小鳥遊たかなしさん。そちらにいらっしゃるのは、もしかして彼氏さんですかー？」

　ぼくが本当にマネージャーだったら、その質問には答えられませんとはね除のけ、コトリを記者会見場と化したこの場から連れだすところだ。でも逃げることは無理だった。女子達の壁。テンパってばかりのサンデー。

「ああ、いや、ぼくはその」

　女の子達の視線がぼくに集まっている。その視線はマボチューで受ける同級生の女の子のものとは違った。なにかを期待するような好奇心に満ちた熱っぽい目。

　コトリが答えた。

「春はる男おくんは彼氏さんじゃないよぉ。いっつも一緒に登校して、たくさんお話もするの。えへへ、私は春男くんの部屋にもいったことがあるんだよ。でもでもね、春男くんは彼氏さんじゃないの。ねえ、春男くんどうしてかなぁ？」

　さあ、どうしてでしょう。

　とうとうコトリの視線までぼくに向けられる。好奇の目で見られるのは、ぼくの脈拍を上げる。ギャルゲーユーザーにフィーチャーされるのは日常だが、女子に注目されるのは慣れてない。

　今度は女の子達にコトリが質問した。

「あのね、みんな。なにをすれば、つきあってるになるの？　なにをすれば彼氏さんと彼女さんになるのかなぁ？」

　舞台上では、この世の全すべてを知り尽くした全知全能の女神だって演じられるだろうけど、スポットライトのない場所では、どこまでも純粋なコトリだった。恋人の定義。恋愛シミュレーションゲームだったら、ハッピーエンドまでいけば文句なしだろ。

「えっとー、つきあってくださいっていって、オッケーだったらそこから恋人同士かな？」

「ウウン、言葉で確認しあわなくても、お互い好き同士で一緒にいたらカップルみたいなものでしょ？」

「違うわよ。ちゃんと行為をしなきゃ、キスしたら彼氏彼女じゃないの？」

　養よう鯉り場じようの従業員が当然鯉こいの話をするように、女の子達たちに恋の話は呼吸だった。盛りあがってあたりまえ。そして、ぼくはのんきに恋愛トークを聞いてる場合じゃなかった。コトリの爆弾発言の導火線はジリジリと引火していたのだから。

「えへっ、それじゃ春はる男おくぅんは私の彼氏さんだぁ。だって、さっきだって耳にチューしたし、まえに私の唇に春男くんがキ――」

　ぼくはコトリの手を取って、走りだした。

　ギリギリ不発弾。握にぎったコトリの手は、とても小さくて柔らかくて、結局爆弾発言を聞いた直後のようにぼくは赤面してしまった。

　コトリといるとどう行動したって、心拍数の急上昇から逃げられない時があるんだ。

　ドキドキの王手飛車取り。テンパっていて、比ひ喩ゆ表現も意味不明だ。



「春男くんっ、えーとＤ12番と13番の席だから、まえのほうだね」

　席に着いた。開演まであと三十分はある。余裕を持っての行動。時間がある分には困らなかった。コトリといて話題に困ることはない。

「まや女子の演劇はね。私が小学生の頃ころ……二年生の時かな。初めて見てから、ずっと憧あこがれなんだ。舞台に立つ一人一人がお互いのいいところをだしあっているの」

「コトリは小学生の時から、中学では演劇をしようと決めてたの？」

「うん！　私が小学二年生の時に見た舞台のある役者さんがすごい素敵でね。それがきっかけなのぉ、えへへっ」

　降りた緞どん帳ちようの舞台の隅。幕の端が音もなく揺れたのが見えた。まや女子の演劇部員だろうか。中学生くらいの女の子が客席を見渡している。こちらに顔が向くと、探していたなにかを発見したような弾んだ表情。さっきコトリに声をかけてきた一人だと気づいた。舞台から客席に通じる階段を降りてくる。客席にいる人達には目立ってないようだ。演劇部員はまっすぐにこっちにくる。

「小鳥遊たかなしさん、お願いがあるんですけど聞いてもらえませんか？」

　疑問符がついていたが、初めから聞いてもらうつもりだったんだろう。演劇部員は、コトリが頷うなずくのと同時に続けた。

「実は部員の一人が今日の直前リハでケガしてしまったんです。出番は少なくて、終幕のまえで独唱する役なんですけど。小鳥遊さん舞台に立ってもらえませんか？」

　ムチャクチャな話だった。マジックショーでマジシャンに指名された一般客が舞台に上がるのとは訳が違う。

「それはなんていう歌ですか？」

　空気抵抗に負けそうないつものふわふわとした口調のコトリではなかった。演劇のこととなると、しかも自分が舞台に立つかもしれなくなるとどこまでも真剣だった。まや女子の子がいった曲名をぼくは知らなかったが、コトリは力強く頷うなずいた。本気だ。

「小鳥遊たかなしさんありがとうございます。では大変すみませんが、衣装を早速あわせたいのできてください」

　コトリは席を立つ。クリスタルガラスをくり抜いてつくったような意志の強い横顔。ぼくに向けられるとコトリの顔は甘く柔らかくなった。

「春はる男おくぅん、ごめんなさいっ。勝手に舞台に上がるの決めちゃったぁ」

　ぼくに代役の許可を求められてもなにもいえないよ。

「ううん、いきなりのことで本当びっくりしてるけど、頑張ってきて」

「はぁい！　しっかり観みててね。春男くんが応援してくれたら私だいじょぶだからぁ」

　開場してから代役決定。演劇好きの誰だれかが昔いってる。舞台には魔物がいると。アクシデントやハプニングは舞台装置の一つみたいらしい。なんてこった。

「彼氏さんすみません。小鳥遊さんを借りていきます」

　まや女子の子が頭を下げる。ぼくのことをいわれたのだと気づいた時には、軽口を叩たたいていた。別に余裕があったわけじゃない。初対面の女の子は苦手だ。ただ、内心の動揺を上う手まく隠して余裕があるふうに見せるのが、モテるコツだと友人の桑くわ島しまがいってた。難しいよな。

「レンタル料は自販機のジュース２本でいいよ。舞台楽しみにしてますね」

　まや女子の子はコトリの腕をとって、微笑ほほえみを残して去っていく。わずかに聞こえたのは、「小鳥遊さんの彼氏さんって、かっこよくて面白い人ですね」というもの。

　コトリに対するまや女子の子の社交辞令かもしれない。いや、社交辞令じゃないかもしれない。そもそも社交辞令ってなんなんだ。ギャルゲーの女の子達たちはあまりお世辞をいわないよな。悩める男の日曜日。

　あ、そういえばコトリがいっていた小学生の時に出会った素敵な役者さんについて、質問するタイミングを失ってしまったな。ちょっと気になる。



　ハプニングは終わらない。

　あと五分。まもなく開演のアナウンスだ。空席となったぼくの隣に不意に誰かが座った。

「聞いたわよ。かっこよくて面白い人なんていわれちゃって。いっとくけどね、あんなの女の子の社交辞令だからね。いい気になったりしないでね。あなた」

「おいおい、嘘うそだろ？」

「嘘ってなにさ。あれは特に深い意味なんてない誉ほめ言葉だって気づいてなかったの。社交上の辞令ってやつよ」

　おそらくうしろから見たら頭のてっぺんまで背もたれに隠れそうな、小柄なツインテールの少女にいった。

「いや、嘘うそっていったのは社交辞令のことじゃなくて、ライムがなんでここにいるんだよって意味でさ」

　ホールよりドームが似合うライムだ。演劇の鑑賞をする趣味があったなんて聞いたことない。

「あたしはまや女子の演劇部の友達に観みにきてって誘われたの。ケガした時にソフトの試合に出れなくて、スコア表をつけながら木のベンチに二時間座っていても平気なのに、こういうとこのイスって、座ってるとお尻しりがむずむずして落ち着かないわ」

　どこまでもライムらしかった。今朝まぼろ樹海をどんどん進んでいった細い足は、もじもじと落ち着く場所を探してる。

「いい忘れてたけど、ライムありがとな。エリアスから聞いたよ。噂そん長ちようがぼくのまわりの女の子を狙ねらってるから、ぼくがコトリを守ることに全力を注げるよう三人でバックアップしてくれるっていう話。でも、ぼくはライムのことも守るからな」

　ライムが髪の先をいじった。

「な、なによ。あたしだって、守られるだけじゃなくて、あなたのことを守るんだからね。あたし、もういく」

　ライムはきた時同様、唐突に去ろうとする。

　気がついたら夏至の日の入りみたいに室内が徐々に暗くなってきていた。小さな背中にいった。

「なんで、こっちの席にきたんだよ」

「そ、それは、あなたがあんな社交辞令を真に受けて、浮かれて、舞いあがって、喜んじゃって、にやにやとかして、舞いあがってたら、あたし嫌だもん。じゃあね」

　ライムの頭のなかでは、ぼくは何回舞いあがっているんだろうか。

　がやがやとしている客席。すぐそこの通路で声が上がる。

「ライム先輩どこいってたんですか？　こっちですよー。一緒に観られるの楽しみなんですから、ライム先輩が離れちゃ悲しいです」

　ソフトボール部の走攻守揃そろったスター選手は、後輩の女の子の憧あこがれなのかもしれない。離れた客席から手を振る女の子は、軽く十人近く確認できた。

　その離れた席につくまえにライムは一度だけ、ぼくを振り返る。

　わずかな光を受けた顔は困惑気味。ベイブルースで野球狂のおやじが尊敬の眼まな差ざしで、ライムにバッティングの極意を聞きにきた時でもないと、なかなか見られない顔だ。

　やがて客席は闇やみに包まれた。

　開演だ。



　緊張しながら観劇中。

　コトリの出番があるんだから無理ないよな。充分に練習を積んだ舞台なら問題なんてないだろうけど、歌うだけといっても飛び入りだ。さすがのコトリでも上う手まく代役をこなせるだろうか。ハラハラ。

　コトリが登場するまでの一時間弱、まや女子の舞台を自分なりに考えてみる。

　まや女子の演劇は、完成度の高さと各登場人物を演じる役者が舞台上で気持ちよく協調共存していた。なんか麺めんとスープと具の相性が抜群にいいラーメンみたい。

　とりあえず演劇の専門的な知識がないぼくの感想としては、早くもこれぐらいが限界。専門的な言葉に置き換えてしまうと、ぼくの気持ちも置き換えられてしまう気がするんだ。面白かったから面白かった。感動したら感動したでいいじゃないか。シンプルって悪くないよね。

　そして、面白かったで終わるはずの舞台は、下しも手て袖そで（客席から向かって舞台左側）からコトリが現れて、一変した。

　ステンドグラスみたいにカラフルで透明な羽をつけて、ＮＨＫのみんなの歌にでてきそうな森の精霊姿のコトリ。マタニティのような衣服は、モスバーガーみたいな濃い緑と山やまの手て線みたいな淡い黄緑が混ざっていた。いや、失礼。ファーストフード店と路線は、ファンタジーの世界観を壊す例えだな。

　舞台の中央に佇たたずむヒロインを歌で祝福する森の精霊の場面が始まる。

　今舞台にはバックグラウンドミュージックはない。役者の抑えられた足音すら聞こえそうだ。客席には三百人近く。観みることへの集中が生みだす緊張感のある静けさ。咳せき払ばらいすらしてはいけない空気が会場に漂う。聞こえるのは歌い始めたコトリの生声だけ。

　鳥肌が立つ。

　これまで何度となく感じることがあったが、今日の舞台上のコトリは本当に別人に見える。柔らかくて、ふわっと浮いてしまいそうなコトリの声が、メロディラインに乗ると、ぼく自身の聴覚機能の限界まで強制的に引きだされるような感覚になる。これは初めての体験だ。オルゴールのような癒いやしと、ピアノのような万能感を持つ声。

　きみはおおげさ過ぎるよと笑っているかもしれないが、誇張ではなく、それは異常なほどの歌声なんだ。

　最も早はや上手いという次元ですらないのかもしれない。まるでなにかが憑ついているみたいだ。このままずっと聞いていたいような。つぎの瞬間にも耳を塞ふさいでこの歌を聴かないようにしたくなるような。なんでそう思うかというと、この声を聞いていると、この声の中毒になりそうだったからなんだ。

　ぼくのまわりの観客席では、舞台に感情移入した客達たちが涙ぐみ始めていた。ぼくはまばたきすらほとんどできないのに、夢を見ているような心地になっていた。頭のなかに靄もやを発生させる歌声。

　コトリが歌ったのは、ほんの二分ほど。

　舞台上にコトリがいなくなったあと、あれほど集中してみていた舞台のストーリーを不意に忘れていることに気づいた。そのあとのヒロインと脇わき役やくとのセリフのやりとりでストーリーラインを、ハッとなって思いだしていく。

　おおげさな話なんかじゃない。あの二分間、ほんとに夢を見ていたようだ。それなのに、あれだけ感動した歌のメロディもフレーズ一つも覚えていなかった。



「あの歌声、普通じゃなかった。もしかしたら……」

　幕が降りてすぐ、室内灯がぼんやりと点つき始める観客席。

　まや女子の裏方の部員達たちが「アンケートにご協力ください」と声を上げるなか、ライムが飛んできた。

「よお。椅い子すに座り続けて、ケツが痛くなってないか」

　ぼく以上にウブなライムだった。真っ赤な顔になって、炎のように燃えた流線形の瞳ひとみでぼくを睨にらみながらいう。

「あ、あたしのお尻しりのことなんていいのっ。あなたのエッチ！　それより小鳥遊たかなしちゃんのこと」

「わかってるよ。ライムがいおうとしていた、『もしかしたら』の続き」

　だしぬけに目め尻じりがじんわり熱くなる。

　泣き虫のぼくが帰ってきたようだった。ライムの熱い視線を感じた。ぼくが泣きそうになっているのがバレてないだろうか。弱気が顔にでていないだろうか。ぼくはいつも通りの顔をしているだろうか。



    

  
    
      



    

  
    
      　いいたくないことをいった。

「もしかしたらコトリさんの蜚ひ子ごの運命が動きだしているのかもしれない。あの歌は地伝のような不思議な力がある」

　ぼくはエリアスみたいに地伝のオーラを感じたりなんかできない。それでもわかってしまった。あれだけ好きだったコトリの歌声が、ぼくの知らない異質なものに変わっていることに。



　観劇後はコトリと一緒に帰る予定だったが、変更になった。

　まや女子の演劇部の子達たちから打ち上げにきてくださいと、コトリは猛烈に誘われたのだ。急きゆう遽きよの代役とはいえ一緒に舞台に立ったのだ。コトリはぼくにどうしようと聞いてきたが、是非いってきなよと促すとコトリは笑顔で頷うなずいた。でもでもね、今日一緒に帰れない代わりに明日は一緒に下校しようねっ。コトリとのかわいい約束。舞台は最高だったと、短い感想を伝えて別れた。

「あたしも、打ち上げに呼ばれたけど断ったよ。さすがに部外者すぎるしね。でも、演劇部っていいね。地区大会の公演とかじゃなかったら、勝ったの負けたのってないから。ソフトボール部なんて、勝ったら焼き肉屋。負けたら吉よし牛ぎゆうで反省会だよ。負けた時に食べる紅ショウガが効くんだよね」

　真ま幌ぼろ市市民ホールをでたのは、それでもまだ夕方までは時間のある二時半頃ごろ。門限までは、まだまだゆとりのあるライムと二人だ。ホールで地伝の話をしている生徒が何人かいた。聞き耳を立てる。プチ神隠し。どうやらそれは８人を一晩行方ゆくえ不明にした地伝のネーミングのようだ。やっぱり神隠しって言葉が合うよな。プチがつけばかわいさアップ。

「ぼくも誘われたよ。打ち上げ」

　小鳥遊たかなしさんの彼氏さんも是非といわれたが、さすがにのこのこついてはいけなかった。それになにより、ライムとエリアスとかま子こと、早く地伝の話がしたかったのだ。

「このあと、あなたの家の車庫でいつもの話し合いね。あのさ、小鳥遊ちゃんのちょっと普通じゃない歌声が地伝だったとしたら、これで三つ目よ」

　神隠しの力を持つプチ神隠しが一昨日おとついに起きた。

　死んだ人と話せるバリ４の地伝の噂は昨日広まった。

　蜚子の運命であるコトリの地伝が動き始めた今日。

「三日連続で三つ。噂そん長ちようは地伝のバーゲンセールでもするつもりなのかもな」

「なによあなた。面白くない冗談なんていって」

　ライムはまだ気づいてないようだ。内心やばいとテンパってる時、軽口をいうぼくの癖。



　そのまま、ぼくはライムと帰宅。

　車庫での話し合いは、二時間は続いたが進展なし。外灯がぼんやりと点つく五時。

　一番の情報といえば、フネからの着信。８人の中学生が一晩行方ゆくえ不明になったプチ神隠しの話。どうやら、８人の生徒達たちがぼんやりと覚えているのは真ま幌ぼろ市にそっくりだけど、どこか違う気がする場所だったということ。とにかく静かだったらしい。車が一台も走ってなかった気がするとのこと。

　それを聞き終わったあとの素直な感想は、なんだそれのひと言。

　プチ神隠しの地伝の噂うわさを聞いてなかったら、ピーターパンがネバーランドに連れていってくれるファンタジーに憧あこがれていた８人が、集団で似たような夢を見ただけなんじゃないだろうかと、疑うところだ。

　セクシードールがいった。

「８人の中学生がソフトドラッグをキめて、一晩かくれんぼしてたわけじゃないよね。でね、それを隠いん蔽ぺいしようと学校側と市の教育委員会があやふやなことを生徒達にいわせて、事件が風化するのを待ってるとかじゃないの」

　下ネタでなくても過激な発言が得意だった。

「おいエリアス、８人行方不明は噂そん長ちようからの手紙にも書いてある。おもいっきり地伝だろ」

「なによ春はる男お。地伝だってことくらいわかってるわよ。ただのおふざけでしょ。怒らないでよ」

　タチの悪いおふざけだ。ぼくは苛いら立だっていたのかもしれない。

「なあ、みんな真剣にいこう。とにかく地伝のこと。それに噂長がどこの誰だれか、しっかり考えなくちゃいけない」

　ぼくの言葉に車庫内の三人の顔は仮面になった。感情を映さない。まっさらの表情。

「春男、いっとくけどわたし達必死に考えてるよ。コトリが地伝予備軍である蜚ひ子ごから地伝の元凶になってしまったっぽいから焦ってるんでしょ春男。でも、それはわたし達も一緒だよ」

　わかってる。みんなが真剣なことはわかってる。この二時間なにも進展なしの話し合いが続いていて、無言も続いてた。エリアスが過激な冗談をいって、リラックスさせようとしてくれたのもわかってる。

　ライムがエラーをしてしまったチームメイトを励ますように、優しくいう。

「あなた、まだ小鳥遊たかなしちゃんの歌声が地伝だと完全に決まったわけじゃないわ。もしさ、あの歌声が地伝に関係していても、どんな影響が出るかわからないしさ」

「そうだなライム。みんなごめん。なあ、もう一度まぼろ樹海にいかないか。朝は話せなかったけどさ。バリ４の電波は相当不安定みたいだからさ、こうなったら根比べだ」

　バリ４の地伝は、町中でも噂が広がってきてる。

「電波が非常に弱いらしいよ」「じゃあ故人と長電話ってできなくね？　長電話ってなに話す気なの？」「じいさんタイガースファンだったんだけどさ、10年連続Ｂクラスが決まった２００２年の年末に死んじゃったんだよね」「へーそうなの」「だから、その翌年以降のシーズンの成績と投打記録を伝えてやりたいんだ」「ああ、２００３年って阪はん神しん優勝したんだもんな」

　地伝の噂うわさをする野球好きがそんなことをいってた。優勝したあの年は赤あか星ほしが球団記録を上回る盗塁数61を記録したんだよという話。

　それを思いだしていたら、家のほうに来客の気配。

　インターフォンは聞こえなかったが、玄関が開いた音がしたのだ。車庫のドアを少し開いて確認。玄関で母さんと笑顔で話しているのは、癒いやし系の歌姫だった。ぼくは車庫内のメンバーに決死の表情で振り返る。

「コトリさんがきた」

　その直後。ぼくの背中に綿菓子みたいな柔らかくて甘い声が届く。

「あっ、そんなところに春はる男おくんがいるぅ。えへへっ、きちゃった。今そっちにいくねっ」

　車庫内の全員の顔が強こわばった。

　ぼくはいつだったかライムに教わった盗塁のサインをした。頷うなずく三人。かま子こがエリアスを肩に乗せる。ライムは降りたシャッターに手をかける。車庫の側面にあるこのドアに向かって歩いてくるコトリから見て、車庫正面のシャッターが死角に入ったであろう瞬間。ヒットエンドランのサイン。

「やあ、コトリさん。打ち上げはどうだったの？」

　ぼくの声にあわせて、ライムがシャッターの下にかませた短いつっぱり棒をゆるゆると伸ばしていく。タイミングはドンピシャ。剛速球のあとにチェンジアップを投げられたって、空振ったりしないライムにはお手のもの。

　シャッターのその隙すき間まから三人が走りだした。

「春男くん、車庫のお掃除してたの？」

　コトリが目のまえにきた時には、三人の姿はもうどこにもない。

　冷静になって考えてみれば、ぼくが玄関にコトリがいるのに気づいた瞬間にコトリのもとに走り寄っていけば、車庫にこられることはなかったんだけどね。回避できたハイリスク。まあ、とにかくなんとかセーフでよかった。

「あれっ、車庫には春男くんだけなの？　おかしいなぁ。誰だれかいると思ったんだけどぉ」

「えっ、どうしてそう思うんだい？」

「だって、さっき打ち上げがどうだったのって春男くんが聞いてくれた時にね、私のことをコトリさんって呼んでたから。春男くん、まわりに誰かいる時は必ず私のこと、さんを付けて呼ぶからぁ」

「あ、そうなの。そっか、あはは、間違えたかな」

「えへへ、そうだね。春男くん間違っちゃったんだね。おかしいね」

　ヒットエンドランみたいな車庫からの脱走は、ゲッツー寸前だったのだ。フィルダースチョイスのようなきわどさ。

　ライムの影響だと思うが、野球の比ひ喩ゆ表現が多めですまないね。



　五時ちょっと過ぎ。ぼくの部屋。コトリと二人っきりだ。

「春はる男おくぅん、夕食の時間なのにごめんね。舞台のこと話したくて」

「ああ、いいよ。だいたい日曜の晩飯は、ちびまる子ちゃんが終わってからだから。コトリこそだいじょぶ？　家、ごはんじゃないの？」

「うん、だいじょぶです。お母さんにちびまる子ちゃんの録画も頼んでるからっ」

　ちびまる子ちゃんを観みるコトリ。想像するだけで平和な光景だ。カラオケではおどるポンポコリンを必ず歌うらしいコトリ。タッタタラリラはぼくが歌ってあげたい。

　メールの着信音が鳴った。ぼくのケータイ。ライムから。

「コトリ、ちょっとごめん」

　本文は短かった。

『エリエリから言こと伝づてです。以前までの小鳥遊たかなしちゃんに感じていたものより遥はるかに強い地伝のオーラを感じたそうです』

　ぼくは返信もできず、ケータイを閉じた。

「春男くん、聞きたいことがあるの」

　ベッドの端にちょこんと座っていたコトリが立ちあがり、床の狭いスペースに腰を下ろす。イスに座っているぼくの膝ひざのまえにコトリの顔。まんまるな瞳ひとみは優しい上目づかい。近すぎる。

「今日の私の歌、変じゃなかった？」

「え、舞台上での」

「うん、なんかね。気持ちよかったの。いっつもね、人前で歌ったり、舞台に立つことはとっても楽しくて気持ちいいんだぁ。でもでもね、今日のはいつもよりさらに気持ちよかったのぉ。憧あこがれのまや女子の舞台に立てたからかなーとも思ったんだけど違うの。だってね、舞台では観客席のみんなの顔までしっかり見えてたはずなのにね。今は、歌っていた時の記憶がほとんど思いだせないの。ねえ、春男くん、私ちゃんと歌えてたかな。なんかね。おかしくなっちゃうくらい気持ちよかったことしか覚えてないのぉ」

　クラスで噂うわさのかわいい子が、上目づかいで気持ちいいと連呼しているからって、いかがわしい想像をしている場合では全然なかった。

　ぼくは焦りが顔にでないように注意した。

「それはやっぱり、急きゆう遽きよ代役で舞台に立ったから、さすがのコトリも緊張していたんじゃないかな。歌はばっちりだったよ。演劇じゃなくてコンサートだったら、アンコールがやまないとこだよ」

　焦りを声にださずにいえただろうか。なんてことないふうにいえただろうか。

「ばっちりかぁ。えへへっ、春男くんに褒めてもらっちゃったぁ」

　屈託のないコトリの笑顔から視線を逸そらしたくなる。

　コトリはおそらく地伝の元凶になってしまったんだよ。普通の人間ではなくなっているんだ。ほら、人外の証拠にコトリはそんなにぼくに好意的でいてくれる。必ずぼくがコトリを普通の女の子に戻すから。

　そんな言葉はいえるわけがなかった。

　沈黙が訪れると泣きそうになってしまうから、明るい話題を探した。コトリとの楽しい思い出だったら、日に一ダースずつ増えてる。

「市民ホールにいく途中にさ、コトリが聞かせてくれた歌だって、とってもよかったしさ。ははっ」

　そこでコトリは顔をキョトンとさせた。

「え、春はる男おくぅん。なんのこと？　私、歌ったっけ？」

「ああ、歌ってくれたじゃないか、ぼくの耳元でさ。アニメのオープニング曲だよ」

　ぼくの膝ひざのまえのコトリが頬ほおを染めて、俯うつむいた。

「なんか気持ちよかったの覚えてる。でもでもね、それは春男くぅんの耳たぶに私がね、キスしちゃったからだよね。えへへへっ、アニメの話をしたのは覚えてるよぉ」

　コトリはいつもの笑顔に恥ずかしさを小さじ一杯足したくらいだ。深刻さはない。ぼくの耳たぶに唇が触れてしまったのは、コトリが囁ささやくように歌ってくれた最中の出来事。それなのに歌ったことは忘れている。コトリのまえで頭を抱えそうになった。

　無言になってしまったぼく。コトリはもじもじ。

「あは、恥ずかしいこと思いだしちゃった。キスの話題はおしまいにするね。あ、そうだ春男くん。まや女子の子と打ち上げしている時に聞いたんだけど、また地方都市伝説って流は行やってるらしいね」

　噂うわさで広まっているといえば、プチ神隠しだろうか。それともバリ４だろうか。

「あのね。噂で聞いたのは、地方都市伝説史上最も誰だれにも迷惑をかけない地伝なんだって。その地伝は歌沫姫うたかたひめっていうのぉ。それでね。歌沫姫のとっても素敵な歌声を聞くと、不安や悩みが一時的になくなってね、まるでいい夢を見ているみたいにぼんやりと楽しい気持ちになるんだって。すごいよねっ。どんな歌声なんだろう」

　コトリは気づいていない。その地伝の元凶はコトリしか考えられない。なんて皮肉だろう。地伝の元凶になってしまったコトリが、自みずからその地伝の噂をぼくに伝えてくれる。

「そのウタカタヒメについて、他ほかになにか特徴とか聞いてないかい？　あ、字は泡沫うたかたって書くのかい？」

「うーんとね、泡沫って字の泡の部分を歌って書くらしいよぉ。それでえっとね、その歌沫姫は歌うたびに少しずつ声を失うらしいの。だからね、素敵な歌声で人々を楽しい気持ちにさせ続けていると、いつか声を失うらしいのっ。なんか悲しいね」

　ぼくは泣きそうだった。泡沫じゃなく歌沫の意味。歌い手の声を水の上の泡のように、はかなく消してしまうからだろう。おそろしいネーミング。

　今までの地伝の元凶を思いだしていた。ぼくが物もの干ほし竿ざおで叩たたいて、解決してきた事件。

　元凶達たちとその解決後は以下の通り。

　ダルマは光り輝いて消滅。成仏。

　自みずから成仏することが可能だった自販機はＬＥＤ表示版が壊れて、元の自販機に戻る。

　変身トンネルは、跡形もなく崩落。

　オカマの石せつ膏こう像は、塵ちりとなる。

　温泉ライオンは、元の石像に戻って終わり。

　物もの干ほし竿ざおで殴れば、元凶から地伝の力は失われるというのは共通している。

　だが、そのあとどうなるかまるでわからない。物干し竿でコトリを叩たたいて、たんこぶができるくらいで地伝の力がなくなればまだいいが、コトリが消える可能性だってあるんだ。そんなギャンブルはできない。

　一つ、安全にコトリを元に戻せる方法がある。

　それは噂そん長ちようを倒すことだ。

　ばあちゃんを亡き者にし、コトリの声を奪う。

　身体からだのなかに炎のような塊が落ちてくるのがわかった。ぼくは目のまえのコトリの柔らかな表情を見つめながら、身体のなかに生まれた塊を硬くしていく。滾たぎる激情を冷静さで包む。溶岩のような塊になった感情を、水で包む。その水は、ぼくの心の涙だ。声を失ってしまうかもしれないコトリの運命を想おもって流した涙だ。目から落ちないように我慢した涙だ。ぼくの心の涙なんて言葉、初めて詩を書いた中学生みたいだよな。ぼくは言葉に酔っているのかもしれない。でもシラフでなんかじゃいられないんだ。噂長に対するこの憎しみのまえでは。誰だれかに聞かれたら、笑われてしまう詩のような言葉でも、その言葉の最後にこうつけ足させてくれ。

　噂長、おまえを見つけたら、ただではおかない。



　なにも気づいていないコトリを励ますことはできなかった。

　地伝から話題を変えて、舞台のこと、映画やマンガの話、いつも通り楽しく雑談することに集中した。六時まえ。コトリは帰るという。

　コトリがぼくの部屋のドアを開ける。

　ピーヒャラピーヒャラパッパパラパ。階下の居間でナナコが観みているんだろうオープニング曲。ニターと頬ほおが弛ゆるんでいるコトリと目があう。我慢できなかった。

「ぼくさ。まわりの人を守れるような、強いやつになるよ」

　コトリにとっては意味不明な言葉だっただろう。まわりの人を、ではなく、本当はコトリをといいたかった。いって抱き締めたかったのかもしれない。そうすればコトリの地伝の話を聞いてから、痺しびれたような足も、鳥肌が立ったままの腕も、ときたま泣きそうになって震える声も収まる気がしたんだ。

　顔を綻ほころばしたままのコトリは歌うようにいった。コトリは歌が本当に好きだ。

「いつだって忘れない。春はる男おくんは強い人。えへへっ」

　コトリらしい。それだけいって、手を振って階段を下りていく。

　きみは意味不明になっていないだろうか。思いだしてくれ。

　いつだって忘れない。エジソンは偉い人。そうだろ。



    

  
    
      


第三話　ハナさん





　コトリの身に起きた歌沫姫うたかたひめの地伝について、ライムに電話で伝えた。門限のあるライムと解散したエリアスとかま子こが帰ってきたのは、そのあとすぐだ。地伝解決チームの行動報告を聞いた。

　ぼくとコトリが一緒にいる間、まぼろ樹海にいっていたそうだ。女三人肝試しってわけではもちろんない。目的のバリ４は繋つながらなかったらしい。各社のケータイショップを巡って、バリ４対応のケータイに機種変するしかないわとエリアスの冗談。本日二度目の無駄足にご立腹だ。あと何十年かしたら、アンテナが５本くらい立つケータイはでてるかもしれないけどね。圏外って言葉が、死語みたいに口語ではつかわれなくなってる未来。

　ケータイの未来談義もそこそこに。なにもできないまま八時半過ぎ。

　そろそろお風ふ呂ろに入ってこようかな。部屋でダラダラ。テレビも見る気しない。机にいるエリアスに声をかけた。

「かま子の顔見に車庫にいこっか。まだなにもわからないけど地伝について話でもしよう」

　机上の空論。気休めみたいなもの。なにもできない歯がゆさを誤魔化すための忙しいふりがしたいんだ。中学生には、忙しいとかこつけられる仕事はないから。いつもそうだが、今日も勉強って気分じゃないしな。気分が乗らないと頑張れないなんていうのは、刊行ペースの遅い作家みたいで半分終わってるけどね。

「春はる男お、昨日ここにきたハナのことだけどね。あのさ、やっぱりハナが噂そん長ちようじゃないかな？」

　小さな背中。エリアスは机の上で、もう一度噂長直筆のデマ地伝への応募用紙を読んでいるようだった。定年間近の刑事が時効間際の事件を追いかけているような鬼気迫るエリアス。実に頼もしい。

「なんだよ。確かにハナさんには、なぜバリ４の場所を知っていたのかとか、少し怪しいところもあるけどさ。結局のところ確実な証拠はないだろ」

　そこまでいったところで、机の上になにか見えた。エリアスの足元にあるのは白い紙の薄い束。

「エリアス、それハナさんの小説か」

「最初にいっとくけど、勝手に見ちゃったことは謝るわ。ごめん。でも机の上にぽんと置いてあるんだから、あんな言葉が目に入ったらしょうがないわよ。読んじゃうわよ」

「あんな言葉ってなんだよ？」

　ぼくに10・５センチの自慢のヒップを突きだす。四つんばいのエリアス。昔この姿勢になったエリアスが「スパンキングしてくれないの？」と、どぎついギャグをいっていたのを思いだす。

　でも今は、お得意のグラビアポーズではないようだ。鞭むちのように痺しびれる声でいう。

「こことここを見て」

　ぼくは覗のぞき込むとハッとなった。噂長のデマ地伝応募用紙、それとハナさんの小説。同じ四字熟語がつかわれていた。

「気分転換の『換』の字が、両方とも『感』になってる」

　同じ四字熟語を同じく間違えてつかってる。気分転感。背中に無数の虫が這はってきたよう。ゾクゾク。

「ねえ、春男。これって偶然で片付けられないよね？」

　エリアスの声をどこか遠くで聞いた。願ってもない証拠。待ち望んだ新事実が明かされようとしている。

「別々の人間が同じ四字熟語を同じく間違える確率なんて奇跡だろ。こんな偶然あるわけないよな。四字熟語の間違いまで気づけるなんて、エリアス最高だよ」

「あはっ、エッチなことだけじゃないのよ。わたしの知識はね」

　好きな四字熟語は酒池肉林だというエリアスとぼくは、ハナさんと噂長のことなどを千思万考した。考え始めたら全すべてが疑心暗鬼。沈思黙考の海に落ちていく。四字熟語をつかいすぎると余計訳わからなくなるから、ここらで自重しよう。

「この小説のヒロインって、ハナ自身のことに重なってるところが多いんでしょ？」

「ああ、そうだな。ぼくの受けた印象は、ハナさんに似ている気がする」

「ヒロインは外見にコンプレックスがあるみたいだけど、お尻しりとか胸とかに。ハナも胸はぺったんこなの？」

「まあ、そうだけど、今は胸なんか関係ないだろ……あ、関係ある。噂そん長ちようは胸にコンプレックスがあるんだ」

「そうよ。小説のヒロイン同様ハナも胸にコンプレックスを持ってるんじゃない？」

　思いだすのは、胸が大きい女性が好きなのですか？と、ぼくに向かって伏し目がちに訊きいてきたハナさん。小説のヒロインに自分を重ねて、外見に多くのコンプレックスを持つヒロインを書いているハナさん。

　それはやっぱり、ハナさんは自分の胸にコンプレックスを持っているってことだよな。噂長も胸にコンプレックスを持っているんだ。考えないようにしていたことがある。それは簡単に決めつけたくはなかったこと。ぼくのまわりにいる人で胸にコンプレックスを持っていそうなのはハナさんと、胸囲がフラフープみたいなフネぐらいだろうってこと。

　女の子がどこにコンプレックスを持ってるか、男が勝手に決めつけるなんて傲ごう慢まんだよな。コンプレックスのない人間のほうが少ないだろうしさ。

　でも胸へのコンプレックスだけじゃない。バリ４の場所をなぜか知ってる。ぼくへの好意。「気分転感」という誤字。

　これだけ揃そろっていて、ハナさんは噂長なわけないと笑っていられるほど、ぼくもそこまで間抜けじゃない。

　ハナさんが噂長。

　やっぱり死んだおじいさんに好きな人ができたと伝えたくて、バリ４を起こしたのか？



　ハナさんの家の住所もケータイの番号も知らなかった。

　月曜まで待つなんて無理だ。メアドは知ってる。すぐさまメールした。

『電話したい　ハナさんの番号を教えてくれ』

　必死。余裕のない本文だ。

「春はる男お、落ち着きなよ。ハナが噂長なら、春男が噂長の正体に気づいたと思われたら、警戒されるよ。気づいてないふりしてね」

「ああ、気をつけるよ」

　もうすぐ九時だった。メールを送ってから返信を待つ五分。サウナにいるみたいに息苦しい時間。

「でもエリアス、これは落ち着いてなんかいられないよ。ちょっとフネに電話してみる」

「え、フネに？　なんで？」

「ハナさんの住所、もしくは電話番号を知ってたら教えてもらう」

　動きだした復ふく讐しゆうへの行動は止まらない。ばあちゃんの仇かたき。コトリの声が奪われるまえに必ずやつを止める。ぼくのなかにこんな激しい感情があったなんて知らなかったよ。

「春はる男お、目が怖いよ」

　エリアスのその声も遥はるか遠くで聞いてる。



「おお、ギャルゴどうした。いやいや、そういえばよ。今日は真ま幌ぼろ市大観覧車のオープン日だったな。さっそく取材にいってきたぜ。地方都市のホットスポットはタイムリーに紹介しないとな」

　観覧車には明日、かま子ことエリアスを連れて乗る予定だ。楽しみな約束。普段だったら観覧車の感想をフネに聞きたいところだったが、それどころじゃなかった。

「なあ、フネ。ハナさんの住所とか電話番号を知らないかな？」

「おう？　ハナさんっていやあ、クラス一の美少女と誉ほまれ高いあのハナさんか」

「そうだ。その誉れ高い人だ」

　電話の向こうで唸うなり声。ベース音のボイスパーカッションの練習をしてるわけじゃないようだ。重低音みたいなフネの声が返ってくる。

「すまんなギャルゴ。いやいや、おれもクラスメイトの個人情報までは知らないんだ。おお、あんまり詮せん索さくするのは好きじゃないんだがよ。どうしたんだ？　日曜の夜にいきなり。クラス一の美少女となんかあったのか？」

「そっか。フネ悪いんだけどそれは話せない。じゃあな」

「お、おいギャルゴ」

　フネが駄目なら男子は誰だれも知らないだろう。

　女子にかけるのに気後れしている場合じゃない。コトリに聞いてみるか。ぼくの考えを見透かしたようにエリアスがいう。

「担任に聞いてみるのがいいんじゃない？　間違ってもコトリにハナのことなんて聞いちゃダメだよ。理由を説明しなきゃいけなくなるわ。コトリって、わたしとかま子に負けないくらいやきもち焼きだからね」



　学級通信で新しん藤どう先生の連絡先はわかった。お堅い学級通信の端。アドレスのうしろにハートマークまでつけているご機嫌な担任だ。

　担任に電話するのは初めてだった。第一声はなんていえばいいのかな。悩んでるうちにコールが三つ。

「……はぁーい。誰なの？」

「あの、田た中なかです。新藤先生が受け持っているクラスの田中春男です。えーと、男子の出席番号が九番の」

　緊張しすぎていた。だって仕方ない。教室にいる時とはまるで違う。新藤先生のエコーのかかった気怠けだるげな声が妙に色っぽくて焦ったんだ。

「ぷふっ、なーにそれ。田中クンでしょ。声聞けばわかるわ。ご丁寧な自己紹介アリガトね。じゃあついでに田中クンのスリーサイズも教えてもらおうかしら」

　帰りのホームルームの新しん藤どう先生の明るさだった。うしろで水の音がする。

「いや、それはちょっと。新藤先生、今電話だいじょぶでしたか？」

「ヘーキよ。ちょうど身体からだを洗い終わったところなの。うふっ、ちゃぽちゃぽとか、じょぼじょぼって聞こえる？　湯船のお湯が少なくて、お湯を足してるの。ごめんね、声聞こえにくくない？」

　生徒と先生の模範的な通話がどういうものかは知らない。だけど、お風ふ呂ろに入っている女性との電話は緊張三倍増しだった。ちゃぽちゃぽ。じょぼじょぼ。擬音を艶なまめかしくいう担任。

「あ、いや。問題ないです。よく聞こえてます」

「うふっ、どうしたの田た中なかクン。なんか声が緊張してるみたい。会話を楽しむにはリラックスしなきゃいけないのよ。ね、田中クンはなんで電話してくれたの？　なにかアタシと話したいことあった？」

　リラックスなんて難易度の高い注文だった。

　落ち着つかないぼくを冷静にさせたのはエリアスの不機嫌な顔。雌めしべのような小さな口が動いた。これ以上ニヤけてたら、殺すわよ。ぼくに平常心を呼び戻してくれる仲間に感謝。副作用として、もれなく恐怖心も植え付けられる。

「新藤先生に聞きたいことがあったんです」

「なにかな？　なんでも聞いていいのよ。スリーサイズはそんなに自信ないからいえないけど、それ以外ならなんだってアタシのこと教えてあげるわ。あ、ヒップのサイズならいいわよ。うふっ」



    

  
    
      



    

  
    
      　新しん藤どう先生のヒップのサイズを知れば、明日、クラスでは男子から人気者になれるだろう。でも、すでにギャルゴとして一部男子に崇あがめられているぼく。もう男子からの人気なんていらなかった。

「うちのクラスのハナさんの電話番号を教えてもらませんか？」

　間。沈黙が細い水音を伝えてくれる。ちゃぽちゃぽとじょぼじょぼの中間。それはちゃぼじょぽって感じだった。

「先生？」

「……どういう理由か知らないけど、それは勝手に教えられないわ。田た中なかクンはハナチャンと仲良かったの？」

「ああ、はい。そうなんです」

「そっか、生徒のことはなんでも知ってるつもりだったんだけど、アタシも担任としてまだまだね。田中クンにゆかりチャン以外にも仲良しの子がいたなんて。ゆかりチャンは優しくて、かわいい子よね」

　コトリをちゃん付けで呼ぶ先生は、まるで妹自慢をするお姉さんみたいだった。

「そうですね。ああ、それでは新藤先生、いきなり電話して失礼しました」

　水音はいつのまにか止やんでいた。

「いつでも電話してくれていいのよ。勉強とか進路の悩みはちょっと困るけど、恋愛相談ならなんでもオッケーよ」

　勉強と進路の相談がＮＧなんて困った先生だった。勉強なんて全然のぼくだけど、担任に一抹の不安。

「はい、ありがとうございます」

「ね、田中クン」

　ケータイを切ろうとしたら、駆け込むような声。

「田中クンのこと知りたいな。ゆかりチャンとハナチャンの他ほかに仲のいい人って、いるのかしら？」

　新藤先生は入浴中の電話がよほど好きなのかもしれない。

「うちのクラスだとフネとか。隣のクラスの桑くわ島しまや草そう一いちってあだ名の草くさ野のも友達です」

「ぷふっ、田中クンはゆかりチャンと一緒にいることが多くて、かわいい天然がうつっちゃったかな？　ごめんね。仲のいい人っていうのは、女の子でって意味よ」

「いや、それだったらコトリさんとハナさんくらいです」

「そうなの。うふっ、田中クンはかわいい子にモテモテなのね。おやすみなさい」

　おやすみなさいと返して電話を切ったあと、エリアスの鋭い視線。

「なにがおやすみなさいよ。先生と生徒っておやすみの挨あい拶さつするものなの？　で、ハナのケータイの番号はわかったの？」

　首を振る。エリアスの顔はとびっきり渋くなった。プリンを食べるスプーンといい勝負の大きさの顔なのに表情豊か。３インチのケータイ画面で見る地デジみたい。小さいのにわかりやすい。

「なにそれ。ハナの情報もないのに、なにそんなにおしゃべりしてるのよ。さっきのフネなんて、すぐ切ったくせに」

「陽気で面白い先生なんだ。エリアスと話す機会はさすがにないだろうけど、きっと話は合うと思うよ」

　恋愛相談好きの女教師。下ネタ好きのセクシードール。相性はよさそうだよな。



　新しん藤どう先生との電話のあと、すぐさまメールの着信音。

　ケータイからの電子音でこれほど緊張が走ったことはなかった。

　メールはハナさんから。ヒーローと悪の親玉がメールのやり取りをする。この滑こつ稽けいさに軽く笑ってみせる。無理にでも笑ってないと駄目だ。やっと噂そん長ちようの背中に追いついたという手て応ごたえ。それは血液のように身体からだ中にまわる喜びと武者震いだった。それに、噂長に追いついたからには決して逃がさないという気負い。逃がしてはいけないというプレッシャー。ごちゃまぜの感情に押し潰つぶされないよう、軽く笑って見せたんだ。余裕のふりや気休めは大事なんだ。

　タイトルは『メールうれしいです！』ハナさんはメールでビックリマークの絵文字をつかうのが好きな子だ。噂長だと思うと、どんな文面も腹が立つよな。凶暴な感情が親指にも流れて、乱暴にスクロールさせる。

『返信するの遅れてごめんなさい!!　そうですね。まだ電話番号交換してませんでしたね。今お電話してもいいですか？　田た中なか君と電話できるのとてもうれしいです！　いろいろお話したいですね!!　でもちょっと話すの怖いかもです。ハナの電話番号は』

　そのあとは０９０から始まる数字が続いていた。エリアスがいう。

「さっきもいったけど、春はる男おが噂長の正体に気づいているとハナに悟られたらダメだからね。気をつけて話してよ。まだ噂長がどれほどの力を持っているのかわからないんだから。まずは様子見よ」

　ぼくは頷うなずくと、メールを返信することもなく、そのまま電話した。



「……もしもし」

「ああ。こんばんは、田中です」

「ハイ。こんばんは、ハナです」

　気分転感という誤字。バリ４を起こした理由は、自分には好きな人がいると彼に伝えたかったから。胸のコンプレックス。ばあちゃんを倒し、コトリから声を奪おうとしている。

　頭のなかはハナさんと噂長でいっぱいだ。

　ぼくは噂長と話しているんだと思うと、激しい感情が押し寄せてきた。

「もしもし？　田た中なか君？　あれ、ごめんなさい。ハナのほう、電波が遠いのかな」

　不安げなハナさんの声。払いのけるようにいった。

「メールに書いてあった話すの怖いかもって、どういう意味なの？」

「あ、それはあの」

　なにやらいいにくそうだ。

　突然ぼくから話したいことがあるといわれて、たじろいでいるのか。噂そん長ちようからしてみれば、ぼくの急な行動が不安なのだろう。

「ハナさん、なに怖がってるの？　教えてくれよ」

　視界の端で、エリアスが両腕で×をつくっている。声が怖い、フツーに話して。

「あの、田中君が話したいことって、小説のことですよね。途中までの感想とかだったら怖くて。ごめんなさい。最後まで書けたんですけど、いまは誤字脱字などないように推すい敲こうしているんです。明日まで待っていてください」

　あ、そのことね。

「ああ、うん。待ってるよ。頑張って」

「ハイ、ハナ頑張ります」

　ハナさんはいつもより弾んだ声。ぼくは今までにないくらい沈んでる。冷たくて、重い。他人の声みたいだ。

「実は電話した理由は小説のことじゃないんだ。なあ、どうして電話したかわかるだろ、ハナさん」

　ぼくの太ふと腿ももの上でエリアスが口を尖とがらせる。

　こっちが噂長はハナさんだと気づいていると知られてはダメ。わかってるさ。ぼくは片手でエリアスを優しく押さえる。でも我慢できなかったんだ。飛んで火に入る夏の虫だって、ただ焼かれるだけじゃない。その虫は火よりも大きく、風を起こすほどの速さで突っ込んでいったのなら、身体からだを焼かれるまえに火を消すさ。きっと。

　どうせ噂長には、ぼくが地伝を解決してることもなにもかも知られているんだ。小手先なんかに頭をつかってる暇があったら、正面から突撃してやる。

　いきなり熱くなっているぼくに、きみは少し困惑してるかもしれないね。

　でもわかってくれ。自分の大好きなばあちゃんを殺したやつと冷静に会話ができるやつがいたら、そいつはヒーローとしては優秀かもしれないけど、孫としては失格だよ。

「え、田中君はなんでハナに電話してくれたんだろう。とても気になります。あ、でもごめんなさい、わからないです」

　おどおどと困惑したふりだろうか。苛いら立だちは募る。ぼくの声のほうが悪役みたいになってる。

「わからないじゃないだろ。こんな時間にいきなりぼくのほうから電話したいといったんだ。なんの話か察しがつくだろ。大事な話だよ」

「あの、その、日曜日の夜九時過ぎに、突然クラスメイトの男の子が女の子に電話をしてくれて。それで大事な話があるって。それって、やっぱり、もしかして、どうしよう。田た中なか君、ハナはあの、緊張してきてしまいました」

　ご丁寧に今の状況を客観的に整理していったハナさん。日曜の夜に人知れず地伝を解決しているやつが、人知れず地伝を生みだしているやつに電話をする。大事な話の意味なんて簡単だ。

「ああ、話ってのはさ」

　エリアスがぼくの手のなかから逃れる。

「春はる男おダメ。落ち着いて！」

　泣きそうな顔のエリアス。もう一度、今度は口の形だけで無言の悲鳴を上げる。

「えっ、田中君。側そばにどなたか女の人がいるんですか？」

　なにかにがっかりするようなハナさんの声。ぼくは気にせずいった。

「知ってるんじゃないの？　誰だれがいるのか」

　エリアスは依然怒ってる。ぼくの冷静さは電話が繋つながったと同時に、どこかに捨てられたままだ。

「田中君の妹さんですか？」

　噂そん長ちようはぼくに妹がいることも知ってるのか。

「なんでも知ってるんだね。ぼくのこと」

「え、あ、ハイ。ハナはその、田中君のこと気になりますから」

　そりゃそうだ。噂長からしてみれば、地伝を解決するやつが気にならないわけがない。

「そうかい。ぼくもハナさんのことが気になって仕方ないよ。ぼくがまだ知らないハナさんの全すべてを知りたいんだ。ねえ、今からハナさんの家にいっていい？　住所教えてくれないかな」

　エリアスが呆あきれた顔で、バカと呟つぶやいた。ぼくは送話口を押さえて、ごめんと呟く。

「あ、今からですか？　あの、家にはハナしかいないんですけど、いいんですか？」

「それなら好都合じゃないか」

「え、でも、九時過ぎてますし。その、田中君は今からうちにきて、なにかしたいことでもあるんですか？」

　声が震えている。怯おびえたハナさんの顔が見えた。その顔の裏にはまだ見ぬ噂長の顔があるんだ。

「ハナさん。いちいちいわなくたってわかるだろ。今からぼくがハナさんの家にいく。することなんて、一つしかないじゃないか」

　地伝を解決するやつが、地伝を生みだすやつのいるところにいく。

　戦うしかない。

「えーと、一つしかないっていうのは。その、あの。中学生の男の子が、女の子しかいない家に、夜くるんですよね。え、もしかして、田中君、でも、その、それってあまりにいきなりじゃないですか。あ、いえ、その、決して嫌ってわけじゃないんですけど。心の準備みたいなものがほしいです」

　心の準備だと？　馬ば鹿かなこといってんじゃねえよ。待ってたらコトリはどんどん声を失っていくんだぜ。

「ぼくはハナさんのことがわかったんだよ。いきなりするしかないじゃないか」

「田た中なか君って、いきなりそういうことをしたい人なんですか？　する人なんですか？」

「ああ、そうだよ」

「でも、田中君がハナのうちに着くのは、さらに遅い時間になりますよね。明日は学校だから、すぐ寝る時間になっちゃいますよ」

「ハナさん、悪いけどぼくが家にいったら寝かせるつもりはないよ」

「えっ……うーんと、えーと、その」

　間。ぼくはハナさんのつぎの言葉を待つだけ。

「……ハイ……わかりました」

　怯おびえていたような声が一変、ハナさんの声はなにかを決意したような音になった。ぼくと戦う覚悟ができたんだろう。

「ハナは田中君のこと大好きです。だからなにされてもいいんです」

　ハナさんがまだ噂そん長ちようだと気づいていなかった昨日。まぼろ樹海をでたあとの告白と重なった。噂長の手紙とも重なった。

　そのあとハナさんから住所を聞いた。ぼくの家から三十分くらい歩く場所。電話を切るまえにハナさんが再び震えた声をだした。

「変な質問なんですけど、田中君はこういうことって慣れてるんですか？　すみません変なこと聞いてしまって」

　人外との戦闘。ダルマ、筋肉、温泉ライオン、オカマ石せつ膏こうなどなどと、物もの干ほし竿ざおでやりあってきた。人外のくせに人間味のあるどこか抜けてるやつらだったな。

「ハナさんだって知ってるんだろ。四人ぐらいとやったよ」

「……そうだったんですか。あはは、知りませんでした。でも、ハナの気持ちは変わりませんから」

　知らないわけないだろ。とぼけたふりが下へ手ただな。

「ぼくは、ハナさんみたいな特別な存在とやるために、今まで頑張ってきたんだ」

　噂長はさながら人外の王様。他ほかの人外の敵とはきっと比較にならないだろう。

「え、ハナは特別なんですか。そうなんですか。あは、うれしいです。あの、恥ずかしいこというんですけど、ハナは全まつたくどうすればいいのかわかっていなくて、その、初めてなので、優しくしてくださいね」

　初めてだと？　噂長はばあちゃんと戦ったことなんて忘れてしまったのだろうか。

　それとも挑発だろうか。

　優しくしてくださいだって？　お手柔らかにってことか。ふざけるなよ。

「優しくなんてするわけないじゃないか。ムチャクチャにしてやるよ」

　ハナさんの言葉を聞かずに電話を切った。エリアスの呆あきれた声が飛んでくる。

「もう、春はる男おったら。いつからそんなに血の気の多い子になっちゃったのよ。キャラクター崩壊してない？　まあ、ばあちゃんの仇かたきと歌沫姫うたかたひめのコトリのことがあるから、熱くなるのも仕方ないけどさ。作戦なんかもうないわね。だって、口頭だけど果たし状をつきつけたようなものなんだから。噂そん長ちようとのバトル、気合入れていくわよ」

　これから噂長と戦うことになってしまったんだな。

　我ながら直情的な行動だ。身体からだが震えてくる。落胆しているわけじゃなく、気持ちを落ち着かせるため俯うつむく。冷静に。冷静に。呪じゆ文もんのように頭のなかで呟つぶやく。

　エリアスがぼくの後頭部に登ってくる。優しく頭を撫なでてくれる。

「春男、ダイジョブ。大丈夫だから。そんなに頭を下げないの」

　エリアスの体重で頭が重くて、さらに俯き気味になっていることはいわないほうがよさそうだ。こんなにいい仲間がいることで、涙が零こぼれてしまった顔を見られないためにもね。もう少し頭を撫でられたまま、俯いていようかな。



「全まつたくどうなってるのよ。噂長がわかったって報告と、これから倒しにいくって連絡が、なんでいっぺんにくるのよ」

　住宅地の外灯もない路地。ぼんやりとした月明かりが落ちてくる。近くの自販機のジーと唸うなる電磁波が感じられる。電線でリンボーダンスができそうな背の低い家々は、静かな夜を演出する舞台セットみたいだ。

　門限破りのお嬢様は、木調タイプのつっぱり棒を片手にご立腹だ。超極太の外径34ミリは、本来バットにつかう黒のグリップテープがしっかり巻かれてる。握にぎりやすく、滑すべりを抑えるウエットタイプ。改造つっぱり棒の恐るべき性能。

「こんばんはライム。こんな十時まえにどうやって家を抜けだしてきたの？」

　コンビニエンス・タニザキの近くで合流したばかりのぼく達たち。肩に乗るエリアスの言葉に、かま子この横に並んだライムの声が細くなる。

「それは田た中なか春男さんがバッティングセンター・ベイブルースで、宿敵と三番勝負をするから、あたしに主審にきてほしいって連絡がきたのって、お父さんとお母さんに伝えたの。二人とも難しい顔をしたけど、三分後には誤審には気をつけろといって、送りだしてくれたわ。あなた、今度うちにきた時は宿敵と勝負したことになってるから、口裏あわせておいてね」

　日曜の夜十時。お嬢様中学の一人娘がバッティングセンターにいる男のもとへいくのを甘受する。さらに誤審には気をつけろというアドヴァイスまでしてくれる。谷たに崎ざき家の人々は、相変わらずぼくの想像力では追いつけない言動をする人達だった。

「ちょっとライム。宿敵と戦うってところはあってて面白いけど。なによそれ」

「だって、よっぽどの理由をいわないと家からでられないわよ。こんな時間に男の子と女の子が会うって、やっぱり変な誤解されちゃうから。バッティングセンターで会うのなら健全でしょ」

　夜に中学生の男女が二人っきりで会って健全だと思える場所は、ぼくにはよくわからなかった。バッティングセンターなら健全だという考えも、残念ながらよくわからない。

「あなた、私服なのね。いつものライダースーツじゃないんだ？」

　ジップパーカーにウールベスト。下はチノパンにトレッキングシューズ。日が沈んだ十一月の防寒対策は抜かりなしだ。動きやすさも悪くないね。

「ああ、噂そん長ちよう相手に正体を隠す必要はないからな。戦う場所も噂長の家になりそうだ。思う存分、戦ってやる」

　背負ったリュックには何本か短い物もの干ほし竿ざおを差し込んでる。

　それにぼくの右手には、潤うるんだ月明かりを跳ね返すロイヤルグレーメタリックの物干し竿。ただの竿なのに、やけにかっこつけた色の名前だよな。ただの銀色の棒だよ。

「噂長のホームか、まさにわたし達たちにとっては本当の意味でのアウェイね」

　エリアスは袖そで無なしの特攻服姿だ。真夏のレディース総長バージョン。背中には天上天下唯我独尊の朱の刺し繍しゆう。着せ替え人形用の服のバリエーションは、ユニクロのフリースにも負けてない。

「キャンディちゃん、寒くない？」

「ワン」

　かま子こはライムからプレゼントされたスウェットの上下に、ぼくのダウンジャケットを重ねてる。長身のかま子には男物のジャケットもよく似合っていた。

　一方、ライムはアディダスのトラックジャージ姿。羽は織おっているタニザキのスタッフジャンパーは、冬も対応できるような厚手。おしゃれのトレンドとは無縁だけど機能的な上着を、ぼくは見つめすぎたかもしれない。ライムがむくれる。

「ちょ、なによあなた。あたしの格好に問題でもあるの。だって、しょうがないじゃない。バッティングセンターにいくっていって、家でてきたのに、おしゃれしてたら変でしょ。まあ、あたしってさ、どうやっておしゃれすればいいのかわかってないんだけどね」

　萎しぼんでいくライムの声。エリアスはご機嫌になる。

「なによライム。ファッションに悩んでるなら、わたしに聞いてよ。ライムはお嬢様中学なんだから、モダン＆モノトーンっていうテーマで、お姉様風にしたいよね。あ、でもライムのゴスロリとかも見たみたいかも」

　人形用のファッションブランドを立ちあげたいという夢を持つ仲間に、この場にいる三人の視線が集まる。服飾についてはグミのひとかけらほども関心のないかま子だって思案顔。ライムが当然の疑問を口にした。

「エリエリは寒くないの？」

「ダイジョブよ。わたし寒さとか暑さとかに強いから」

　むきだしの二の腕や太ふと腿ももは眩まぶしいほどに白い。

　十一月の地方都市の夜に漆しつ黒こくのレザーのボンデージに黒革のブーツを履き、ロングコートのような特攻服を着ている人に、誰だれだってファッションを教わりたくはない。

「動きやすければいいんだよライム。ジャージよく似合ってるよ」

「わかってるわよ。どうせ、あたしはジャージしか似合わないもん。さあ、みんな。真ま魅み先生の仇かたきを討つんだから、気合入れていくわよ」

　真魅先生の仇。その言葉はスイッチだった。四人の間に緊張感が広がっていた。ファッションチェックもたけなわだけど、そろそろ出発。

　噂そん長ちようはきっと強い。だが、ぼく達たちも弱くはないはず。

　戦いになれば無事では済まないだろうことは重々わかっていた。だから歩きだしたら、ライムに軽くいってあげることはできなくなった。

　ジャージ以外の格好もきっと似合うと思うよ。

　そんなことをいえる空気はどこかに飛んでいって、今は言葉のない真空のなかだった。



　ハナさんの家は、迷うことなく見つかった。

　わかりやすいのも当然。家と呼ぶより邸宅というのが相応ふさわしいお屋敷が、ひんやりとした石塀が囲んでいる奥に見えてる。近隣の建て売りみたいな住宅のなかで圧倒的な存在感。夜の闇やみをたらふく吸い込んだクジラが横たわってるみたいだ。

　お城にラスボスがいるＲＰＧを思いだす。

　お屋敷に噂長。案外しっくりくるじゃないか。

　玄関までは、細かな砂利の敷かれた飛び石を無言で進む。屋敷は暗がりに沈んでいる。

　建物内で電気の点ついているところは、外からでは見えなかった。

「これから噂長と戦おうとしているのに、インターフォンって押すの？」

　特攻服のエリアスが木刀代わりに持ったつまようじで、玄関を指す。

　ぼくがなにかいうまえに行動派のつっぱり棒少女が動いていた。おもむろに手をかけた玄関の重厚な扉。施錠はされてなかったようだ。静かに横にスライドする。

「ふふ、開いてるってことはさっさとこいってことね。望むところよ」

　試合中の乱闘と同じだ。ライムの瞳ひとみは、血の気の多い助っ人外国人がデッドボールを受けたあとと変わらない。

「先頭はぼくがいくよ。かま子こ、エリアスを頼む」

　ぼく、ライム、エリアスを乗せたかま子の順で、暗くら闇やみの屋敷のなかを進んでいく。立派な住居不法侵入。ただ、つっぱり棒と物もの干ほし竿ざおは所持していても銃刀法違反にはなるまい。



　ボウリングができそうなほど長い廊下から一部屋ずつ確認していく。ハナさんはどこにもいなかった。どうなってんだ。

　初めてきた誰かの家のなかを勝手に歩き回るうしろめたさ。そんなものは無視してたけど、古い畳の和室に足を踏み入れた時、ぼくは立ち止まってしまった。無視できない出来事が思い返される。

　着せ替え人形。

「なに春はる男お、わたしを着せ替えして遊びたいって？」

　声として漏れていたようだ。かま子この肩の上でエリアスが腰をくねらす。

「あなた、あの子がされてたことを、思いだしてるの？」

　ライムもそれにエリアスもかま子も、ハナさんと祖父の話は聞いていた。

「ハナさんは噂そん長ちようだったんだから、地伝の力をつかって、祖父の行動を止めたりできなかったのかな」

　ぼんやりと浮かんだ疑問だった。チーム一の頭脳が答えた。

「それはハナが案外男の人に身体からだを見られたり、おもちゃみたいに好きなように服の着せ替えをされるのが、そんなに嫌いじゃなかったんじゃない」

　それは暴言だった。噂長に向かっている怒りのひとかけらが零こぼれた。ぼくは思わずエリアスを睨にらんでしまう。エリアスが戯おどけたようにいう。

「っていうのは冗談。ハナは力をつかってると思うよ。ねえ、その変態ジジイはハナが小四の時に死んだんでしょ。それって、地伝の力で殺したとも考えられるんじゃない」

　考えてもみないことだった。

　どんな地伝を用いれば人を殺せるかわからないが、噂長にはそれができるのだ。

　再び無言の探索に戻った。

　三十分は見てまわった。でもハナさんの姿はどこにもなかった。ケータイに電話しても不通。どこにいってしまったんだろ。

　これから噂長と戦うという緊張感から解放されたが、忽こつ然ぜんと消えてしまったハナさんに関しては、嫌な予感しかしない。ライムとも別れて、家路に向かうかま子とエリアスとぼく。ばあちゃんの仇かたきが討てる。そう意気込んでいたぼくの肩はすっかり落ちている。物もの干ほし竿ざおを持つ、元気のない不審者の出来上がり。

「ワン」

　太ふと腿ももにぬくもりを感じた。

　かま子が犬の時のように四つんばいになって歩き、その顔をぼくの太腿に擦りつけていたのだ。かま子なりのとびっきりの励ましかただ。ぼくは優しい仲間の頭を撫なでた。

「今日は噂長が誰だれかわかっただけでもすっごい進展だよ。逃げられちゃったけどね。勝負は明日に持ち越しってこと。今日は帰って、しっかり寝ましょう春男。家に帰ったらわたしの身体を着せ替え人形のように好きにしていいから、元気だしなよ」

　励ましかたも過激なエリアスだった。

「エリアスの着せ替えなんてしてたら、睡眠不足になりそうだから遠慮しとくよ」

　いつのまにか月は雲に隠れていた。前髪を撫でる風は穏やか。この街のどこかに噂長はいる。ハナさん、どこにいったんだよ。



    

  
    
      


第四話　プチ神隠し





　翌月曜日。コトリとの待ちあわせはたまらなかった。

「春はる男おくんおはよ。昨日おうちに帰ったらね、お母さんにまや女子の舞台に急きゆう遽きよでたんだよって話したんだぁ。歌う精霊の役だよっていったら、お母さんが歌ってみせてっていうからね。えーと、えへへ、そんなによく覚えてないんだけど。私、お母さんに多分歌ったんだぁ」

　頭を抱えたくなる近況報告。

　歌沫姫うたかたひめの地伝の元凶のコトリは、歌えば歌うほどまわりの人の心を穏やかにして、自分は声を徐々に失っていく。朝からきつい話だよな。

「コトリの精霊の役もかわいかったからね」

　歌の話題をしていると泣きそうになるから避けた。いつものぼくのように、楽しくコトリと会話をしていこう。ぼくが元気をなくしたところで地伝は解決されない。

　不幸なことのあとでもサーカスのピエロは、舞台上では陽気に笑っているだろう。それと同じ。コトリのまえでつらい顔はするな。

「春男くぅん。傘持ってきたんだぁ。今日って雨降る予報だっけ？」

　マボチューに着けば、ハナさんがいる。

　さすがに教室で戦うわけにはいかないだろうけど、仲よく授業受けてる場合でもない。臨戦態勢は必要だ。

　傘のなかには物もの干ほし竿ざお。リュックのなかにはエリアス。

　戦地に赴く気分で登校する。



　コトリとマボチューの昇降口に着いて、靴を履き替えている時にメールを受信した。噂そん長ちようとの決戦をまえに気合い充分なのは、ツインテールのお嬢様も一緒だったようだ。業務連絡みたいないつもの堅い本文に、燃える魂が見え隠れ。

『あたしは本日学校を欠席することにしました。噂長と戦うまえには一報をよろしくお願いします。自室にて戦闘準備をしてます』

　戦闘準備。つっぱり棒にグリップテープを丁寧に巻いているライムの姿が浮かんだ。健康優良児はなんていって仮病をつかったんだろうか。

　驚きのメールのタイトルは『ご武運を』

　ライムが毘び沙しや門もん天てんの加護ぞといって、つっぱり棒を振りまわしても、ぼくは驚かない自信がある。

　返信しようとしていたら、立て続けにもう一通受信。上うえ杉すぎ謙けん信しんの生まれ変わりを疑っていたライムからだ。

　仮病の説明は以下の通り。

『昨晩の宿敵との決闘で田た中なか春はる男おさんは敗れてしまい、彼は失意のどん底に落ちてしまいました。当然あたしの気分もドン底に落ちてしまいました。だから、のんきに学校にいってる場合じゃないので休ませてくださいって、お母さんにいいました。今度うちにくる際は口裏をあわせていただけますよう何なに卒とぞよろしくお願いします』

　谷たに崎ざき家では、一体ぼくはどんなやつだと思われているのだろうか。

『心強いよライム。必ず真ま魅みばあちゃんの仇かたきを討とう』

　ぼくは返信メールの本文の最後に、今の気持ちにあう絵文字を探した。

　でも見つけられなかった。絵文字が何百種類あったって、本気の気持ちがドンピシャで伝わるたった一つは、なかなかないよな。



　教室での女の子達たちはいつもと変わらない。

　話題は昨日の夜の歌番組やテレビで観みたカッコイイ誰だれかのこと。もしくは別のクラスのカッコイイ誰かのこと。

　男子のトークテーマはそれよりジャンルが豊富。ゲーム、アニメ、スポーツ、部活、勉強のグチ。教室で堂々と異性の話題をするには男子はシャイすぎた。女子はませてるよ。

　ぼくがどれだけ緊張しながら登校しようが、月曜日のマボチューは見慣れた賑にぎやかさ。いや、いつもより賑やかなくらいだ。それもそのはず。

　プチ神隠し、バリ４、歌沫姫うたかたひめ。

　前代未聞の同時期に三つの地伝が起こっているからな。盆と正月とＧＷが駆け込むようにやってきてる。地伝フィーバー。

　ケータイのディスプレイに極細の水性ペンで線を書いて、「バリ４完成！」と騒いでる男子。バリ４で話してみたい故人は、「天あま草くさ四し郎ろう時とき貞さだか、沖おき田た総そう司じがいいわ。イケメンだよねー。でも長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかも外せないわー」と盛りあがってる女子。歴史上人物をビジュアル化するのは、一部の女子の特技だ。

　教室を見まわしてみたが、ハナさんの姿はまだなかった。

　ハナさんが登校してくるのはたいていぼくよりも遅い。慌あわてることはないんだ。でも、そう思っていられたのは、朝のホームルームが始まるまでだった。

　新しん藤どう先生がハナさんの欠席を伝えていた。教室の半分がお通夜みたいに暗くなった。クラス一の美少女であるハナさんの欠席に落胆する男子が多数いるせいだ。ぼくも噂そん長ちように会えないという意味で肩を落とす。

　ぼくにもソフトボール部の盗塁王ライムのスタートダッシュが宿ったのかもしれない。新藤先生が教室をでて、一時間目の教科担任がくるまえにリュックを掴つかんでいた。

　まえの席のでかい背中が振り返り、土石流みたいな声を上げる。

「おお、ギャルゴどこいくんだ！　一時間目始まるぞ！」

「早退するんだよ」

　噂そん長ちようであるハナさんがマボチューにいない。ならここには用はないよな。義務教育より地伝のほうが大事なんだ。

「いやいや、確かによ、一時間目から道徳なんて退屈だしな。プチ神隠し、バリ４、歌沫姫うたかたひめ。三つも地伝が起きてるのに、おれものんきに授業受けてる場合じゃないな。でもよ、給食がラーメンだからな。それ食ってから帰るか迷っちまうな」

　給食があるから早退を踏みとどまる新聞部員へのツッコミは控えておくよ。

　机に住宅区分図を広げ、調査に向かう箇所にマーカーを塗っているフネを置いて、ぼくは教室をでようとする。

　ぼくを黙って退室させてくれない、もう一人の存在。廊下側一列目のコトリが立ちあがる。

「春はる男おくん、早退するの？　具合が悪かったのぉ？　私、一緒に学校にきたのに気づいてなかったぁ。お熱があるのかな」

　休み明けの朝の生徒達たちの頭は、起動中のウインドウズみたいに重たい。このあとのコトリの大胆な行動で全員の目が覚めた。

「えへっ、ではお熱を計りますねっ」

　コトリの顔が急接近してきた。

　ぼくの額にコトリのおでこがペタッ。男子も女子も水を打ったような静けさ。口が触れてしまいそうな距離から、コトリがいった。



    

  
    
      



    

  
    
      「春はる男おくん。冷たいよ。今日は朝から、たまに怖いくらい冷たい顔してる。とっても危ないくらいひんやりした横顔を何度も見ちゃったぁ」

　コトリといると、なんでも見透かされているような気分になることがある。コトリの口からおまじない。

「ちちんぷいぷい、痛いの痛いの飛んでけっ」

「コトリさん、ぼくはどこも痛くないよ」

「あれっ、そうなの？　おでこが熱くなかったから、お腹なかが痛いのかと思っちゃったぁ。えへっ」

　コトリ曰いわく、体調不良なのにくしゃみも咳せきもしていなくて熱もなければ、腹痛しか考えられないようだった。

　コトリとおでこを離すと、クラスの男女は赤信号が青信号に変わったスクランブル交差点みたいに一いつ斉せいに動きだした。騒がしい。

　馬ば鹿かな男子の一人がさっそく作り病。熱があるからおでこを当ててくれと隣の女子にいった矢先に、もっと馬鹿な男子がそいつにヘッドバットをかまして、みんなの笑いを取る。女子の誰だれかは「ギャルゴのおでこなんかに触れたら、腐っちゃうよ」といって、コトリの額をハンカチで拭ぬぐう。鬱うつ々うつとした男子が「ギャルゴ、コトリさんのおでこ羨うらやましい。俺おれに間接おでこさせろ！」と、ぼくのもとに駆けてくる。それを友人のギャルゲーユーザーが「ギャルゴ様、お逃げください！」といって、鬱うつ屈くつした男子に冷えピタシートを投げつける。その冷えピタシートが全まつたく関係のない女子に当たり、その女子は泣き始める。泣いた女子の女友達が警報音のような声で、冷えピタシートを投げた男子を罵ば倒とうする。

　教室内は、風ふ呂ろ敷しきを広げすぎた物語みたいに収集がつかなくなっていた。

　ぼくのおでこを狙ねらう不届き者から逃げるように、教室をでた。



　職員室に着くまでは、授業まえの静かな廊下。

　リュックのなかから、風呂敷を広げすぎたため、強引なクライマックスを迎えた物語を批判する読者のような冷たい声がした。

「なんかコトリと楽しそうね。よくおでことおでこをくっつけあったりするの？」

　冗談でもイエスといってはいけない。背中のリュックのナイロン越しに、コンパスでも突きたてられたら、たまらないからな。

「そんなの今日初めてだよ」

「ふーん、ねえコトリがさ、なんか呪じゆ文もんみたいのいってたじゃない。確か、ちんちんパイパイだっけ？　なにそれ、ハードな下ネタかなんかなの」

　エリアスにしてみれば、聞き慣れない言葉は全すべてまだ知らない下ネタになるようだ。それっぽく変換してしまう。ちちんぷいぷいだって、放送禁止用語にしてしまうんだ。

　誰か、ピー音をスタンバっていてくれ。



「あら、田た中なかクン。どうしたの？　一時間目が始まっちゃうわよ。道徳の先生が今日の授業はビデオ鑑賞だっていってたわよ。見終わったあとに感想のプリントを提出するだけなんて、ゆるい授業でちょっと羨うらやましい。アタシの社会科もＮＨＫの『その時歴史が動いた』の鑑賞会にしようかしら。アタシが教えるよりわかりやすくていいと思うんだけどね」

　職員室では新しん藤どう先生が、自分の机の上で雑誌を開いていた。授業の資料じゃない。なんと女性誌。開いたページは十二星座の週間恋占い。星座のキャラクターはそれぞれとってもかわいいデフォルメ。我が水みず瓶がめ座は微妙なマスコット。仕方ないよね。どんなにかわいくしようにも水の瓶かめじゃ限界がある。

　机の上に視線がいっているぼくに気づいた新藤先生は前まえ屈かがみになる。スーツの胸元が大きく開いてる。きわどい。谷間とブラジャーのレースが見える。仮病じゃなく、ほんとに熱がでそう。

「雑誌見てたの内緒にしてね田中クン。あっちに教頭先生がいるんだけど、バレたら怒られちゃうから」

　生徒を怒ることより、自分が怒られることのほうが多い担任だった。

　ぼくは具合の悪そうな演技をしなきゃいけないことを思いだし、とりあえず咳せきを一つ。

　仮病におけるジャブだ。

「なーにそれ、わざとらしい咳ね。田中クン、もしかして早退したいとかいうんじゃないわよね。いけないわよ」

　びっくりするほどお見通し。

　やはりここは先生に見られないように素早く喉のどの奥に手を突っこんで、この場で嘔おう吐とするしかないんだろうか。ゲロは仮病におけるアッパーカットだ。

「いえ、新藤先生。本当に具合が悪くて」

「体調不良というより、心の調子が悪いように見えるわよ。なにか悩みでもあるのかしら？」

　昨日、電話で話した新藤先生が重なった。いい担任だが、地伝について話すわけにはいかなかった。

「先生すみません。ただの腹痛でした。トイレに寄ってから、教室に戻ります」

　戻る気はなかった。職員室をでたらすぐさま学校をでるつもりだ。

「田中クン待って。腹痛はウソでしょ？　もう、なにかよっぽどのことがあるみたいね。しょうがないわね。事情は聞かないけど早退を許可してあげるわ。仮病の理由はなにがいいかしら？　風邪？　熱？　それとも恋の病とでも書いておこうかしら？」

　さすが新藤先生。教育委員会と教頭の目の届いていないところでは、圧倒的に自由だった。

　あまり整せい頓とんされているとはいい難がたい机のなかをガサゴソしていた先生が、少し困った顔をした。

「あら、早退希望届が一枚しかないみたい。田た中なかクン、悪いんだけど職員室の隣の、教材の備品置き場にコピー機があるから、二十枚くらいコピーしてきてもらえないかしら。それとホントに悪いんだけど、この学級通信もコピーお願いできないかしら。こっちは、そうねー、百三十枚くらい。うふっ、田中クンの優しさに甘えてごめんね」

　堂々と早退ができるならそれくらいお安いご用だった。二枚の原紙を受けとると、職員室をでた。



　雑然とダンボールの箱などが積まれた場所でコピー開始。

　早食いのわんこ蕎そ麦ばぐらいの速さで印刷をするコピー機が唸うなりをあげる。音だけ立派。リースのレーザープリンターのカタログでも校長室に投げ入れたくなる。

　リュックからでてきたエリアスとフリートークでもして、コピーが終わるのを待つことにする。

「今話してたのって、春はる男おの担任よね。色気のある声だけどちょっとアニメっぽい響きも入ってるね。恋愛シミュレーションゲームだったら、お姉さん役ってとこかな。純情でおっとりとした幼なじみのお姉さんっていうより、エッチな話題もできちゃうような家庭教師のお姉さんって感じ」

「ああ、そうだな。そんな感じだ」

「いいなー。わたしもセクシーボイスになりたいよ。エロゲーの声優とかやってみたいよ」

　18禁のゲームは未プレイのエリアスが夢を語る。とりあえず苦言を呈そう。

「おい、エリアス。最近下ネタしかいってなくないか？」

「うーん、そういえばちょっと多めかも。あっ、わたしとしたことがダメダメだ。しょっちゅう下ネタばかりいってる子がエッチなこといっても、春男は全然ドキドキしないよね？」

「うん、まあ、そういうもんかな」

「絶対そうだよ。ちょっと想像してみてよ春男。下ネタを話すなんて一切禁じられていた大昔のアイドルみたいなライムがさ、ソフトボールのバットだけじゃなく、あなたのバットも握にぎりたいのって上目づかいでいってきたら、春男ドキドキするでしょ？」

　あなたのバットも握りたいの。ひどい下ネタだ。

「ドキドキするというより、ライムをそのまま病院に連れていくかもしれない」

「えー、待ってよ春男。絶対ドキドキするよ。じゃあさ、ライムがね、あなたのバットの硬さは木のバットかな？　それともおもちゃのプラスチックバットかな？　やっぱり金属バットかな？　なんていいながら、春男のパンツを下げようとしてきたらどうなの。やばいでしょ？」

　エリアスの想像は犯罪の匂においがしてきた。たまらずにいう。

「ああ、そいつは確かにやばい。よくわかるよ、エリアスの頭のなかはやばいってことがさ」

　依然としてコピー機は唸うなる。ぼくは頭を抱えて唸る。エロゲーの声優になるため、練習を始めたエリアスが悩ましげに呻うなる。

「アアン、春はる男おったら、ほんとつれない人ね。いけず」

　18禁のゲームはやったことないぼくでもわかる。いけずなんてセリフをいうキャラクターは、いくらなんでもでてこないだろうことに。



　職員室の新しん藤どう先生にコピーしたものを渡して、生徒玄関に向かった。

　廊下で過ぎていく扉の向こうの各教室は一時間目の真っ最中。授業中の教室を横切っていくのは、不思議な感じだった。この学校で今、一番自由なのは自分のような気がしてくるからかもしれない。

　どこにいってしまったか見当もつかないハナさんを探すため、必要な自由だ。

　上履きを脱いで靴箱を開けた瞬間、直前まで考えていたものは全部飛んでいった。

　靴の上に手紙が一枚。



『ハルォ君へ

　ぃま帰ると後悔しちゃうょ。授業に戻らなくてぃぃのカナ？？？

親切なそんちょより』



　間抜けにもぼくが上履きを持ったまま立ち止まっているのが、リュックのなかのエリアスにもわかったのだろう。

「どうしたの春男。外履きの靴底のゴムにアロンアロファが塗られていて、下駄箱にくっついて取れないとかになってるの？」

　それはエリアスと先日見たテレビ番組で紹介されてたやつだ。一般視聴者が考えた復ふく讐しゆう。その番組で一番痺しびれた復讐は、自分をフッた男の家に合い鍵かぎで忍び込み、固定電話からニューヨークの時報に国際電話をかけて放置していったって話。裏切った男に対する女性の残忍さと頭のよさには、悲鳴を上げたくなるよね。

「いや、そんなオリジナリティ溢あふれる復讐は受けてないよ。ただ、それより恐ろしいものがあるだけだ」

「ねえ、春男。顔だしてもいい？」

　生徒玄関に人の姿はない。

　チャックを開けて、エリアスに噂そん長ちようの忠告を見せた。「い」を大きく書かない狂気の手書き。

「春男が登校してからまだ三十分くらいよね。ってことは噂長のハナは近くにいる。ねえ、手紙にあるとおり、まず教室にいってみなきゃ」

　エリアスの言葉を聞き終わると、走りだしていた。

　教室には地伝の元凶になってしまったコトリがいて、その他ほかにクラスメイト達たちが三十人ほどいるのだ。

　みんなを必ず守る。



　二年二組。自分のクラスに戻ると無人だった。

　ちょうど一時間目が始まってから十五分くらい経たった頃ころだ。教科は道徳だったはず。それで思いだした。新しん藤どう先生がビデオ鑑賞をするといっていたな。授業が始まってから、教室を移動したのだろう。

　ここにみんながいない理由はわかったけど、なにかいいしれない不安を感じる。

　廊下に引き返そうとしたら、陽気な電子音がどこからか鳴った。その場で軽く跳び上がってしまう。驚きすぎ。慌あわてすぎ。ぼくのケータイだ。

　通話のボタンを押すと相手の緊迫が流れてきた。もしもしすらいえない。

「春はる男おくぅん……なんか変なのっ、みんなが……助けてぇ」

　コトリの声だった。ノイズがひどい。台風のなかからかけられているみたいだ。

「どこにいるんだ!?」

　無人の教室で叫さけんだ。

　隣の教室は自習中のようだった。好奇心旺おう盛せいの誰だれかが廊下にでて、見物してくる。そんなのどうでもいい。ぼくは受信感度の悪いラジオを必死に聞くみたいに、ケータイを耳にこすりつけるようにあてた。

「しちょ……しつ」

　電話は切れた。

　でもヒントは充分だ。マボチューに市長室なんてない。そもそも授業でビデオ鑑賞するならあそこしかないんだ。冷静になれ。

　ぼくは三階にある視聴覚室へ走りだした。



　一階分の階段を飛ぶように上る。視聴覚室の防音効果のある重い扉を押し開け、遮しや光こうのドアカーテンを千ち切ぎるように捲まくる。エリアスが悲鳴のようにいう。

「なにこれ？　地伝のオーラがすごい」

　明るい廊下から飛び込むように入ると、昼から夜に突き落とされたみたいに感じる明暗だ。

　目が慣れてくる。誰もいない。コトリもいない。

　奇妙な光景とでもいうのだろうか。

　教室二つ分の広さがある視聴覚室は、大巨人のマントのようなカーテンが閉められていて、部屋の隅には暗がりが綿のように転がっている。映画研究愛好会の会長である校長が自費で購入したらしい第一級遮光カーテン。自慢のマボチューシアター。黒板のまえにはタペストリータイプの大型スクリーンが下げられている。そこに、天井に設置してあるプロジェクターから一筋の光が当てられ、教室の前面は淡い光の壁だ。

　毛の短いグレーのカーペットに、警戒しながら踏み込んでいく。ついさっきまでここに人がいたことを告げるように、何列もある長机の上には筆記用具や教科書やノートがそのまま置いてあった。ざっと二クラス分かな。道徳の授業は二組だけじゃなかったようだ。

「春はる男お、これはなにが映しだされてるのかな？」

　道徳のビデオは、隣の一組の男子が先週授業で見たと感想を漏らしていた。

　真ま幌ぼろ市の教育委員会が、低予算でつくったというビデオ。人は助けあって生きていきましょう。思いやりと優しさ。綺き麗れいな言葉使いと綺麗な心。だいたい想像できるよな。正しいことだけいっているものは大抵その正しさの十倍増しで退屈だ。全まつたく害も毒もない映像なんて、中学生にとってみればずっと砂すな嵐あらしの画面を見るようなもんだ。その一組の男子がいってた。「夜中にやってるセクシーなドラマの女優の甘い声は届いても、教育の名のつくビデオの言葉はオレ達たちの心には届かないぜ」その悪態を感想として書いて提出したらしい。見事な馬ば鹿か。

「エリアスがわからなきゃ、ぼくもお手上げだ。ただ、道徳ビデオじゃないな」

　今スクリーンに映しだされているのは、一面ぼんやりとした白っぽい光。

　プロジェクターのビデオが停止されているわけじゃないようだ。その光は波のように揺れている。よく見るとスクリーンの端には光が当てられてない。観察してわかったことがある。光は中心に向かってゆっくりと縮小してるようだ。

　ぼくはコトリに電話できないかと思って、ケータイを抜いた。ディスプレイを見て、わずかな違和感。その正体に気づいたのはエリアス。

「アンテナが４本立ってる」

「ああ。基地局もないのに、ここでバリ４になってる」

　すぐさまダイヤルしたのはぼくの番号。

　まるで状況が掴つかめない今。まずばあちゃんと話したかった。すぐ繋つながる。

「……真ま魅みばあちゃん、地伝が三つも起こってるんだ。プチ神隠し、バリ４、歌沫姫うたかたひめ。コトリさんが声を失いそうだ。で、クラスメイトがみんないなくなって、ぼくは光のスクリーンのまえにいるんだ。どうすればいいのかな？」

　焦っているぼくの言葉は説明にもなっていなかった。だけどばあちゃんは冷静だった。落ち着いた声でいう。

「そのスクリーンの向こう側はおそらく異世界なの。噂そん長ちようの世界ホームよ。プチ神隠しの地伝というのは、噂長が異世界に子ども達を一晩さらったんだわ。春男ちゃん、その異世界に入ったら、時間が経たつごとにどんどん死後の世界に繋がってしまう。噂長の世界はこの世とあの世の間にある船みたいなものなの。春男ちゃんのクラスメイトが何十人もいったのなら、船はゆっくり沈んで海底に辿たどり着く。海底、そこは死後の世界なのよ」

　突拍子もない話だった。

　このスクリーンは異世界への入口。異世界は噂長の家のようなもので、定員オーバーするとあの世まで落ちていくボロ船。

「ばあちゃん、どういうことなんだ？　その異世界は死後の世界にいずれ繋つながるっていうのは、異世界に居続けたら死ぬってことなのか？」

「そうよ。このバリ４が通話できていることがなによりの証拠。本来、基地局が近くにある場所でないと電波は集まらないはずなの。でも春はる男おちゃんは今、異世界の入口に立っているから、死後の世界の電波を一時的に受けやすくなっているのよ。春男ちゃん、噂そん長ちようの世界ホームはとても危険なの。絶対いってはいけないわ」

　ケータイを強く握にぎりしめながら、目に入ったのは床に散らばる筆箱。蛍光のピンクの円柱型ペンケース。それはコトリのだ。

　修正液やマーカーにカッターの替え刃まで入れているから弁当箱みたいにでかいステンレスのカンペン。間違えようがない。フネのだ。

　みんなを見殺しになんてできるわけがなかった。

　ぼくは手を伸ばせば、スクリーンに触れるほどの距離に立った。

　背中にプロジェクターからの光が当たっていたが、スクリーンの光の輪は変わらずに淡く揺れてるまま。スクリーン自体が発光してる。綺き麗れいだなとかいってる場合じゃないよな。

　ぼくの行動が見えていたかのように、ばあちゃんの声。

「春男ちゃん、落ち着いてよく聞いてね。聞いてほしい大事なことがあるの。このまえ電話が切れてしまう直前にいったことよ」

　一昨日おとつい、まぼろ樹海で聞きそびれたことの続きのようだった。

「実はね、真ま幌ぼろ市に広まっている地伝の数が多ければ、噂長自身の力も強くなってるのよ。しかも、人外の王である噂長はその力が強くなればなるほど、人外の存在としても色濃くなり、人外の女性に愛されやすい春男ちゃんは、より噂長に愛されてしまう。プチ神隠し、バリ４、歌沫姫うたかたひめ。おそらく三つも地伝を起こしている噂長は、我をも忘れるほど春男ちゃんのことを好きでいるはずよ」

　噂長はいつもより強くなり、クラスメイトはあの世いきの異世界に連れていかれた。ひどい状況の再確認。ぼくがケータイをあてているのとは逆の耳に、エリアスが寄りかかる。

「春男、この光の輪がどんどん小さくなってく。早く異世界に入らないと間にあわなくなっちゃう」

　さらに一歩踏みだすぼく。光の輻ふく射しやを感じる。スクリーンから、換気扇のようなかすかな吸引しようとする風を感じた。ケータイがノイズの奥から悲痛な声を届けてくる。

「勝てないのよ春男ちゃん。春男ちゃんのまわりには頼もしい仲間達たちがいるだろうけど、みんなで力をあわせても、地伝を二つ以上起こしている噂長は、とてつもなく強いのよ。１００％勝てないのよ」

　ばあちゃんは泣いていた。占い師のばあちゃんがパーセントをつかうなんてらしくなかった。思わず１００％といってしまうほど、勝率がないのだろう。

　スクリーンの光に手で触れる。なんの感触もないまま、手首まで吸い込まれていった。

「ばあちゃん教えてくれ。異世界への入口が閉じられたら、こっちからいく方法はないんだよね」

「ええ、そうよ。異世界に入ってしまったら、噂そん長ちようが自主的に異世界と現世の扉を開かない限り、噂長を倒すしか帰ってはこれないのよ」

　つい昨日のこと。まわりの人を守れるような、強いやつになるよとコトリにいったばかりだった。

　そのコトリに「春はる男おくんは強い人」と、微笑ほほえんでもらったことも思いだしていた。

「春男、時間ないよ！」

　緊迫したエリアス。光の縮小は止まらない。

　ぼくはばあちゃんにいわれたことを、初めて破ろうとしていた。

「ごめん、ばあちゃん。みんなを見捨てられない」

　ばあちゃんの息を呑のむ音。エリアスはしっかりとぼくの制服の襟えりを掴つかんでる。

「……やっぱり春男ちゃんは、ばあちゃん似ね」

　困り果てたような、優しいような、遠い声だった。ばあちゃんの顔がはっきり浮かんで、泣きそうになる。ばあちゃん似ね。それはぼくによくいってくれていた口癖だった。

　淡い光の粒子の海に吸い込まれていく時、思いだしたのは物もの干ほし竿ざおのこと。せっかく傘のなかに入れて登校してきたのに、取りにいく時間もないなってこと。

　それと自宅待機してるライムのことだった。メールをする時間もなかった。



    

  
    
      


第五話　噂長の世界ホーム





　異世界にきたんだという感覚は、すぐには湧わかなかった。

　光に吸い込まれた記憶。

　そのつぎの瞬間には、ぼくはスクリーンに背を向けて、視聴覚室のカーペットに立っているままだった。

　でも、どうやら直前までいた場所とは、ここは違うようだ。

　長机がなくなっている教室には、六十人近くのクラスメイトがところ狭しと倒れていたからだ。高密度に織り込まれた上等な遮しや光こうカーテンは閉じられたまま。廊下側の扉が開いていて、そこから明かりが差し込んでいる。

「みんな、もう死んでるってわけじゃないよね？」

　エリアスは最悪のケースをあっさり口にする。ぼくの頭にもチラッとよぎった不安だ。

「エリアス、冗談きついぞ」

「うん……気を失ってるだけみたいね。思いっきり、足を広げてパンツ見せたまま倒れてる子も結構いるわね。パンチラ投稿のチャンスなんて考えちゃダメよ」

　異世界にきてもエリアスは変わらない。何人かの女子達たちのパンツは確かに見えてる。でも今は人生に稀まれに見る非常事態中なんだ。女子のパンツを無視するほどのね。

「みんなだいじょぶか。おーい、みんな」

　どうすればいいかわからないまま、声をかけて教室内をまわる。

　ケータイを握にぎりしめたまま仰あお向むけで倒れているコトリを見つけた。すぐさま歩み寄る。エリアスはモグラ叩たたきのように素早くリュックのなかに引っ込んだ。

「コトリさん、コトリさん！」

　薄い肩を掴つかみ、サラサラの髪の後頭部を支えて上体を起こした。コトリの口が小さく動く。

「……う、んっ……あぁ、春はる男おくぅんだぁ」

　寝起きのコトリだった。特徴はいつもより話す速度が１・５倍スローになる。

「あれぇ？　ここぉ、視聴覚室？　私、春男くんに電話していて、そのあとどうなったんだっけ？」

「コトリさん、だいじょぶ？　痛いところとかない？」

「うーんとね。えへへ、温かいかな」

　いい夢を見ているようにコトリは幸せそうな微笑ほほえみを浮かべた。

「温かいって、コトリさん熱があるってことかい？」

　コトリのおでこに触ろうとした。

「春男くぅんが私の頭と肩を掴んでくれているんだねっ。そこがほんわり温かい。えへへっ」

　コトリはだいじょぶなようだ。ぼくも安心して、思わず笑ってしまう。

　まわりでは徐々にみんなが起き始めている。

　なにが起こったんだ？　と、あれこれ質問がそこかしこで飛んでいた。誰だれも答えをいえるやつなんていない。いきなり異世界。想像を絶する体験だよな。

　ちょっと私のパンツ見たでしょ？　見てねーよおまえの白いパンツなんて。ちょっとしっかり見てるじゃないの！　なんてやりとりも聞こえる。お気楽マボチュー。異世界にきても、いつもと変わらない級友達だ。

「コトリさん、立てるかい？」

「はぁい、だいじょぶですぅ。春男くぅんの側そばにいてもいい？」

「もちろんだよ」

　ここは噂そん長ちようの世界ホーム。

　きっと噂長もこの世界のどこかにいるだろう。いつかはぼく達のまえに姿を現すはずだ。ぼくはコトリを守る。クラスメイトも守る。

　誰かを守るためには側にいなくちゃ始まらないからな。

　ぼくはコトリと一緒に、視聴覚室のカーテンを開ける。

　抜けるような青空。白っぽい強烈な陽光は十一月のものではなかった。空が高い。まるで夏の盛り。窓を開けると、からっとした熱い風が入ってきた。気温は軽く30度を超えていそうだ。

　ぼくの背中で、クラス一暑さに弱い男子が水浴びをせがむカバのように唸うなった。

「いやいや異常気象だな。今日の給食はラーメンだぜ。冷やし中華に変更してほしいな」

　異世界に飛ばされても、給食の心配をするフネだった。



「おお、ギャルゴ早退したんじゃなかったのか。まあ、そんな些さ末まつなことはいいか。そういや、ギャルゴが帰ったあとだけどよ。道徳の授業は、視聴覚室でビデオを見るってことになってよ、教室移動したんだよ。そうそう、隣の三組も一緒にな。で、視聴覚室に着いてからは、つまらない道徳のビデオが始まるのかと思って、げっそりとなったよ。おれだけじゃないぜ。女子もだよ。アイドルのＰＶなら食い入るように見られるのにって、女子の誰だれかがグチってたからな。道徳の先生はプリントを配ったあと、呼ばれてでていったな。プリントの設問には吐き気がしたよ。人として正しいことはなんだと思いますか？　宗教みたいだよな。でさ、プロジェクターが起動しても、道徳のビデオが始まる気配なんてなくてよ。オーロラみたいな光の揺れが映りだしたんだよ。なんだよこれって思ってるうちに、教室前方に座る生徒一列がスクリーンに吸い込まれていったんだ。ほんとまさに吸い込まれたって感じだな。スクリーンが巨大な掃除機になったみたいだったぜ。吸引しようとする風を感じたんだ。で、気がついたら、視聴覚室で寝てたわけだ。うん？　なあギャルゴ、おれのカンペンどこいったか知らないか？」

　異世界に着いて、まだ五分と経たってない。情報通のフネにしたって、いきなり異世界にきたとは思ってないようだ。そりゃそうだよな。

　突然なぜか集団睡眠に陥って、なぜか筆入れが行方ゆくえ知れずになっていると考えるほうが、まだなんとか現実的だ。

「春はる男おくぅん、私のペンケースもないのぉ。どこいったのかなぁ」

　ぼくの隣にいるコトリも困惑顔。異世界に迷い込んでしまったという超スケールな出来事に気づいてないみんなは、集団筆箱紛失事件が起こったと思ってるようだ。

「どっこらしょっ。カンペンの捜索でも始めるか」

　起き上がる時の掛け声が妙にしっくりとくる巨漢の新聞部員の背中を見送りながら、ぼくとコトリは見つめ合う。このあとどうしよう。

「お、田た中なかじゃないか。授業が始まった時はいなかったよな。なんだよリュックなんか背負って」

「ギャルゴくん、どうなってるんだろうね。なんかスクリーンに吸い込まれる夢を見た気がするんだけど」

　桑くわ島しまと草そう一いちが休み時間にぼくの教室に遊びにきたかのように、のんびりとやってきた。

「お、小鳥遊たかなしも一緒なのか。小鳥遊、そんな彼女とラブラブのやつといないで、俺おれ達たちと話そうぜ」

　思わずコトリと顔を見あわせた。彼女とラブラブのやつ？　誰だれのこと？

「桑くわ島しま、誰に彼女ができたって？　草そう一いちなんとかいってやってくれ」

　眉み間けんに縦の皺しわを寄せた草一が、表情そのままの困った声をだした。

「そうだねギャルゴくん。妃き唯いさんはやきもち焼きだから、小鳥遊たかなしさんと一緒にいるのを見られたら、機嫌悪くなっちゃうよ。きっと」

　キイ？　誰それ。

　ぼくの疑問には気づかない様子で、笑顔のまま桑島が続けた。

「由ゆ井いはかわいい顔してるのに、すぐ泣くし、喚わめくし、性格キツイからな。田た中なかは大変だよな」

　隣のコトリも首をかしげている。一度首を傾けると、自分で戻すタイミングを見失うコトリの頭を支える。

「おい、ちょっと待ってくれ。キイとかユイとかって、誰のことをいってるんだ？」

「なんだ田中。寝ぼけてるのか？　由井妃唯のことだよ。田中がマボチューに入学してすぐから、ずっとつきあってるだろ。マボチューを代表するラブラブバカップルじゃないか」

　ぼくにつきあって一年半の彼女がいるって？

　ツッコミどころの多い話だ。桑島だけじゃなく草一もボケをいうなんてな。全まつたくどうなってんだ。

「なんだよその由井妃唯って。そんな語ご呂ろの悪い名前があってたまるか」

　不意に草一と桑島の顔に怯おびえがチラリ。ぼくのうしろに背後霊でも見えているんだろうか。

「こらー、誰が語呂の悪い名前なのー？　もー、ハルちゃんったら、カワイイ彼女をほったらかして、どこいってるの！　ああー！　またコトリくんと一緒にいるー。ボクといてよ。いてくれないと泣いてやるから、グスッ、うえぇーん」

　うしろにいたのはマボチューの制服姿の見たことのない少女だった。

　アメリカンショートヘアみたいに機嫌がコロコロ変わりそうな猫っぽい顔。現に今は本気で泣いてるようだ。嘘うそ泣なきじゃなく、頬ほおがシャワーを浴びたみたいに濡ぬれてる。全力で涙を流す少女。信じられない。

「あーあ、田中が由井を泣かしちゃった。ひでえな」

「ギャルゴくん、早く妃唯さんにいつものしてあげないと」

　状況を呑のみ込めないぼくとコトリ。泣く女一名。ぼくを非難する友人二名。場所はどう見たって現世のマボチューの視聴覚室そっくりの異世界。なんだこりゃ。

「草一、いつものってなんだ？　ぼくはなにをしてあげるんだ」

「いないいないバーとか、高い高ーいしてあげなきゃ」

「冗談だろ草一。それじゃまるで赤ちゃんをあやすみたいじゃないか？」

　リュックを掴つかまれる感触。猫みたいな女はミルクを求める子猫みたいな細くて高い声をだす。声もびしょびしょに濡れてる。

「ヂューがいいよ、ヂューじでぇ、ハルぢゃーん！」

　幼児のように思いっきり泣く。しかもちょっと鼻水まで垂らしながら。泣きやむ気配のない妃き唯いの頬ほおをコトリがハンカチで拭ぬぐってあげる。

「あ゛ー、グスッ、ありがどう゛ゴドリぐん。ぢゃんどヂーンずるね」

　妃唯はコトリのハンカチで鼻をかんだ。ギャグみたいな行動。幾分スッキリした声でいう。

「ね、ね、マサヤちゃん、一いち郎ろうちゃんお願い。ハルちゃんがボクにチューするように、なんとかしてー」

　男子はちゃん付け、女子はくん付け。自分のことをボクなんて呼ぶ女の子。そんなの一人称でキャラ立ちさせようと試みてる登場人物が多い恋愛シミュレーションゲーム以外では、初めて聞いた。

　桑くわ島しまと草そう一いちはぼくを羽交い締めにでもする気だろうか。ぼくのうしろにまわる。でも行動が早かったのはコトリだ。

「由ゆ井いさん。アナタが誰だれか知りませんけど、春はる男おくんとキスするなんて私が許しませんっ。唇だろうとぉ、ほっぺだろうとぉ、おでこだろうとぉ、許しませんっ」

　リュックのなかからぼくだけに聞こえる小さな拍手。どうやら、やきもち焼きのセクシードールがチューを阻止するコトリの働きに喝かつ采さいを送っているようだ。

　泣きやんでいた妃唯の瞳ひとみが、また涙を零こぼし始めた。蛇口を捻ひねったみたいに簡単にでる。



    

  
    
      



    

  
    
      「ヤーダ、ハルぢゃんはボクの彼氏だもん。なにしたっていいの！　コトリくんなんでボクにそんなイジワルいうの。うえーん、ボク、プンプンするよー」

　今度は怒りだした。赤ちゃんみたいに感情の起伏が激しい。

　まわりの反応を窺うかがった。

　また由ゆ井いちゃんが怒ってるのか。ギャルゴって妃き唯いちゃんを泣かせすぎ、ひどい彼氏よね。いつものチューを見せてくれよ。チョット教室でキスは駄目よ。

　どうやら教室のクラスメイト達たちにしてみれば、珍しい光景でもないようだ。

　みんな、由井妃唯という生徒のことを当たり前に知ってる様子。大がかりなドッキリでもないようだ。ぼくとコトリだけが妃唯のことを知らない。

　収拾のつかない教室のこの一角に、情報収集が早い新聞部員が血相を変えて戻ってきた。あくまで血相が変わったように見えるけど、それでも充分血色のいい丸顔だ。

「おお、皆聞いてくれ。なんかおかしいぜ。隣の教室にも職員室にも誰だれもいないんだ。窓の外を見てみろ。人もいなければ車も走ってない。まるでおれ達以外、誰もいないみたいなんだ」

　教室にいたクラスメイト達の行動は大きく二種類に分かれた。窓際に駆け寄るか、教室の外にでていくか。みんな、フネの言葉を確認するのに必死だった。

　だから、集団筆箱紛失を気にするやつはもういなくなった。よかった。ギャルゴのリュックのなか怪しくない？　といってる女子の声が、聞こえてたからね。筆箱ドロボーの容疑なんて、たまらない。

　リュックのなかのエリアスの存在がバレるのは、とびっきりまずいしね。



「それじゃあ始めるか。二組と三組、みんな揃そろってるだろ」

「みなさーん、とりあえず状況を整理していきましょう。ちなみに議長を務めさせていただくのは二組の中なか村むらです」

　二組と三組の学級委員長が視聴覚室の黒板のまえに並んだ。

　視聴覚室に集まっているクラスメイト達は、教室の好きなところに各々、腰を下ろしている。フネがおれ達以外人がいないといってから十分後。まとまりのあるクラス。ぼくのまえに座る草そう一いちに、さっそく聞いた。

「なあ、草一。三組の級長って、まさか桑くわ島しまなのか？」

「うん、そうだよ。後期の学級委員長選挙で選ばれたんだよ」

「桑島に票を入れたのって？」

「うん、女子はほとんど全員桑島くんに入れてたよ」

　あきれてしまう。三組の女子達にとっては、学級委員長はマスコットみたいなものなのだろう。うちのクラスは、勤勉で生活態度のいい、クラス一の微少女こと中村さんだぜ。

　草一が桑島人気を裏付ける話を始める。

「実はさ、マンガを描かくのが好きなクラスの女子達がね、桑島くんのＢＬものを描いてたりするんだ。すごいよね」

「そりゃすごいな。描かくほうも、描かれるほうも」

　ＢＬもの。ボーイズラブ。カッコイイ男達たちがめくるめくピンク色の行為に興じてるっていうのが、ぼくの認識。男子からしてみれば完全な異文化だ。だって、一部の女子の妄想のなかじゃ、伊だ達て政まさ宗むねと真さな田だ幸ゆき村むらが愛しあうんだぜ。あなたの知らない世界。

「草そう一いち、そのＢＬマンガの桑くわ島しまは誰だれとベタベタしてるんだ？」

　そこで草一の顔が朱に染まる。相変わらずわかりやすい動揺。

「だいたいは架空のキャラクターが相手みたいなんだけど。なかには、その、桑島くんと仲いいから、僕のもあるみたいなんだよね。ギャルゴくん、女の子みたいな顔した僕とマンガになってもカッコイイままの桑島くんが、上半身裸で見つめ合ってるマンガなんだよ。僕、それ見た時は泣きそうだったよ」

　災難な草一。女子の妄想のネタにされた友達にかけてやる言葉はなかった。

　そのマンガは最終的にどこまでいくんだとは、今にも泣きそうになってる草一には聞けないよな。

　外はカンカン照りのため、教室のなかの温度もこの夏一の最高気温並み。

　黒板のまえでは桑島が制服のネクタイを外し、シャツの第三ボタンまで開けている。胸元をチラチラ見せながら、こちらに声を上げる。

「おい、田た中なかと草くさ野の、イチャイチャ喋しやべってないでこっちに注目しろ。おまえらホモみたいだぞ」

　笑いのツボが幼稚園児並みの桑島は、ホモとかヅラとかウンコとかそういう単語が大好きだ。桑島の注意に教室内はみんなのリラックスした笑いのさざ波。過剰に反応した三人を除いてはね。

「ヤーダ、ハルちゃんはホモなんかじゃないもん。カワイイ女の子のコトがとっても大好きな男の子なんだもん。だからー、ボクのこともー、隅々まで好きなんだもん！」

　ぼくの右隣に座っていた妃き唯いだ。隅々まで好きなんだもん。なんか卑ひ猥わいな想像をしてしまうのは、ぼくだけじゃないはず。

「春はる男おくぅんはっ、男の子の友達が多くてぇ、男の子ととっても仲良しさんだけどぉ、女の子とも仲良しできるんだよ。私、春男くぅんと仲良しだよぉ」

　ぼくの左隣のコトリだ。なんかぼくがバイセクシャルだと勘違いされそうな言葉だった気がするが、気のせいだろうか。

　気心の知れた人以外が複数いる場所で発言するのは、メチャクチャ緊張してしまう草一が、意を決した背中で立ちあがっていた。震えるうしろ姿。

「く、桑島くん。僕はホ、ホモなんかじゃないよ。ギャルゴくんとは仲いいけど、イチャイチャなんかしてないよ。そ、それより、桑島くん、シャツのボタンしてよ。む、胸がチラチラ見えてるよ。僕、恥ずかしくて見てられないよ」

　おずおずとそれだけいうと草一は糸の切れたマリオネットのようにその場に座った。桑島のＢＬの相手役に草そう一いちが選ばれる理由がわかった気がする。教室では部分的に、

「草一萌もえ」という野太い声が上がった。リアルＢＬ志願が何人か紛まぎれ込んでいる可能性がある。

　草一よ、ご愁傷様。



　ボタンを上から二つ目まで閉めた桑くわ島しま。その横で板書していた中なか村むらさんの背中が振り返る。

　黒板には、議題が綺き麗れいな字で書かれている。『なぜ、私達たち以外の人がいないのか？』

「まず、ワタシ達は視聴覚室で道徳のビデオを見る授業を受けてました。それがスクリーンに光の帯のようなものが映り始めて、ワタシ達はその光のなかに吸い込まれるような感覚を味わいました。気がつくと、長机や自分達の筆箱がなくなった視聴覚室に寝ていました。どうやら短い時間、気を失っていたみたいです。目覚めてからは、ワタシ達マボチューの二年二組と三組の生徒しかいません。三組は今日欠席がいないみたいなので31人。二組は、ハナちゃん一人が欠席で30人。今の段階では、マボチューの外に人がいるかどうかまるでわかりません。人がいない以外に異常なことがもう一つあります。十一月十七日にしては気温が嘘うそみたいに高いです。とても暑いです。スクリーンはまだこの教室にあるけど、プロジェクターで光を当ててみても、さっきみたいに吸い込まれるような感覚は訪れません。うーん、以上かな。ここまではみんなの体験と同じだと思うけど問題ないかな？」

　教室の男子と女子が、はーい、と手を挙げた。よくまとまった小学校低学年のクラスみたいだ。

「おお、ちょっと話してもいいかな」

　捜査本部が設けられた大部屋で、質問をする所轄の刑事みたいにフネが立ちあがった。刑事ドラマでよく見るシーンだ。手には年季の入った手帳。

「中村、もう何点か追加の情報だがよ。電気は問題なくつかえるんだが、職員室のテレビはどのチャンネルも砂すな嵐あらしだった。校長室にあったテレビもなにも映らなかったぜ。二台ともぶっ壊れている可能性を考えたが、それはないだろうな。ラジオはＡＭもＦＭも受信できないのを確認した。職員室のＰＣもインターネットに接続できなかったし。おそらく通信機器は全部駄目になっちまってる。なあ皆、ケータイを見てみてくれ。ちなみにおれのケータイはさっきから圏外だ」

　がさごそと一同がケータイを取りだす。全員圏外のようだ。

　それぞれがケータイを確認し終えた頃ころを見計らって、フネが続けた。

「いやいや、未み曾ぞ有うの通信障害なんてことじゃねえよな。今のところおれ達以外、人はいない。外は猛暑。アイスが食いたいよ。いや、そうめんをツルツルっていうのも悪くないな」

　中村さんは、話が食いもののほうに脱線し始めた新聞部員から、論点を戻す。

「なんで人が突然いなくなったのかな？　うーん、なにかこれについて思いつく人はいますか？」

　まえのほうに座っていた男子が興奮したように立ちあがる。

「なあなあ、もしかしてさ。真ま幌ぼろ市に新種のウイルスが大流行して、感染した人々がどこか地下シェルターかなんかに隔離されたんじゃないか？　それで感染していないオレ達たちだけがこの町に残されたんだよ。うわ、まるでアイアムレジェンドのウィル・スミスだ」

　ここはニューヨークじゃない。フネが唸うなった。

「おうおう、ハリウッドの超大作映画の見過ぎじゃないのか。そういや、皆に聞いてもらいたい話があるんだ。三日まえの金曜の夜に真幌市内で他校の中学生８人が行方ゆくえ不明になって、翌土曜の朝にその学校で発見された事件は皆も知ってると思う。その生徒達はまるで夢でも見てたような気分だったと証言している。とにかく静かな学校で一晩過ごしたとな。もちろん、金曜の夜に学校内も捜索されているけど誰だれもいなかったそうだ。で、この事件は、プチ神隠しという地伝が関かかわってると噂うわさが流れてるのは知ってるよな。なあ、今のこの状況はよ。おれ達以外の人がどっかに消えたって考えるより、おれ達がどっか別の場所にきちまったって、考えるほうがまだ納得できそうじゃないか。おそらくよ、これはそのプチ神隠しにおれ達全員、遭あっちまったってことじゃねえかな」

　張り詰めた空気が教室に広まった。緊張感はパニック映画のウイルスより伝染するのが早いようだ。

「おお、そうだ。皆にいっとくよ。自分のクラスにカバンを置いてるやつはいってみるといいぜ。教室は一時間目が始まるまえそのままだ」

　フネのその言葉で思い返したのは、マボチューの傘立てに置いた、竿さおを隠した傘のこと。愛用の物もの干ほし竿ざおも異世界にあるはずだ。

「おれはよ。とりあえず、マボチューの外がどうなってるか見てくるぜ。中なか村むらがいっていたとおり、外に人がいるかいないかまだわからないしな」

　フネは足元に置いていた登山用ブランドのリュックサックを背負った。電子レンジだって丸まる呑のみできる大きさだ。壇上の桑くわ島しまが慌あわてた声をだした。

「なあ東ひがし舟ふな道みち。地伝かもしれないってことはよくわかったけど、それってやばくないか。外にでてもだいじょぶなのかよ。敵とかがいたりしてさ、いきなり襲ってきたりするかもしれないぜ。なあ、どうすればいいんだよ。俺おれ達たちは」

　この場で一番落ち着きがない議長だった。

　桑島の言葉にクラスメイトのなかに動揺が走った。中学生の心には不安や怯おびえが、呼び鈴も鳴らされずにいきなり土足でやってくる。桑島のことが好きな女子が、「敵なんていたら怖いよ」とさっそく真に受けて、泣き始めている。教室は騒然だ。極力クラスメイト達にはこの異世界で、混乱状態にはなってほしくない。この異世界にぼく達を招待した噂そん長ちようの目的は、ぼくだろう。だから、関係ないのに連れてこられたクラスメイト達に、怖い思いはさせたくない。

「みんな、まず落ち着いて、話し合いましょう」

　中村さんの声は、騒がしいクラスメイト達にかき消される。ぼくはどうやってこの場を鎮めたらいいのかと考えあぐねていると、水辺にでたカバのような大きな背中が、のっそりと黒板のまえにでていくのが見えた。フネだ。壇上が似合う中学生は、定年間近の教師のように確かな自信のある口調で、ぼく達たちに向かって熱く語り始めた。

「いやいや、あくまで地伝を追いかけ続けているおれの憶測だけどよ。皆に思いだしてほしいんだが、今日までいろんな地伝がこの町には起こっているが、いつまでも続いている地伝、ようは終わらない地伝ってのはないよな。それに地伝で誰だれかが行方ゆくえ不明になったまま帰ってこなかったとか、地伝で誰かが死んだなんてことも聞いたことがない。それはよ、毎回地伝が起こるたびに、人知れず地伝を必ず解決してくれるヒーローがいるからなんだよ。まあ、そのヒーローＭＢについては、おれがマボ新で特集記事を書いてるから、気になるやつは読んでみてくれ。ヒーローが必ずきてくれるよ。だからだよな。一晩行方不明になった８人の中学生も特にケガなんかしないで一日で帰ってこれてるだろ。おれ達が特にパニックになる必要はないんじゃないかな。ここがいつもおれ達がいる世界と違う場所でも、きっと戻れると思うぜ。でもよ、おれはこの世界のことがちょっとばかし気になるから、探索にいってくる。じゃあな」

　フネは教室をでていった。見事な演説。クラスメイト達は互いに「確かに終わらない地伝はないよな？」「ああ、そうだぜ」と確認しあって、安心が広まっていく。フネ、サンキュ。でも、その８人はぼくが助けたわけじゃないんだけどな。苦笑だ。

　そして、不安をもたらしたお気楽な議長がご機嫌にいう。夏休み前日の小学生みたいな明るい声。

「おい、みんな。せっかく地伝の影響を受けたんだ。俺おれ達たちすげーラッキーだよ。悩んでるなんてもったいないぜ。ここがどこかよくわからないけど、その８人みたいに俺達も一泊二日くらいでいつもの生活に戻れるんだろ。なら急いで遊ぶしかないだろ。やったぜ、今日は先生がいない。授業はなしだ。しかもこんなに暑いんだぜ。なあ、プールに水張って、遊んじゃおうぜ」

　それで教室が湧わいた。桑くわ島しまの陽気な笑顔は、楽観的な思考をみんなに伝でん播ぱさせることができるみたいだ。みんなお気楽。

　さすがにプールで遊ぶっていう展開には驚いたが、みんながパニックになるより遥はるかにマシだ。思い返せば、巨乳風邪の時もそうだったな。真ま幌ぼろ市民は地伝に対して、恐怖というものを抱いていないんだ。それもこれも、真ま魅みばあちゃんがことごとく地伝を解決し続け、一般市民の生死に関かかわるような被害をださせなかったからだ。

　現ヒーローのぼくがこれからすることは決まってる。噂そん長ちようであるハナさんをこの世界で見つけるしかない。一人だけ学校を休んでいるハナさんは、おそらくこの噂長の世界ホームのどこかで、ぼくらのことをほくそ笑んでいるはずだ。

「ね、ね、ハルちゃん、プールだってー。ヒャハハ、ビキニ着ちゃおっかなー！　それとも彼女のビキニ姿を他ほかの人に見られちゃうのって妬やいちゃう？」

　それと、この由ゆ井い妃き唯いという存在はいったいなんなのか突き止めなくてはいけない。



　背中のリュックのなかには、依然としてエリアス待機。

　噂そん長ちようの世界ホームではいつなにが起こるかわからない。ぼくは地伝の元凶になっているコトリの側そばを離れるわけにはいかなかった。すぐさまハナさんの捜索にいけないのはもどかしい。

　しかも只ただ今いま、二クラス分の生徒達たちが向かっている先はショッピングセンター・サミーだ。水着を調達しにいく。ぼく達以外にやはり人の姿はない。日中なのに車が全まつたく走ってない片道二車線の道路は、少し気味が悪い。

　異世界にきてから一時間が経たったばかり。まるで遊園地にきたかのように浮かれている生徒達を照りつける日ざしは殺人的な熱量。気温は35度を超えてると、温度計を持っている誰だれかがへたった声で教えてくれる。制服のシャツの腕を捲まくったって無意味だ。発汗する機能が馬ば鹿かになったみたいに汗は垂れ流し。まえを歩く女子が８×４したいよーと、グチってる。

「ね、ね、ハルちゃん、おてて繋つないじゃおうよー」

　相変わらずぼくの側には妃き唯いがいた。さっきまで大泣きして、そのあと怒っていた顔が、今は頭上の真ま幌ぼろ市の空みたいに一片の曇りもなく晴れやか。ちょっと知恵が足りてないんじゃないかと思わせるほど、無防備な笑顔だ。

　ぼくは、妃唯の耳にウインクのような素早い囁ささやきをした。

「おまえ誰なんだよ」

　晴天の顔に暗雲。感情表現がゼロか１００しかないみたいだ。今の妃唯の顔は、不機嫌１００％。

　ぼくの隣にはコトリがいる。まえやうしろにはクラスメイト達もいる。にもかかわらず、妃唯はお構いなしでいう。手でメガホン。

「ボクはハルちゃんのカワイイ彼女でーす！」

　ヒューヒュー知ってるよというクラスメイト達の笑い声。ブーブー知りませんと小声のブーイングはコトリだった気がする。

　騒がしさの隙すきをついて、妃唯はぼくの耳に口を寄せ、吐息だらけの声で囁く。

「ボクもね、噂長を殺したいんだ。だから安心して、ボクはハルちゃんの仲間だよー」

　思わず立ち止まって、妃唯を見た。そこにあるのは、赤ちゃんのような無邪気な顔。この世に悪人がいるとは考えてもいないようなメルヘンの住人の瞳ひとみ。

　殺したいんだ。

　妃唯がいったことを反はん芻すうする。物騒な言葉の似合わない少女は、ぼくの右手の親指をバトンのように包んで握にぎり、走りだす。

「私もっ、春はる男おくんと手を繋ぐぅ」

　空いているほうの手をコトリに握られる。両手に花なんて浮かれてる状況じゃなかった。

　噂長の存在を知っていて、ぼくが噂長を倒そうとしていることも知っていて、噂長を殺したがる由ゆ井い妃唯。噂長に一体なにをされたんだろうか？

　噂そん長ちようのことは二人っきりにでもならないと聞けないよな。もどかしい。きっとディープな話題になるだろう。



　ショッピングセンターに着くと、これまた奇妙な印象だった。

　外はヤマダ電機の天井より明るい青空が世界を満遍なく包む昼まえ。でも、室内灯が消されている大型商業施設のなかは、夜の入口みたいに薄暗い。

　約六十人の人海戦術で、誰だれかが照明のスイッチを見つけて点つけた。これで人はいないけど、いつものサミーに戻った。

　目的の場所。一階にあるスポーツショップは在庫一いつ斉せい処分セール。シーズンなんて完全無視だ。スノーボードの横にシュノーケル。さらに夏の売れ残りなのか花火まで並んでる。やっぱり店員はいない。店員が親しさを装って話しかけてこないショッピングは最高だ。

　女子達たちは、はしゃぎながら水着を選び始めている。買い物中の女子は無敵だ。ぼくも適当に海パン探し。レジにお金を置いていく必要はなさそうだ。異世界といえども、勝手に店のものを持っていくのには抵抗があるよな。だから、値札を見てなるべく安いのを選んで、罪悪感を薄くする。五十歩百歩。値段を見てしまうのはやめられない。

「マサヤくーん、どの水着がいいカナ？　ねーえ、決めてほしいな」

　女ものの水着売り場でも桑くわ島しまは大人気だ。五、六人の女子に囲まれている。

　草そう一いちが困った顔でやってきた。

「よぉ、草一。桑島は相変わらずだな」

「うん、女子も積極的だよね。ねえ、ギャルゴくん。ここってやっぱり真ま幌ぼろ市にそっくりだけど、人がいない世界なんだよね。この状況って、ドラえもんの古い映画みたいじゃない？」

「なんてタイトル？」

「『のび太たの鉄人兵団』」

　小学生の時に一度見た記憶がある。ジャイアンもスネ夫おもしずかちゃんも一斉に声変わりしてしまう遥はるか以前の物語。草一がキラキラした目で続けた。

「のび太達は鏡面世界っていう、自分達以外は人の全まつたくいない現実世界そっくりの場所にいくんだ。ただし左右あべこべっていう違いがあったけどね。その世界でね、ドラえもんとのび太とジャイアンとスネ夫は無人のスーパーにいって、沢たく山さんの食材を持って帰って、いつもの空き地でバーベキューをするんだ。今の僕達がサミーにきて、勝手に水着を持っていくのって、なんか似てるでしょ。僕さ、その鏡面世界いいなって小学生の時に思ってたけど、願いが叶かなったみたいでワクワクしてるよ」

　アニメ映画の話になると饒じよう舌ぜつな草一だった。原はら田だ知とも世よが主演してないほうの、『時をかける少女』の話を振ったら、半日は喋しやべり続けるその友人に訊きいた。

「なあ、鉄人兵団って最後はどうやって、敵を倒したんだっけ？」

　ドラえもんの映画には必ず敵がいる。間違えようのないわかりやすいボスが、わかりやすい悪さをする。

「みんなで力をあわせて、戦うんだ。その映画のヒロインのリルルっていうロボットの女の子が世界を救うんだよ。もちろんドラえもんの道具も大活躍だけど」

　ぼくにある道具は物もの干ほし竿ざおが何本か。エリアス、かま子こ、ライム。みんなで力をあわせて戦うことは可能だ。ドラえもんやロボットの少女はいないけどね。

「その翌年公開された、『のび太たの竜の騎士』がまた秀逸でさ」

　ぼくは80年代のドラえもんの大長編をさらに語り始めた友人に生返事を残して、その場をあとにした。



　コトリと妃き唯いは頭を抱えながら、何枚かの水着を選んで試着室に消えていた。水着売り場だけじゃなく、アパレルの店舗の試着室はどこでもつかいたい放題だ。

「わたしの水着を調達するわよ」

　ぼくはスポーツショップの端の階段の陰で、リュックを開いた。エリアスはすでにビキニのように肌を晒さらしている。こんな露出度の高い服があったのかと思ったら、下着姿だった。

「エリアスそんなことより話さなきゃいけないことがあるだろ。あの妃唯って子はなんなんだ？　まさかエリアスも、妃唯は春はる男おの彼女でしょ、とかいいださないよな」

「当然そんなこといわないわよ。春男の彼女になるのはわたしなのよ。ただでさえも春男の恋心争奪戦は、噂そん長ちようまで参戦してきて激化の一途を辿たどってるのに、あんなポッと出の女に、春男を奪われてたまるかいって感じよ。しかも春男ったら、なんで妃唯って下の名前を呼び捨てにしてるのよ。もしかして早くも親しげ？　親密な間柄に発展させようとしてるの？」

　半裸のエリアスは興奮気味。恋心争奪戦なんていつのまに開戦してたんだ。

「なあ、クラスのみんなは由ゆ井い妃唯って子のこと知ってるみたいだし。妃唯は噂長の存在を知ってるし、噂長を殺したいとまでいってるぞ。なにがどうなってるんだ。ぼくの味方なのか」

　エリアスはブラジャーの下で腕を組む。比ひ喩ゆではなく、ほんとに巨峰と実寸大。その胸が零こぼれ落ちそう。谷間のように深い皺しわを眉み間けんに寄せたエリアスが呻うめくようにいった。

「あの妃唯って子、わたしもよくわからない。敵かもしれないし、味方かもしれない。ただ、地伝の元凶のオーラを感じた。春男のクラスメイト達たちも噂そん長ちようの世界ホームにきたせいで、プチ神隠しの地伝を受けてる状態だから、微弱なオーラを感じるけど。妃唯のはそれよりずっと強いわ。人外の女の子。春男のことを好きっていうのは嘘うそじゃないっぽいけどね」

「地伝の元凶なのか。ってことは、プチ神隠し、バリ４、歌沫姫うたかたひめに続いて、さらにもう一つなにか地伝があるってことかよ。四つ目か。大売りだしだな」

　ぼくはスポーツショップの在庫一いつ斉せい処分ののぼりを見ながら、呟つぶやいた。

「そういえばコトリも妃唯のことを春男の彼女だと思いこんでなかったし、その存在も知らないみたいだね。うーん、なんでコトリはダイジョブだったんだろ。コトリは地伝の元凶だからってわけじゃないと思うな。他ほかのクラスの女の子達たちにはなくて、わたしとコトリには、異世界で突如現れた妃き唯いの存在を信じ込んだりしないなにか共通点があるのかも。春はる男おが妃唯を彼女だと錯覚しない理由はわかってるんだよね。地伝の元凶を成仏させることのできる力を持つ者は、人外のありとあらゆる攻撃に対して免疫や抗体がかなりあるからさ」

　共通点か。コトリとエリアス以外のみんなは、ぼくと由ゆ井い妃唯が恋人同士だと思いこんでいる。しかも、みんなは由井妃唯と過ごしたマボチューでの学校生活、約一年八ヶ月分の思い出つき。気味が悪い。

「あ、春男。誰だれかきそうじゃない？」

　階段の踊り場に人がくる気配。エリアスはリュックのなかに戻っていった。

　やってきたのは桑くわ島しまと瞳ひとみにハートを浮かべる女子達。

「やあ田た中なか。こんなところでなにしてるんだよ。あ、そういえば、田中のクラスの中なか村むらがさ、ハナちゃんって子が休みだっていってたけどさ。ほんとにその子は休みなのか？」

　かわいい子の出席状況は他のクラスでも気にする男だ。取り巻きの女子達はハナの話題をする桑島を見つめ、嫌いや々いやをするように上体を揺らす。フラワーロックに囲まれているみたい。

「なにをそんなに疑ってるんだ。中村さんが嘘うそつく理由なんてないだろ。ああ、ハナさんは休みだよ。視聴覚室にいなかっただろう。なんだ、好きにでもなったのか？」

　愚問のようだった。桑島は歌うようにいう。

「もちろん、俺おれは女の子みんなが好きだ。そっかー、じゃあ、イズミちゃんの勘違いかな」

　桑島が隣にいた女の子を見つめる。そちらさんがイズミちゃんなのか？

　勘違いってなんのことだよ。ぼくが「うん？」と首を捻ひねると、桑島が女子に促した。

「イズミちゃん、さっきの話を田中にしてあげてよ」

「エー、ギャルゴに話しかけるなんて嫌だけど、マサヤくんのお願いだからきいちゃう」

　異世界だろうと、ぼくの不人気は変わらないようだ。ギャルゴの呪のろい。誰か解いてくれ。

「なんかね、マボチューの私の靴箱の隣がハナって子のなんだけどね。その子さ、登校してくるのいっつも私より遅いと思うんだけど、今日の朝はもう登校してるみたいで、上履きじゃなくて外履きが入ってたの。しかもその外靴は、私も欲しいなって思ってたバンズのキャンバススリッポンだったの。黒と白のチェック柄に、さくらんぼがプリントされてて、超カワイイやつ。だから印象に残って、よく覚えてるの」

「そのハナさんの靴が、プチ神隠しに遭あったいまもマボチューの靴箱にあったの？」

　つぎのお小遣いを貰もらったら買おうかなと、誰に聞かせるわけでもなく呟つぶやいているイズミちゃんが、つまらなさそうにぼくを見つめる。

「うーん、あったよ」

　どういうことだろうか。シューズロッカーに外靴。しかもそれが噂そん長ちようの世界ホームにくるまえの朝からあったという。ハナさんは今日登校していたんだな。噂そん長ちようはやはり、ぼく達をこの異世界に連れてくるため、マボチューに忍び込んで準備でもしていたのだろう。

「面白い話を聞かせてくれてありがと。それじゃあ」

　ぼくは視界の端で、まだ水着選びに手こずっているコトリと妃き唯いの姿を確認して、スポーツショップからすぐの食料品売り場に移動した。

　ハナさんの新情報について、エリアスと話すためだ。



　調味料などが並んだ棚の陰でリュックを開いて、そのなかを覗のぞき込むぼく。遠くから見たら、リュックのなかに嘔おう吐としてる人に見えなくもない。

　エリアスが吐きそうな顔でいった。

「ハナは噂長なわけだから、とにかく絶対この世界のどこかにいると思う。これは靴があろうがなかろうが変わらない推測よ。うーん、でも外履きがあるってことはマボチューに今もいるってこと？　そう考えるのは安易かな。でもさ、外履きを残しておくなんて露骨よね。こうして春はる男おが気づく可能性があるんだから。これって挑発？　罠わな？　自己顕示欲の強そうな噂長のことだから、ハナはここにいるよっていうメッセージみたいなものかも。噂長の考えてることってホント訳わかんない」

　同意。結局のところどれも推測の域をでない。やはり噂長であるハナさんをさっさと見つけて、一つ一つの行動の意味を聞きだしていくとしよう。取調室だね。カツ丼どん食うかって感じの。

「春男、とにかく今はシジミが必要ね。話はそれからだわ」

「シジミ？　なんだそれ。ドラキュラはニンニクが苦手なように、噂長はシジミが苦手なのか？」

「なにいってるのよ？　ハナがどこにいるかわからない。地伝の元凶になったコトリの側そばにはいなきゃいけない。春男が地伝を解決するヒーローだとバレないほうが断然いい。噂長なんて存在を生徒達たちが知ったらパニックになるかもしれない。っていうこの状況でこれからすることは一つ。極力、クラスメイト達と同じ行動をするのよ」

　ぼくは海パンを掲げてみせた。

「だから、ぼくはみんなとプールに入るんだろ。わかってるよ」

　ふくれっ面になるエリアス。ぼくはなにか失言でもしてしまったのだろうか。

「わたしもプールに入りたい。もちろん、春男と二人っきりでこっそりとね。最悪の場合プールに入れなくても、水着は着たいの」

「おもちゃ売り場にいって、人形用の水着見てくるか？」

「着せ替えドール用のなんてヤダ。遊泳用にできてないから、水着のくせに密着度がぜんぜんなくて簡単にズレるし、流行遅れのデザインばっかりなんだから」

　水着を着せられた人形がグチるわけもないので、確かに人形用の水着に着心地を求めるのは無理な話だった。

「流行に左右されない普遍的なものがいいわ。水着界のクラシック音楽ってところね」

「で、そのクラシックはどんな水着なんだよ」

「春はる男おバカね。さっきからいってるじゃない、シジミの貝殻ビキニよ。春男、早くシジミを調達してくるわよ」

　手作りのシジミの貝殻ビキニなんて、武たけ田だ久く美み子こもびっくりだ。

「春男、シジミは鮮魚売り場よね。産地はどこでもいいわ。第一希望は宍道湖しんじこ産ってとこ。なければ外来種でも目を瞑つぶるわ。あ、それと麻あさ紐ひもと、貝に紐ひもを通すための穴を開けるキリも忘れずにね」

　過激な水着をご所望するエリアスに気づかれないように、シジミをアサリに替えておくことは不可能のようだ。エリアスの自慢のヒップはシジミじゃ隠せない。それとも貝殻ビキニの基本は、あくまでうしろは紐なんだろうか。



　サミーをでた。未いまだ圏外のケータイの時刻を見る限り、まだ十一時過ぎだ。時間の流れは現世と変わらないのだろう。異世界にきてから、そろそろ二時間。

　コトリと妃き唯いはそれぞれお気に入りの一着を選んだようだ。どんな水着かは、あとでのお楽しみということらしい。

　コトリとのプール。ぼくの彼女だと公言する妃唯。授業も大人もいなくなった真夏の真ま幌ぼろ市。どこかにいるはずのハナさん。笑顔が絶えないクラスメイト達たち。

　吉凶は、ビッグマックのビーフとパン生地のように交互に挟まれてる。



    

  
    
      


第六話　上書き睡眠





　マボチューに戻ってからは、プールに張られていく水を楽しげに眺めるクラスメイト達。水泳部の部員がボイラー室で、塩素濃度を調節してるようだ。確かにこの炎天下なら水を張って、そのまま一日放置しただけでボウフラが湧わきそうだ。

　コトリは女子更衣室へさっそく水着に着替えにいっている。噂そん長ちようがいつ現れるかわからないこの異世界では、なるべくコトリから目を離さないようにしたいが、さすがに着替え中の更衣室には入れない。ぼくは混雑する男子更衣室を避け、机も椅い子すもない空き教室に入った。誰だれも人がこないだろうという理由だったが、なにも遮しや蔽へい物のない教室で、着替えをするのは変な気分だった。誰かが勉強する場所でパンツを脱ぐのは、よっぽどの変態じゃない限り、恥ずかしいだけだよな。

　トランクスタイプの海パン一枚に、ネクタイを外したＹシャツを着ていると、床に置いたリュックからエリアスがでてきた。

「春男、ちょっとそのシャツ脱いでよ」

　素直にいわれた通りする。エリアスは続けざまに指示を飛ばす。ぼくは中身のないぺったんこのリュックの上にシャツを被かぶせた。そこにシジミを並べ始めるエリアスにいう。

「エリアス、下着姿はやめろよ。なにか着なさい」

「だって、ムチャクチャ暑いじゃない」

「エリアスは温度をそんなに感じないんだろ」

「見た目が暑苦しく思われるのが嫌なの。ちょっと春はる男お、わたしを肩に乗せて」

　シジミを並べ終わったエリアスを肩に乗せた。マボチューに戻ってからすぐ、職員室の電気ポットにぶち込んで、開いたばかりの貝は十数枚。それらの二枚貝はシャツの上で、カルトンに並べられたアクセサリーみたいに誇らしげだ。

「形と模様が大事よね。胸につかう二枚と、下につかう一枚。春男はどれがいいと思う？」

　どれがいいもなかった。シジミの貝殻の模様と形の善よし悪あしなんてわかるわけない。取捨選択は難航しそうだ。適当に貝殻を掴つかむ。

「これでいいんじゃないか？」

　ぼくのやる気のなさは、エリアスにはバレバレのようだ。ぼくが指で摘つまんだ貝殻を、エリアスは蹴けり飛ばす。

「ちゃんと選んでよ春男。真剣にやってくれないならボディペイントでプールに入ってやるから。わたしの身体からだに水性絵の具で描かいた水着がプールにどんどん溶けだしていくのよ。最高でしょ」

　貝殻ビキニとボディペイント。

　まともな二択じゃなかったが、ぼくは本気でシジミの選別をすることにした。真ま幌ぼろ市に、ヌーディストビーチはないからね。

　蹴り飛ばされたシジミを上体を屈かがめて床から取ろうとした時、ペタペタッと濡ぬれた足で廊下を走ってくる音。エリアスがぼくの肩からダイブしたのと、教室の扉が勢いよくレールを滑すべる音を背中で聞いたのは、同時だった。

「アレレレ、ハルちゃんをこんなところで発見！　ね、ね、ボクの水着どうかなー？」

　妃き唯いの声だった。ビクッとなる。

　リュックも、脱いだシャツも離れたところにある。遮しや蔽へい物のない教室で海パン一丁のぼく。エリアスをどこに隠せばいいんだ。ダイブしたエリアスをぼくは片手でキャッチしていた。その手は屈んだぼくの腹のまえ。うしろにいる妃唯に見られないように必死に隠している。

　地伝解決チーム一、機転が利くエリアスがほとんど息だけの声でいった。

「パンツのなかに入れて」

　背中からは妃唯が徐々に歩いてくる音。

「ハルちゃんどうしたのー？　ボクの水着姿見てくれないのー？　キャハ、もしかして照れてるのかなー！」

　決断力もエリアスがピカイチだった。ぼくが動けずにいる間に、行動開始。

　エリアスはぼくの手のなかから抜けだす。屈んだ姿勢のぼくの太ふと腿もものつけ根に降りたエリアスが両手で、精いっぱい海パンの腰のゴムを引っ張る。

　エリアスの小さな手の奥に、ぼくのアレと暗がりに溶けるアソコの毛が見えた。エリアスがパンツのなかに頭から入ろうとする。流れるような金色の髪の先が、ぼくのアソコの毛に触れる。筆でなぞられたかのようにくすぐったかった。

　海パンのなかに入る直前。エリアスが素早く一度、振り返った。

「恥ずかしいな」

　海パンの布地が擦れたみたいな掠かすれた囁ささやき。ついさっきまで下着姿のまま、平気な顔してどぎつい下ネタをいっていたエリアスの顔が、ほんのりと赤くなっているのがわかった。

　海パンのなかにエリアスを入れて、ぼくは中腰姿勢から立ちあがった。

　ぎこちなく回れ右を二回すると、妃き唯いと正面から向きあった。

「やあ、由ゆ井い妃唯」

　体力と精神と頭脳戦だった。

　海パンの裏地を掴つかむと表面に不自然な皺しわができるのを恐れたのだろうエリアスは、海パンの膝ひざの裾すそから落ちないために、ぼくのアレに腕と足を回してるようだった。まさに丸太にぶら下がり状態。いや、別にぼくのアレが丸太のようだといってるわけじゃないからね。

「チョットー、ハルちゃん！　由井妃唯なんてフルネームで呼ばないでよー。変な呼び方だよそれ！」

　妃唯への呼び方なんて気にしてる場合じゃなかった。

　ぼくは20センチのエリアスを隠しているため、膨らんでる下腹部を少しでも目立たなくするため、股こ間かんのまえに両手を添えた。海パンの上からしっかり押さえつけたのは、エリアスを落とさないためである。フリーキックでゴール前の壁になるディフェンダーの立ち方。

「ね、ね、ぜんぜーん、ボクの水着姿見てくれてなーい。もー、しっかり見てよ。プンプン！」

　八歳児の妹のナナコより、感情そのままの幼い言葉。いっていることは子どものようでも見た目は刺激的だった。妃唯が着ていたのは太平洋に浮かぶマルキーズ諸島のように面積の少ない布地。水着としての機能なんて思いっきり無視されたマイクロビキニだった。

　視覚情報だけでも冷静さなんて吹き飛びそう。それなのに、ぼくはパンツの上から、自分のアレにエリアスをグイグイと押しつけているという状況だ。エリアスの細い指やサラサラの髪、柔らかいのになおかつ張りのある胸、それに弾力のあるスベスベの太ふと腿もも。エリアスの感触の全すべてをアレで感じている。エリアスの身体からだ全体の熱にアレが包まれている。

　さっきからアレアレいっていてすまない。なによりぼくはエリアスを落とさないように必死なんだ。アレばかりいっているぼくのギリギリのせめぎ合いを、きみにはわかっていてほしい。なにとなにがせめぎ合っているか、もうぼくにもよくわからないんだけどさ。

「妃唯似合ってるよ水着。なあ悪いけど、着替えの途中なんだ。でていってくれないか」

　妃唯さえ教室からいなくなれば、海パンのなかでぶら下がりの耐久戦をしている仲間を救うことができる。エリアスはしがみついているのが大変なのだろう。汗かなにかで湿った小さな手がぼくのアレの皮を強く掴つかみ直す。指がくい込む。エリアスの温かくて柔らかい感触に包まれていたアレに、たまらない痛みが走る。この痛みを体験したい人は、Ｗｉｉリモコンをぶら下げた洗濯ばさみをアレに挟んでみてくれ。

「アレレレー、いいのかなボクにそんなこといってー。せっかくハルちゃんが倒したがってる噂そん長ちようのコト、教えてあげようと思ったのにな。ね、ね、それにボクの存在がなんなのか気になっちゃってるんでしょー？」

　急展開の予感だった。クラスメイト達たちやコトリがいない場所で、妃き唯いと二人きりになれたら聞きたいことは山ほどあった。だが今はエリアスが心配だ。どんな情報を得られるチャンスでもエリアスの存在がバレるわけにはいかない。エリアスが危険な目にあう可能性は絶対避けたいんだ。

「ああ、気になるけど、今度聞かせてもらうよ。うぐっ」

　いきなり激痛が走った。ぼくのアレにぶら下がっていたエリアスが、おそらく皮を噛かんだのだ。意味はわかってる。妃唯の話を聞けというもの。

「どーしたのハルちゃん。どこか痛いのー？　あ！　汗でちゃってるよ！」

　四捨五入したら全裸みたいなビキニ姿の妃唯の手が伸びて、ぼくの額に触れそうになる。ぼくは背中を向けた。不安と涙が混じった声が届いたのは、すぐだ。

「エッ、なにそれ……グスッ。ハルちゃん、ボクのコト嫌いなの？　ね、ね、ボクはね、噂長にこの世界に閉じこめられちゃったの！　グシュ、ひとりぼっちでこの世界にいたのー。ハルちゃん達がくる三日前に８人の男の子と女の子がきたけど、話しかけるまえにいつのまにかすぐ帰っちゃったみたいだし。ボクは一年と半年以上もひとりだったの！　うぇーん、やっとひとりじゃなくなったのにー！　グスッ、ボクのコト拒むの？」

　聞かなくてはいけないことが沢たく山さんある。エリアスの姿勢を楽にしようと思い、座ろうとしたところで妃唯に背中から抱きつかれた。耐久戦は続く。

「人の温ぬくもりって素晴らしいなー。ハルちゃんの温度感じちゃうよ」

　裸の背中に感じる妃唯の肌。濡ぬれた頬ほおが押しつけられてる。

「妃唯ごめん、離れてくれ」

　嫌いや々いやをするように顔を横に振る妃唯を背中に感じた。泣いている少女にその涙より遥はるかに冷たい言葉をいうのは気が引けたが、確認しなきゃいけないことがある。エリアスは妃唯に確かな地伝のオーラを感じているんだ。

「噂長に閉じこめられたっていっても、妃唯は普通の人間じゃないんだろ？　なんでぼくのことを知ってるんだ。なんでぼくと妃唯は恋人同士だとみんな思ってるんだ。なんでみんなの記憶のなかに妃唯がいるんだ？」

「うえぇーん、ハルちゃんのバカ。ヤーダ、ボクにひどいコトいわないでよ！　そうだよ、ボクは地伝の元凶だよ。ね、ね、でもボクは普通の女の子だよ。普通の女の子だったんだよ！　噂長のやつに、地伝の元凶にされちゃったんだよー。そしてね、噂長の存在を人に教えようとしたから、この世界に閉じこめられちゃったんだよー。ハルちゃん、信じてよー！」

　コトリのことを思いだしていた。地伝の元凶にされてしまった少女。妃き唯いもまたその被害者なのか。

「なあ、噂そん長ちようの存在を誰だれに教えようとしたんだ？」

「優しそうなおばあちゃん。ホーメーインさんっていう地伝を解決してたヒーローみたいな人だよ！」

　梅雨のようにいつまでも湿ったままの妃唯の声がいうホーメーイン。それが頭のなかで宝ほう明めい院いんに変換される。真ま魅みばあちゃんの名前がでてきたことに驚いた。

「ね、ね、ボクは小学六年生のハルちゃんを知ってるんだよー。キャハ、あれは一ひと目め惚ぼれだったの！　だからね、ボクはこの世界にきてから、ひとりぼっちでずっと想像してたんだよ。ハルちゃんと中学校生活を送れたら、どんなにいいだろうって。きっとボクはハルちゃんと同じクラスになってね、入学式のあとにすぐ告っちゃうんだろうなーとか。それでハルちゃんとつきあえるコトになって、ずっと仲良しでいるんだろうなーとか思ってた！　ボクの地伝はね、人の夢を操作できちゃうコトなんだー。『上書き睡眠』って、自分ではいってるんだけどね。ボクの側そばで眠ると、その人の夢にボクの想像していたものを流し込めちゃうの。それで目覚めたら、その人の記憶は改変されちゃってるってわけなの。だから、ハルちゃんと妃唯がつきあっていると思っちゃってるみんなはね、この世界にきた時に長い夢を見たの。中学校の入学式から中学二年の十一月十七日、今日までの長い夢」

　背中から妃唯が離れた。振り返るぼくが見たのは、鼻水を垂らして、赤ちゃんのようにびしょびしょに泣く少女。

「グスッ、ごめんねー、ハルちゃん。恋人同士になってる想像を勝手にするなんて気持ち悪いよね。気持ぢ悪い女の子でごめんねー。気持じの悪い女の子のぐせにハルぢゃんのコトを好ぎでごめんなざい。うあああーん。ぎょめんなざい。ボクだって噂長のやつに閉じこめられてながっだら、グジュ、現実の世界でハルじゃんに告ったりできたのに、それもできながっだんだよー。想像しかできながっだんだよー！　でも、ハルじんのがのじょの気分を、グズズッ、短い間だげでも味わえてうれじがったよ。ね、ね、ハルじゅんにボクのコト好ぎになってぼじーよ。ぐぅえぇーん」

　泣くと濁音が多くなる妃唯は、廊下に駆けだしていった。ハルちゃんからハルじゅんに呼称が変わったぼくは教室に置いてけぼり。妃唯の気持ちがこの教室に残っているようだ。一歩も動けない。海パンのなかからくぐもった声。

「……春はる男お、妃唯もまた、噂長のせいで地伝の元凶にされた被害者なんだね」

　股こ間かんに添えた手をどけて海パンの腰のゴムを伸ばした。エリアスの身体からだを支えて、外にだす。

「『ち』の発音が『ぢ』になって、さらに『じ』までなって泣きたくなるほど、妃唯はつらかったんだろうね。噂長を倒す理由が増えたわね」

「ああ、ハナを早く見つけなきゃな」

　ハナさんとはもう呼んでいられなかった。冷静になろうとして無理にさん付けをしていたが、敵の親玉に向かって、敬称なんておかしいよな。噂そん長ちようのせいで誰だれかが泣くのは耐えられない。

「ねえ。あ、あのさ、昨日の夜はハナの家にいったりして、春はる男おは忙しくてお風ふ呂ろに入れてなかったからかな。春男の、ア、アレ、匂におったよ。多分わたしの髪の毛に匂い移っちゃったよ。うぅ、なんか一線越えちゃった気分」

　エリアスはぼくの手のなかでモジモジして俯うつむいてしまう。ぼくの顔を見ないで、話すエリアスの姿は稀まれだった。

「エリアスほんとすまなかった。ずっとぶら下がっていて、腕きつかったろ。どこか痛くなったりしてないか？」

　なるべくなら、ぼくのアレにエリアスが抱きついていたことに話題が触れないようにしたい。どういう顔でどういう声で話せばいいのか、わからないから。

「ダイジョブだよ。つらかったのは最初のほうだけだから。妃き唯いがちょっと泣き始めた頃ころからなんて全然平気だよ。だ、だってぶら下がる必要なんてなかったし、そのさ、春男のアレがね、ぶら下がれない状態になっちゃってたからさ。アレと下腹部の間に挟まって座っていればよかったから」

　ぼくのアレは、エリアスの仰おつしやるとおりにアノ状態になっていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「あ、エリアス、その、ごめんな」

　謝るのも間抜けな話だった。妃き唯いが泣きながら、ひとりぼっちの日々を語っていた時に、アノ状態だった情けないぼくのことを許してくれとはいいたい、きみにね。不可抗力だといい訳するのはやめておくよ。

「謝らなくてもいいよ。その、わたしもアレを噛かんじゃってごめんね。どうしても妃唯の話が聞きたくて。ねえ、春はる男お。プールにいこう。コトリもきっと着替え終わってるよ」

　手のなかのエリアスが顔を上げる。親指の腹にエリアスの胸が押しつけられていることに気づいた。それともう一つ、とんでもないことに気づいた。

「うん？　どうしたの春男？　わたしの顔をじっと見たりして」

　下着姿のエリアスの頬ほおをなぞるように流れる金色の髪のなかに、ちぢれた黒い毛が一本あったのだ。

「エリアスの髪は、今日もウォータースライダーみたいに綺き麗れいなストレートだね。あははっ、思わず触りたくなるよ」

「なに春男。そんなにわたしに触りたいの。あとでにしてくれるとうれしいな。今はいろいろあって、気持ちに余裕がないんだから。触られたら、ドキドキしちゃうわよ」

　女の子の髪に絡みつくアソコの毛をさりげなく取る方法を知ってる人がいたら、是非ご一報ください。



    

  
    
      


第七話　正体





　エリアスを入れたリュックを背負ったまま、海パンでマボチューのプールに移動。

　ポンチョのように頭だけだせるバスタオルをコトリはてるてる坊主のように被かぶって、やってきた。小学生の頃ころの思い出。更衣室で他人に裸を見られないように着替えられるアイテムだ。正式名称はなんていうんだろ。

「えへへっ、春男くぅん待ってたよぉ。海パンカッコイイね」

　黒地に頭の悪そうな揺れ方をする炎が膝ひざの上の裾すそから燃えあがっている。暴走車両の塗装みたい。コトリに褒めてもらえるなら文句はない。

「コトリさん、そのバスタオルかわいいね」

　てるてる坊主のタオルの柄は、まさかのアンパンマン。コトリの胸の上の部分ではバタコさんが顔のなくなったヒーローに、新しい顔（できたてのアンパン）を投とう擲てきしているデザイン。ちょっとシュール。

　ジャムおじさんとマスオさんは同じ声優だという、草そう一いちから聞いた豆知識を何気なく思いだしていると、コトリがてるてる坊主のまま、その場で一周した。

「うん。えへへっ、かわいいでしょ。私ねカレーパンマンが特に好きなんだぁ」

　コトリの好きなアニメリスト。ちびまる子ちゃんの他ほかにもう一つ追加だ。

　ぼくはプールで戯れるクラスメイト達たちのなかから妃き唯いの姿を探したが、見あたらなかった。あんなマイクロビキニで登場したら、プールが真っ赤に染まるだろう。シャイな草そう一いちの鼻血で。

「ねえ、春はる男おくぅん、プール入ろうよ」

　ぼくが頷うなずくまえに、コトリがてるてる坊主のバスタオルを頭から脱いだ。

　タオルの裾すそが徐々に上がっていって、コトリの身体からだが陽ひのもとに晒さらされていく。太ふと腿もも。おへそ。つつましい膨らみの胸。綺き麗れいな鎖骨。

　女の子が身にまとっているものを脱いでいる時、男の子はどんな顔をして待っていればいいんだろう。ぼくは恥ずかしくて目を逸そらしたくなる。

　アンパンマンのてるてる坊主のなかからでてきたのは、やけに大人っぽい雰囲気の黒のホルターネックビキニ。アシンメトリーの短いフリルスカートが腰の下で揺れてる。ぼくの内心はプールの水面のように穏やかではなかった。心は水深二メートルの流れるプール。浮き輪がないと溺おぼれそう。

「あのね。こういうの着てみたかったんだぁ。この腰のところに片方だけついてる短いスカートがかわいいと思うんだぁ。ふわふわーひらひらーってしてて。えへへっ」

　想像してみてほしい。中学校のうらぶれたプールサイドに、黒のビキニを着た中学二年生の女の子。リュックのナイロン越しにエリアスが蹴けりを入れてこなかったら、刺激的な光景に足元がふらついてプールにダイブしてたかも。飛び込みは禁止だ。

「コトリさん、すごく似合ってるよ。ああ、ぼくは座ってるね」

　リュックが濡ぬれないようにするため、プールに足だけ入れて、縁に腰を下ろした。

「うん、春男くん。じゃあ、私は入るねっ……ひゃ、冷たくて、気持ちいいっ」

　十一月なのに屋外のプールに入れるなんて不思議。縁に座ってからプールに滑すべり落ちるように入ったコトリもうれしそうだ。浮力を楽しむようにその場で弾んでる。ぼくのスネを手すり代わりに掴つかんで、コトリがいった。

「ねえ、春男くぅん。あの由ゆ井い妃唯さんって、誰だれなんだろうねっ？」

　いきなり水みず風ぶ呂ろに飛び込んだ気分だった。

　どうしてぼくのまわりの女の子は前置きを無視して、核心的なことをさらっというのだろう。

「ああ、ぼくも困惑してるんだ」

　嘘うそをつくしかない。地伝のことを話したら、コトリの身に起きてることも伝えなくちゃいけない。

「ここって、プチ神隠しっていう地方都市伝説の世界なんだよねっ。由井妃唯さんはもしかしたら、私達よりまえからこの世界にいたのかなぁ？」

　台本に書かれているセリフの意味を推し量ろうとするように、コトリは妃唯のことを考えている。

　ぼくが縦にも横にも顔を振れないでいると、コトリの鋭さは続いた。

「春はる男おくん、仮定のお話だけどねっ。由ゆ井い妃き唯いさんが、私達たちがこの世界にくるまえから、この世界にきていたとしてね。もし、そうだとしたらそれはいつなのかなっ？　金曜日の夜に行方ゆくえ不明事件があったからぁ、その時？　でもでもね、行方不明になった子達はみんな帰ってこれたんだよねぇ。ということはね、由井妃唯さんはいつきたのかなぁ？　現実の世界で行方不明になった中学生くらいの女の子の話なんて、聞いたことないよねぇ」

　そこまでいわれて、大事なことに気づいた。

　現実世界の少女がこの世界に連れてこられたままなのなら、現実世界ではその少女は行方不明で騒がれているはずだ。

　妃唯は一年と半年以上この世界にいたといっていた。

　ってことは、現実世界で行方不明事件になっていないとおかしい。もしなっていない理由があるのなら、この世界の時間経過と現実世界の時間経過は等しいのではないのかもしれない。この世界で一時間過ごしても現実世界では一時間も進んでいないのだとしたら？妃唯は例えば現実世界ではまだ行方不明になって数時間しか経たってなくて、でもそれはこっちの世界では一年半もの時間が経っているというのは考えられるだろうか？　いや、それも違う。行方不明になって戻ってきた８人の生徒達は、金曜の夜に消えて、土曜の朝に帰ってきた。無人の学校内で一晩過ごしたと語っているのだ。それに妃唯も８人の生徒に関しては、三日前にきたといっていた。やっぱりこの異世界と現実世界の時間経過は等しいのだ。じゃあなぜ、ぼく達の住む真ま幌ぼろ市で由井妃唯という少女が行方不明になったというニュースを聞いたことがないのだろう。ご両親や友達は消えた由井妃唯のことを探そうとしていないのだろうか。

「春男くぅんは由井妃唯さんのことは全まつたく知らないっていってたけどぉ。でもでもね、由井妃唯さんってとってもかわいいから、ほんとに好きになっちゃったりしちゃいそう？」

　夏のプールに反射する陽光みたいなコトリのキラキラした瞳ひとみ。その上目づかいで、ぼくは質問されているのだと気づいた。だって、声がひとり言みたいだったんだ。

「いや、そんなことはないよ。好きになったりなんてしないよ」

「そっかぁ、よかった。私、春男くぅんに彼女ができちゃったらぁ、悲しいな。きっと……しちゃう。えへへっ、春男くん、そこのビート板取ってぇ、泳ぐっ」

　ひとり言みたいだったコトリの声に、柔らかさとぬくもりが戻る。でも、途中なにかいったのを聞きそびれた。嫉しつ妬としちゃう。多分、そんなふうにいってくれたのかな。なんにせよエリアスの下ネタより過激なことはいってないだろう。

「春男くぅーん、見ててね」

　陽光を眩まぶしく跳ね返す水面。25メートルプールは七レーン。手前のレーンの端から手を振るコトリ。ビート板と黒ビキニ。そのミスマッチは刺激的だ。

　プールにいるのは男子と女子がそれぞれ二十人弱。ご機嫌な女子の一人は体育用具室から持ってきたであろう平均台を並べ、さらに体育マットを敷いた上で寝そべっている。サンオイルまで塗ってるようだ。自由だね。

「ギャルゴ、どういうつもりなの？」

　とげとげしい声が背中に刺さって振り返った。

　学校指定の紺色のスクール水着を着たクラス一の微少女、中なか村むらさんだ。このプールサイドで唯一スイムキャップを被かぶっている。一人だけ水泳の授業中みたいだ。

「どういうつもりなのって、なんのこと？」

　間抜けなオウム返しが、サンオイルより引火注意の原油を中村さんに注いでしまったようだ。我がクラスの学級委員長は、第二の太陽みたいに燃えてる。

「あんなにコトリと仲よくしてたら、妃き唯いが可か哀わい想そうじゃない。それにさ、ギャルゴとコトリが話しているのって、すごく珍しいわよね。どうしたの急に」

　妃唯はぼくの彼女なんかじゃないんだ。説明はできない。もどかしい。

　なにもいえないぼくに中村さんの追撃。

「妃唯っていう素敵な彼女がいるのに」

「ぼくは妃唯のこと、別に好きじゃないから」

　見事な失言だ。

　噂そん長ちようがどこにいるかまだわからない。噂長を倒さなくてはおそらく現実世界に帰れない。それはぼくだけじゃなく、クラスメイトのみんなも。妃唯の上書き睡眠もいれて、地伝は四つも起こってる。プールで楽しく遊んでいるみんなとぼくは違うんだ。心のなかで叫さけぶ。情けないヒーローの誰だれにもいえないグチだ。

「好きじゃないって、なにいってるの？　妃唯はギャルゴのこと、あんなに健けな気げに想おもっているのに」

「中村さん、悪いけどあっちいってくれないか。ぼくは忙しいんだ」

　誰かとケンカがしたかっただけかもしれない。ぼくは子どもだ。言葉が口をでた直後にもう反省していた。

「ギャルゴ、あんたのことをキモいっていってる女子達たちが多いけど、ワタシはそんなことないと思ってた。だけど、やっぱりキモいし、最低。コトリのビキニを見るのに忙しいの？　バカッ！」

　中村さんがプールの縁に座っているぼくの肩を小突く。ぼくは泣きそうになっていた。なんで最低っていわれなきゃいけないんだろう。なんでバカ呼ばわりされてしまうんだろう。

　ぼくは噂長からみんなを守りたいだけなんだ。噂長を倒したいだけなんだよ。

　湧わくようにでてくる誰にもいえない言葉を全すべて洗い流したくて、頭からプールに突っ込んだ。

　変身するまえから、すでに男前のウルトラマンの隊員や仮面ライダーに憧あこがれる。一応ヒーローなのにキモいっていわれるぼく。冗談きついよな。



　水泳のメッシュキャップをしないでプールに潜ると、なんでこんなに気持ちいいんだろ。髪の毛一本一本まで濡ぬれると熱くなっていた頭がしっかりと冷却され、悩みがどっかにいった気になるからかもしれない。

　リュックのなかのエリアスのことを忘れてたわけじゃなかった。プールに突っ込む瞬間、リュックは肩から離していた。水面にぷかぷかと浮かんでる。

「春はる男おくぅん、どうしちゃったの？」

　プールで立ちあがって、下半分を湿らせたリュックを掴つかむ。ビート板の向こうにコトリが見えた。

「いや、なんでもないんだ。ちょっと滑すべって、プールに落ちてさ。あはは」

「えへへっ、春男くんにしては珍しいおドジさんですねぇ」

　微笑ほほえむコトリと見つめ合う。隣のレーンから、夏休み気分を味わう男子達たちの一人が声をかけてくる。

「コトリちゃん、そんな彼女持ちのギャルゴなんて放ほうっておいて、オレ達と遊ぼうよ。その水着似合ってるね。すっごくかわいいじゃん」

　地伝の異世界にきていることが気を大きくしているんだろう。人前で女子にかわいいって簡単にいえるのは結構すごい。その男子に悪意はないだろうが、ぼくの苛いら立だちはこのプールの水のようにしっかりと溜ためられていた。

「おい、うるさいよ。話しかけてくるな」

　ただの八つ当たり。どうしちまったんだ、ぼくは。

「な、なんだよギャルゴ。おまえには妃き唯いちゃんがいるんだろ」

「ぼくはコトリといたいんだ。頼むよ、二人にしてくれないか。コトリ、プールをでよう」

　人前でコトリを呼び捨てにしたのは初めてだった。

「コトリちゃんを呼び捨てかよ。ギャルゴなんか変だぞ。コトリちゃん、オレ達と遊ぼうぜ。女子もいるから、みんなで水中バレーやろうって話してたんだ」

　コトリはぼくをまっすぐに見てから、男子に振り返った。

「ごめんなさい。私は春男くんといますからっ」

　ぼくとコトリがプールからでると、裸の大将みたいなランニングにハーフパンツの男がプールサイドに駆け込んできた。フネだ。興奮してる顔は、溶けた雪だるまみたいに汗でずぶ濡れだ。

「おお、ギャルゴ聞いてくれ。この世界におれ達以外にも誰だれかいるんだ。聞いて驚くなよ。偽ＭＢがきてるんだ。バイクに乗ってる偽ＭＢを見たんだ」



　てるてる坊主のバスタオルを被かぶったコトリは女子更衣室に着替えにいった。

　芦あし屋や雁がん之の助すけ（元祖裸の大将）の少年時代を演じられそうなフネ、海パンにシャツを羽は織おったぼく、それにリュックのなかのエリアスは一階の教室にいた。フネから聞きたいことは多い。

「いやいやいや、今は昼の十二時過ぎか。自転車を取りに家に戻って、ついでに着替えてから探索をしてたんだが、二時間半でこれだけわかれば御の字だな」

　もったいぶるフネは機嫌がいい証あかしだった。

「これだけわかればって、どれくらいわかったんだよ？」

　よくぞ聞いてくれましたというように、フネが熱を持って話し始めた。

「おう。じゃあ、さっそく聞いてもらいたいんだがよ。さっそく驚きだが隣町はなかったぜ。真ま幌ぼろ市の果てまでいくと、白っぽい壁のような濃い靄もやがかかっていて、押してみると何十にも重ねられた羽毛布ぶ団とんみたいに弾力があってよ、全まつたく進めなかった。人はいないし、車も走ってない。でさあ、電車がくるかどうかを調べようかなと駅にでもいこうと自転車を飛ばしていたら、バイクの走行音が聞こえてきたんだ。バイクは目の前をすごいスピードで横切っていったから、見れたのはほんの一瞬だったよ。ライダースーツ。ヘルメットはジェットかフルフェイスかはわからなかったな。いやいや、一瞬ＭＢかと思った。でも黒ずくめじゃなくて、真っ白いライダースーツなんだ。それに身体からだの線がまるで違う気がするんだ。どう見ても女っていうか。いやいや、とにかくバイクに乗ってる偽ＭＢを探してこなきゃな。これから、クラスメイト達たちに探索隊の有志を募らなくちゃいけねえぜ。プールではしゃぐのもいいが、この世界を知ることは大事だぜ。ギャルゴもつきあってくれないか？」

　ＭＢのニセモノまで現れる。どうなってんだ。

「いや、悪い。ぼくは探索にいけないよ。フネ、その偽ＭＢだけどさ、危ないやつかもしれないんだから無理に見つけようとなんてするなよ」

「おう、わかってるよ。おれが見つけたいのはあくまで本物のＭＢだ。クラスメイトのみんなはヒーローＭＢの存在をまだ信じてくれてないが、おれが情報を集めればきっと信じてくれる。だって偽ＭＢがいるんだ。本物のＭＢだって、きっとこの世界にいる。ちょっくらいってくるぜ。じゃあなギャルゴ」

　女子たちの水着を見ながらプールで遊ぶより、猛暑の真幌市を汗流しながら駆けずりまわるフネ。海パン男のぼくよりヒーローに見えるランニングの広い背中だ。ちょっと反省。いくらコトリから目を離せないといっても、噂そん長ちようの世界ホームの調査をフネに任せっきり過ぎだよな。

「噂長はさ、春はる男おのことがたまらなく好きだからだと思うよ」

　リュックのなかに入ったままのエリアスの声が届く。リュックを背負ったまま、問いかける。

「好きだからって、どういうこと？」

「真っ白いライダースーツにヘルメット。そんな格好をしていたのは当然噂長だと思う。なんでそんな格好をしていたかは、ペアルックのつもりなんじゃないかな。ＭＢの春男と色違いのおそろを着たかったとか」

　噂そん長ちようの行動はわからないことだらけだが、エリアスのその話はしっくりきた。

　頭のなかに花が咲き乱れた新婚さんのハワイ旅行じゃないんだ。ペアルックなんてやめようぜ噂長。



　リュックのなかのエリアスとともに、コトリが着替えてくるのを教室で待っていると妃き唯いがやってきた。マイクロビキニの少女は、泣きはらした顔で怯おびえたようにやってくる。先に声をかけたのはぼくだ。

「さっきはごめんな。妃唯も噂長の被害者なんだもんな」

　唯一、気になっていることを聞こうと思う。前置きはしない。

「なあ、妃唯が現実の真ま幌ぼろ市で行方ゆくえ不明になったって話は聞いたことがないんだ。約一年半前、少女がいきなりいなくなったまま帰ってこなかったら普通ニュースになるだろ。なんで事件になってないんだろうな？」

　妃唯の表情を観察した。動揺や焦りは見えない。切なさが滲にじんでる。

「そっかー、ボクは捜索願いもだされてないんだー。それはねボクの地伝の能力、上書き睡眠の力のせいだよ！　小学六年生のボクは人生をやり直したいって思っちゃったコトがあるの。学校と家でちょっと嫌なコトがあってね。ほんの軽い気持ちでなんとなくそう思っちゃっただけだったのー。ね、ね、誰だれにだってあるよね、なんとなく人生をやり直したいって思うコト！　でねー、ボクのその軽い気持ちを噂長に利用されちゃったんだー。噂長に出会って、この能力をもらった。半信半疑の軽い気持ちで地伝の能力をつかってみたら、ほんとに現実世界の人々は妃唯がいたコトを忘れちゃった。でもそれで人生をやり直すコトができたわけじゃなかったんだよねー。ただ、人生に長い余白をつくっちゃっただけ。ボク、バカだよねー。ボクは助けてほしくて、地伝を解決している人のもとにいこうとしたー。この地伝が解決されちゃえば、みんなに妃唯の記憶が戻るってわかってたから。でも噂長にその行動がバレちゃった！　だから、この異世界に閉じこめられちゃったの。そっかー、やっぱりボクのコトを誰も覚えてないんだー」

　悲しいことを語尾を伸ばしていう妃唯が、より悲しげだった。マイクロビキニを着た少女の話に涙を誘われたのは初めてだ。妃唯のいうとおり、大人だけじゃなく、小中学生だって、人生やり直したいってふと思っちゃうぐらいあるよな。それで妃唯は現実世界の空白の一人になってしまった。怖い話。

「そうか。話してくれてありがとう。妃唯、一緒に噂長を倒そう。ぼくはまだ出会ったばかりだけど、妃唯のことを忘れたりしないよ。ぼく達たちは仲間だ」

　妃唯はハッとした表情を見せた一瞬あとに、喜びを爆発させた。

「ハルちゃん、やっぱり好き！　うん、ボクのコト、絶対忘れないで！　忘れない思い出をこれからいっぱいつくっちゃおー」

　妃唯の顔は絵文字みたいだ。顔全体で思いっきり笑う。

「一緒に噂長を倒しましょう。妃唯」

　妃き唯いを仲間に誘ったことで、リュックのなかのエリアスの反応が気になっていた。だが地伝解決チームの知将は新メンバー加入にゴーサインをだしたようだ。ぼくはリュックを下ろす。そのなかから、いつのまにかワンピースドレスを着ているエリアスを取りだすと、妃唯の顔は驚きの絵文字。ほんとわかりやすいほどの表情で驚く。「！」マークが見える。

「ハルちゃん、その羽のない妖よう精せいさんみたいなのナニー？　お人形さんみたいな綺き麗れいな顔ー。それにすごいセクシーなボディーだ！」

　容姿を褒められると弱いエリアスだった。仲間に向けるとびっきり歓待の笑み。

「よろしくね妃唯。まずは、身長、体重、スリーサイズ。それと春はる男おの身体からだの好きな部位を教えて」

　翼の折れたセクシーフェアリーがとんでもない自己紹介を要求してる。妃唯はぼくをまっすぐに見つめる。

「身長は百五十ないくらいかな。体重とスリーサイズは測ってないからわかんないなー。ハルちゃんの好きなところはまぶたかな！　なんかいっつもやる気なさそうに少し下がっていて、困った時なんかは眠そうにも見えるし、優しそうにも見える！」

「まぶたとは通ね。わたしはやる気のなさそうに交差した前髪かな。前髪だけクセ毛って変だよね」

　マニアックな二人だった。やる気がないとばかりいわれてるのだが、怒ってもいいのか。

「あ！　寝癖みたいな前髪、ボクもいいと思う！」

　寝癖みたいに交差するクセのある前髪は、ばあちゃん譲りだった。

　二人の会話を止めずに聞いていても、前髪とまぶたしか話題にでてこない。ぼくの身体の部位で、他ほかに魅力的なところはないのかもしれない。トホホ。



　これまでのぼく達たちの地伝との戦いを妃唯に一通り伝えた。仲間のかま子こやライム。噂そん長ちように倒された真ま魅みばあちゃん。歌沫姫うたかたひめになっているコトリのことも。

「ホーメーイン先生の仇かたきを討つために、噂長を倒さなきゃね。地伝の元凶になっちゃったコトリくんも助けないとー。地伝の元凶となるもの。ボクと同じ目に遭あっている女の子がいたなんて」

　真魅ばあちゃんの話を涙を流しながら聞いていた妃唯が、今は力強い顔で自分のビキニの胸を叩たたいた。

「ボクに任せてちょうだい！　これでもボクは地伝の元凶だから簡単にやられたりしない。それに噂長はボクを閉じこめていたくらいだから、ボクの側そばにはそうそうやってこないと思うよ。ボクの側で眠れば、噂長だってその記憶を書き換えられちゃうんだ。だからボクのコト、気味悪がってる。コトリくんはボクが守るよ。ね、ね、その間にハルちゃんとエリアスくんは噂長の調査にいってきちゃって！」

　噂長の記憶までいじれるなんて心強い仲間だった。まさに妃唯は効果絶大の魔ま除よけだ。

「妃唯、コトリさんのことを頼む」

　エリアスは妃き唯いにウィンクをして、リュックに戻った。

　教室をでようとしたら、廊下からコトリがきた。

「春はる男おくぅん、あ、妃唯さんも一緒だったんだ。き、妃唯さん、す、すごい水着ですっ、大胆ですぅ」

　妃唯は依然マイクロビキニのまま。コトリはポンチョのバスタオルを被かぶったままだった。

「コトリさん、水着から着替えたの？」

「ううん、春男くんとね。いつでもプールでバシャバシャできるように、着替えるのやめたのぉ。それにね、クラスのみんなはプールの外でも水着を着たままだしねっ。えへへっ、とても暑いからだねぇ」

　一階の教室の窓の向こう。グラウンドの日陰を歩いている水着の女子達たち。海パンのままローラースケートに興じる男子も数名。びっくり。マイアミにでもなったみたいだ。

「コトリさん、お願いがあるんだ。妃唯と一緒にいてくれないか」

「えっ、妃唯さんと？　春男くん、どこかにいくのぉ」

「ああ」

「そっかぁ。うん、待ってるね」

　素直なコトリ。どこいくの？　って普通訊ききたくなるところでもコトリは踏み込んではこないんだ。

「妃唯さんは春男くんの信頼できる人ですかぁ？」

　変な質問だった。でもそれも当然だよな。コトリはぼくと同じで、この異世界にくるまで妃唯という存在を知らなかったんだ。

「ああ、妃唯はこの世界の住人みたいなものなんだ。妃唯の側そばにいれば危険なことなんてないんだ」

「じゃあ、妃唯さんの側にいないと春男くんが危険な目に遭あっちゃうんじゃないのぉ」

「ぼくはだいじょぶ。ちょっと強いから」

「えへへっ、そうだね。春男くぅんは強い人」

　どこまでも素直なコトリだった。ぼくが妃唯と一緒にいてくれと頼めば、コトリはその通りにしてくれる。ぼくのことを強い人なんていってくれるのもコトリぐらいだろう。

「ハルちゃん、じゃあね」

　ぼくは妃唯に頷うなずきかけ、コトリに手を振って教室をでた。

　異世界にきた時から、一番いってみたいと思ってた場所。それはハナの家。



　昨晩訪れたハナの住む家は、太陽の下でも印象は変わらなかった。森のような静けさをまとったお屋敷。ハナがここにいなかったら、つぎはまぼろ樹海でもいこうか。心当たりのある場所は少ない。

　ぼくはマボチューの生徒玄関に置いていた物もの干ほし竿ざおを持ってきていた。傘に隠せる長さだから小こ太だ刀ちみたいなもの。室内での戦いには向いてる。長い竿だと振りまわすだけで、壁や家具にぶつかって、扱いにくそうだし。

「春はる男お、もちろんご丁寧にインターフォンを押してる場合じゃないわよ」

　たとえここが異世界でも抵抗があった。だが仕方ない。家の裏にまわって、縁側から侵入した。空き巣初体験。ヒーローのやることじゃないよな。



　現実の世界でハナの家を訪れた昨晩同様、一階の和室でまた足が止まってしまった。ハナが祖父に着せ替え人形にされた場所。

　畳は引き裂かれて毛け羽ば立だち、背中を向けて倒れている和わ箪だん笥すは巨人の積み木みたい。天井からは照明のコードだけが所在なさげにぶら下がり、粉々になった蛍光管は乳白色の砂になって、畳に積もってる。

「この部屋だけ、台風と地震が一緒にきたみたい。昨日はこんな有様になってなかったわよね？」

「ああ、どうなってんだ？」

　ハナの気配はない。目に止まったのは開けられた押し入れから倒れてる木の箱。ハーフサイズの棺かん桶おけみたいな茶ちや箱ばこだった。そのなかからでているのは、なんともその箱には似つかわしくない衣装の数々。メイド服、体操着、スクール水着、純白のドレス。茶箱のなかにはまだまだありそうだ。しかも茶箱は一つじゃない。

「春男、ドレスを手に取ってみて」

　フリルを畳んだ純白のドレスは、どう見ても子ども用だった。おもちゃの真珠のネックレス。さらにプラスチックの透明の靴。シンデレラごっこができそう。

「ハナ」

　廃はい墟きよみたいな和室で、エリアスは呟つぶやいた。その気持ちはわかる。ハナの話とこの夥おびただしい衣装と小道具。着せ替える服の数は、ハナの絶望の思い出の数と比例してるんだ。相手が噂そん長ちようでも、それは泣けてくるほど同情してしまうよ。

「あ、それ。人形」

　肩に乗るエリアスが指さす場所。床の間の上に、破れた掛け軸をタオルケットのように被かぶっている人形がある。金色の長い髪。白い肌。端正な顔立ち。エリアスと変わらない大きさ。

　ぼくは何気なく手に取る。人形は桜の花びらのような薄い桃色の着物を身につけていた。

「エリアスにちょっとだけ似てるな」

「着せ替え人形なんて、だいたいみんな同じくらいの大きさだし。顔だって、そんなに差なんてないわよ。どれもちょっと彫りが深くて、とびっきり美形。フィギュアみたいに様様な男の好みにあわせてできてないから。だって、女の子のおもちゃだしね」

　着せ替え人形は女の子のおもちゃ。全まつたくもって、その通りなんだ。

「ねえ、その人形さ。こんなボロボロの和室に置いておくの可か哀わい想そうだよ。顔もそんなに汚れてないしさ。この異世界のおもちゃ屋さんにでも並べてあげようよ。誰だれも買いにはこないかもしれないけどさ」

　優しいエリアス。喋しやべったり動いたりできなくたって、自分と同じ人形に感情移入をしたんだろう。ぼくはリュックのなかに、着物姿のちょっとエリアスに似た人形をしまった。

　もうくることはないだろう和室をあとにする。



　依然家のなかにハナの姿はない。なにか手がかりはないかと寄ったのは、主あるじのいない女の子の二階の部屋。ハナが一人になれる空間も和室だった。皮肉だよな。

　行灯あんどんのような間接照明。テトリスみたいな朱しゆ塗ぬりの階かい段だん箪だん笥す。文ふ机づくえの上にはノートパソコン。最新デジタル機器とは相性の悪い部屋だった。そのパソコンだけが浮いてる。

　肩にいるエリアスとは近すぎて焦点があわない距離で目め配くばせ。パソコンが気になったのは、ぼくだけじゃないようだ。

「人の家に無断で侵入して、女の子の部屋に勝手に入り、持ち主の許可なくパソコンを起動させる。相手が噂そん長ちようじゃなかったら、人間性アウトの行動ね」

　噂長であるハナがこの場にいないためだろう。エリアスの声は緊張感のなかにも遊び心があった。

　起動後のディスプレイは変わっていた。壁紙の趣味がどうのこうのっていう話じゃない。問題はアイコン。二つしか並んでないのだ。『ごみ箱』と『ワード』のみ。

　ＩＥもメールソフトもない。ノートパソコンには無線ＬＡＮもＬＡＮケーブルも繋つながってないようだ。ウインドウズビスタという名のワープロみたいだ。

　保存されていた文書を開いた。やはりという感じ。それはハナがぼくに見せてくれていた小説だった。ケータイにこまめに送ってくれた文章がまとめられてる。

　気分転感という言葉以外に、なにか噂長に通じるものを探したかった。今どこにいるのか、そんなヒントはないかな。

　タッチパッドの上に舞い降りたエリアスはダンサーみたい。滑すべるように踊る。さらにフラメンコのようなステップ。ダブルクリックもお手の物だ。器用。横書きに書かれた文書を次々とスクロールしていく。

「これって」

　エリアスが息を呑のむ。理由はわかってる。一昨日おとついは読めなかった小説のラスト。そこに宝ほう明めい院いん真ま魅みの名前がでてきたからだ。これまでノンフィクションの部分もたびたび姿を見せていた物語。ヒロインの少女は事故で両親を失っていた。ヒロインは町の占い師に心の悲鳴を打ち明けるエピソードが書かれている。そして慰めでも励ましでもない言葉をもらう。それは、予言。

『町の外れにある雑ぞう木き林ばやしで、いつの日かあなたの忘れられない故人と話すことができます』

　タッチパッドに仁王立ちのエリアスが振り返る。頷うなずく。小説の続きを読むとさらによくわかった。

　この物語のヒロインのラストはハナの人生とダブっていく。

　小説のヒロインだけじゃなく、現実のハナも小学六年の時に真ま魅みばあちゃんに相談してたんだ。それでまぼろ樹海で死んだ人といつの日か話せるようになると聞いた。

　ハナがバリ４の地伝の影響を受けられる場所を知っていた理由は、真魅ばあちゃんから予言されていたからだった。

　わかったことは、まだあった。小説のなかのヒロインは、占い師にお守りを貰もらっている。悩みについつい気持ちが沈みすぎるヒロイン。七転び寝起きなど既存の言葉を捩もじって造語を作るのが好きな真魅ばあちゃんが、ヒロインに渡したお守りには、あかね色の布に金糸で『気分転感』と刺し繍しゆうされていたとのこと。これもハナの実体験だ。

　小説のクライマックスで天国にいる両親と話すことができたヒロイン。自分は両親に愛されていたという事実を知り、好きな男子に告白する決意をする。これまで両親の愛を感じていなかったヒロインは、自分が誰だれかに愛されるというイメージがどうしてもできなかったというのだ。そして、小説のラストに二人は結ばれる。

「ハナがバリ４を知っていたのは真魅ばあちゃんに予言されたから。噂そん長ちようがつかっていた気分転感っていう言葉は、誤字だと思っていたけど真魅ばあちゃんのお守りの言葉。これじゃあ、ハナが噂長だっていう証拠なんてなくなるわ」

　エリアスが状況を整理した。

　ハナを噂長じゃないかと疑いを濃くしたのは、なぜかバリ４の場所を知っていたこと。

　ハナが噂長だと判断したのは、気分転感という誤字をつかったからだ。

「噂長がハナじゃないのだとしたら、いったい誰が噂長なんだよ？　それにハナはどこにいってしまったんだ」

　全すべてはふりだし。

　でも、噂長がハナではないと気づいた瞬間から、エリアスはこれまで見落としていた可能性の欠片かけらをつなぎ合わせ始めたようだ。それはジグソーパズルができあがるよう。

　解き方を知ってる知恵の輪を外すような鮮やかさで、一度も行き止まりにぶち当たったりしない一本道の迷路をいくような会話が流れた。エリアスの頭脳に関しては、比ひ喩ゆ表現も饒じよう舌ぜつぎみになってしまうよ。



「フネがいってたよね。白のライダースーツを着ていた偽ＭＢ。やっぱりそれは噂長だと思うの」

「ああ。今思えば、ハナがバイクを運転するって考えるのは無理がありそうな話だよな」

「まあね。でも、そんなことより気になってることがあるの」

「なに？」

「偽ＭＢは女に見えたってフネがいってるのよね。これってなんか変じゃない？」

「うん？　噂長は女だから。問題ないんじゃないか。むしろ偽ＭＢが男だったほうが誰だよそいつって感じだし」

「違うよ春はる男お。そういうことじゃなくて、白のライダースーツにヘルメットをしてたのよ。しかもヘルメットがジェットかフルフェイスかも判別できないほどのスピードでバイクが駆け抜けたのに、フネは女に見えたっていったのよ」

「まあ、その格好なら顔はわからないだろうけどさ。女性か男性かくらいは見極められるんじゃないか。身体からだの線が細かったとかさ？」

「身体が細い男だっているわ。それにあのフネがそんな曖あい昧まいな情報だけで決めつけるとはわたしは思えない。バイクは猛スピードで、フネのまえを走り去っていった。フネが見たのはほんの数瞬。普通バイクに乗ってるってだけで、先入観で男をイメージするものじゃない。それなのに女に見えたっていってる。これにはヒントがあると思うの」

「ヒントって？」

「……あ、胸じゃないかな。真っ白いライダースーツを着てた人物は、一目でわかるほど胸が大きかったのよ。だから、フネは女だと思ったんじゃない？」

「ああ、まあ、そうかな。あ、でもエリアス、大事なことを忘れてるぞ。オカマ石せつ膏こうが嘘うそをついたんじゃなければ、噂そん長ちようは胸にコンプレックスがあるはずだ。だから巨乳風邪を起こしたわけだし」

「コンプレックスね……ああ！　わかった。春はる男お、それがずっとわたしは気になってたの。胸が小さくて悩んでる噂長が、みんなの胸を大きくしようっていう考えがどうもよくわからなかったの。自分一人だけ、まわりに不自然に思われない程度にゆっくりと胸を大きくすればいいじゃないって。春男、胸にコンプレックスがあるっていうのを、胸が小さいからって決めつけてたけど逆じゃない？　胸が大きいから巨乳なのが嫌で、しかもある日突然胸を小さくすることもできないから、町中の女性の胸も大きくして、自分の胸を少しでも目立たないようにしたんじゃない」

「うん？　ああ、そうかもしれないな。でも、マボチューにそんなに胸の大きな女生徒なんていたかな？」

「春男、思うんだけどね。噂長はわけわからないことばかりだけど、一貫しているのは噂長は春男のことが好きで、春男に好かれたくて行動してると思うの。春男が見つけやすいようにデマ地伝の応募用紙にニックネームはソンチョウにして、『気分転感』って言葉をつかったのだって、真ま魅みばあちゃんの言葉をつかえば春男に喜んでもらえると思ったんじゃないかな。ってことはね、あのふざけた文体だって春男に好かれようとして、つかってるものだと思うの。意味があるのよ」

「うーん、それはないんじゃないか。意味があるって、例えばただ単に噂長はギャルっぽい子とか、ギャルに憧あこがれてギャル語を無理につかったとか、そんなとこじゃないか」

「え、春男、今、ギャル語っていったの？　噂長の手紙はギャル語を無理につかったみたいだっていったの？」

「ああ、それがどうした？」

「念のため聞くけど、春男のギャルゴってあだ名の由来はマボチュー中のみんなが知ってるの？」

「ああ、どうかな。デマ会に応募用紙を取りにいった時、ひと言話した一年生の女の子は別にぼくを毛嫌いしてるわけじゃなかったから、多分ギャルゴの由来を知ってるのは二年生だけだと思う。おい、エリアス。まさか噂そん長ちようはマボチューの一年生か三年生ってことか？　知りあいなんて全まつたくいないぞ」

「……春はる男お、なんで道徳の先生がいないんだろうね？」

「え、なんだエリアス。急に話題が逸それたな。どうした」

「この異世界には、生徒達たちしかいない。なんで視聴覚室で道徳の授業をしてたはずの先生がいないのかな」

「リュックのなかで聞いてなかったか？　それは道徳の先生が呼びだされて、教室をでていったあとに生徒達でビデオを視聴していたら、この世界に吸い込まれたんだよ。異世界にきてすぐ、フネがいってたぜ」

「じゃあさ、誰だれが道徳の先生を呼んだのかな？」

「ああ、誰かな」

「春男が現実世界で視聴覚室に入った時。もう、みんなは異世界に吸い込まれていたよね。もし誰かに呼ばれていた道徳の先生が、筆箱が残ってるだけの無人の視聴覚室に戻ってきていたら、大騒ぎだよね。授業中に生徒が消えてるんだから。でも、春男が視聴覚室に入った時は道徳の先生の姿はどこにもない。騒がれてもいない。一時間目の授業が始まっている時間帯に校内放送なんてかかってなかったし、直接視聴覚室までいった誰かが、道徳の先生をどこかに閉じこめて、その間に生徒達と春男を異世界に連れていった。道徳の先生を閉じこめた理由は、春男が異世界にいくのを邪魔させないためでしょうね。本来、春男が早退しようとなんかしなければ、道徳の先生ごと生徒達と春男を異世界に連れていくはずだったんだろうけどね」

「でも、もしぼくが早退しようとしないで、授業を受けてる最中に異世界の扉が開こうとしたらさ。大至急物もの干ほし竿ざおを取ってきて、誰かを吸い込ませたりするまえに、あのスクリーンを殴って、プチ神隠しの地伝を解決してたかもしれないじゃないか？」

「噂長は気づいてなかったのよ。春男がハナのことを噂長だと疑っているってことに。だから、噂長は最初にハナを異世界に連れていった。異世界にハナがいたままだと春男が知ったら、春男は絶対異世界にいってハナを救おうとするはずと噂長は考えたのよ。ハナを見捨ててプチ神隠しの地伝を解決しようなんてしないって確信してたの。だって、日曜日の夜九時過ぎに家に会いにいこうとするくらい、春男はハナのことを好きだと勘違いしてる噂長なんだから」

　ガタン。



　エリアスと顔を見あわせる。押し入れのふすまに内側からなにかがぶつかったような音。心臓に悪いぜ。さすがのエリアスもタッチパッドの上でビクッと震えた。

　リュックにエリアスを隠してから、物干し竿を掴つかみ、おそるおそるふすまを開けた。

「うぐっ、んっ、むう゛」

　パジャマ姿のハナが押し入れの座ざ布ぶ団とんの上に寝かされていた。

　口のまわりにはガムテープが巻かれ、目隠しのつもりかオレンジのヘアバンドが目元を覆おおっている。うしろにまわされた手首と、足首にも乱暴に巻かれたガムテープ。

「しっかりしてくれ、すぐだすから」

　急いで押し入れからハナを抱えて、ひっぱりだす。ガムテープを剥はがし、ヘアバンドを外す。足首や手首が少し赤くなっていたが、ケガはしていないようだ。

「……ハナは眠っていたみたいです。た、田た中なか君の声が聞こえた気がして、ここにいるよって暴れてみました」

「ハナ、だいじょぶ？」

　頷うなずいたハナの視線が文ふ机づくえの上に飛ぶ。

「小説読んじゃったんですね。恥ずかしいです。ふふ、それにハナって呼び捨てで田中君に呼ばれたの初めてです」

「ああ、本当ごめん。勝手に見ちゃって。小説を読んでわかったんだけど、ハナは宝ほう明めい院いん真ま魅みの占いを受けたことあったんだね」

　またさん付けに戻すタイミングが難しかった。

「ハイ。小学校六年生の三学期くらいに。実は田中君のおばあさんである宝明院さんにいわれてたんです。いつの日か死んだ人と話せるという予言を受けたってことは、田中君にはいわないでって。宝明院さんには謝らなくてはいけません。結果的にその思い出を小説で書いて、田中君に知られてしまったんですから」

　なんで、ばあちゃんはハナに口止めをしたのだろうか。その予言がぼくの耳に入ると不都合なことでもあったのだろうか。

　ハナはまわりをきょろきょろと見渡し、おずおずといった。

「えーと、あの、新しん藤どう先生はどこにいますでしょうか？」

　やっぱり新藤先生の名前がこのタイミングで、でてくるんだな。ぼくは首を横に振る。

「昨日の夜は田中君がきてくれるっていってくれたから、待っていたんです。パジャマのままでは恥ずかしいから着替えようと思って、どの服にしようか悩んでいました。そこに呼び鈴が鳴りました。あ、田中君がもうきちゃったんだと思って、パジャマのまま玄関の扉越しに声をかけたら、新藤先生でした。どうしたんだろうと思いながら、扉を開けると今まで見たことのない新藤先生がいました。お風ふ呂ろからでたばかりみたいに濡ぬれたままの髪、真っ白なレザーのライダースーツ、顔は化粧っけがなくて、涙を拭ぬぐわないで泣いていました。『ごめんなさいアタシは彼が好きなの、彼のことを想おもうともう自分でも抑えられない』って泣いていました。ハナにこれからきてほしい場所があるって、泣いていました」

　日曜の夜、アポなしで担任が泣きながらやってくる。不思議な話だよな。

「ああ、ハナはさ、それで新藤先生についていったんだ？」

　ハナは会話の質問の答えをすぐにいわないところがある。解答のまえに方程式から話し始めるんだ。

「新しん藤どう先生はよくハナの作文を褒めてくれました。ハナは教科書に載ってる古典や随筆はくわしいけど、それ以外はさっぱりの現国の先生に作文を見せるのが嫌だったんです。だから、現国の授業で作文の提出がある時はいつも新藤先生に先に読んでもらってたんです。新藤先生はご自身も演劇部の戯ぎ曲きよくを書かれていましたから、ハナの気持ちを込めた作文もしっかりとわかってくれました。文法や句読点の打ち方ばかりを気にする現国の先生とは新藤先生は違います。ちゃんと言葉の奥の感情を読んでくれるんです。人との繋つながりについての課題の論文も、一番最初に新藤先生に読んでもらいました。ハナを愛してくれる人は今までもこれからも誰だれもいないと思いますと書いた論文。読み終わった新藤先生は泣いていました。静かに泣いてくれました。新藤先生の涙を見たのはその時以来だったから、ハナはどこに連れていかれてもかまわないと思いました。パジャマのまま、バイクのうしろに乗りました。田た中なか君ごめんなさい、せっかくハナに会いたがってくれたのに。昨日の夜はごめんなさい」

　話のそのあとは途中から予想できた通りだった。

　夜のマボチュー。視聴覚室。白っぽく光り輝くスクリーン。そして、この異世界。

「新藤先生は『もとの世界に必ず帰してあげるから安心して』と、何度もいっていました。それでガムテープでハナを縛りました。新藤先生は一つだけ約束してとハナにいったことがあります。田中君と楽しげに二人っきりでは話さないでと。もしそんな光景を見てしまったら、アタシはなにをしてしまうかわからないからと他ひ人と事ごとのようにいっていました」

　いつのまにか窓の外はしとしとと雨になっていた。しかも風もでてきたようだ。窓の外では、電線が揺れてる。部屋は薄暗くなっている。

「あの、田中君。新藤先生はどうしてしまったんですか？　なにか知っていたりしますか。そこに置いてある物もの干ほし竿ざおは田中君のですよね。それに誰か女性の声がしてましたけど、誰かと電話していたんですか？」

「ああ、全すべてを話すよ。落ち着いて聞いてくれ」

　畳に座っているぼくに、前まえ屈かがみで近づくハナ。

　ぼくの視線が彼女の顔から少し下がった。パジャマのボタンが上から二つ開いていたのだ。情けない条件反射。それに気づいたハナが顔を赤らめる。

「ごめんなさい。服着替えてきます」

　胸もとを見てきた男にも自分から謝るのがハナらしかった。朱しゆ塗ぬりの箪たん笥すから衣類を取りだしている。

「ごめんハナ、ぼくが外にでるよ」

「いいんです。ここにいてください。田中君の話を聞くまえに、なにか飲み物を持ってきます」

　噂そん長ちようへの疑いなどかけず、ハナの小説のファンである友人として、遊びにこれたのならよかったのかもしれない。物干し竿なんてもってくる必要なんてなくてさ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　リュックからエリアスをだす。深刻な声。

「ねえ、新たに疑問に思ってることがあるんだけど」

「なんだい？」

　新しん藤どう先生が噂そん長ちようだって導きだしたエリアス。なんだって聞かせてほしい。

「なんで真ま魅みばあちゃんは、ハナにいつの日か死んだ人と話せるって予言できたのかな？」

「えっ、それは真魅ばあちゃんは占いが得意だからじゃないか」

「その占い結果って、変じゃない？」

　エリアスはどこに違和感を覚えているのだろう。頭に自信のないぼくは素直に続きを待った。

「真魅ばあちゃんは占いによって、未来が見えたりする能力があったのよね。真魅ばあちゃんから春はる男お宛あてに残された手紙には、春男が自分のあとを継いで、地伝を解決する役目を担うと書いてある。これは占って予見したというより、真魅ばあちゃんは、春男に地伝を解決する力を感じていたからだよね。それで自分が死んだら、春男の能力が開花するとわかってたんだと思う。だからそれは別に予言じゃないわよね。用意してあった手紙も、別に死ななければ回収すればいいだけの話だから。真魅ばあちゃんは噂長と戦って、自分が万が一死んだ時のために遺書のような手紙を用意しておいたんだなって思ってたの。でも、わたしのその考えは違ってたみたい」

　エリアスの顔はこれ以上ないほど悲しそうだった。つらいことを口にしようとしてるのが見て取れた。いつのまにか窓の外の雨脚は大雨といっていいほど勢いを増している。どんどん強くなる風はガタガタと窓ガラスを震わすほどだ。

　エリアスの声はその窓ガラスのように震える。

「真ま魅みばあちゃんは噂そん長ちようと戦ったら１００％負けるとわかっていて、それでも戦いにいっていたのね」

「え、なんでそうなるんだ？」

「真魅ばあちゃんが春はる男おに宛あてた手紙は、噂長を倒しその必要がなくなったら回収できる。だけど、占いと人生相談のお客さんであったハナにいった言葉はそれとは意味が違う。あとからやっぱり違いましたって訂正なんかできない。本当にそれは予言だよ。小六の三学期のハナが真魅ばあちゃんから予言を聞いたってことは、まさに噂長と戦う直前。予言するなんて変だよ。だって、自分がこれから戦って、噂長を倒せれば地伝はもう起こらなくなるはずでしょ。なのに、占いでいつの日か起こるだろうバリ４の地伝のことがわかってる。それなのに噂長と戦いにいく。地伝がなくなっていない未来をわかってたのに。春男にはバリ４の地伝をどこで知ったのかいわないでと、ハナに真魅ばあちゃんがお願いしたのはそういうことだよ。真魅ばあちゃんは、噂長に負けるってわかっていて、戦ったんだわ」

　衝撃的な仮定だったが、それでしか説明がつかない気がした。ばあちゃんはなぜ、自分が勝てないとわかっていてもなお、戦いにいかなきゃいけなかったんだろう。わからないのはそれだけだ。

「エリアス、またバリ４で真魅ばあちゃんと喋しやべりたいよ」

「うん。思う存分、長電話して」

　ぼくは気がついたらエリアスを両手で抱きかかえていた。誰だれかの身体からだの熱に触れてないと、ぼくの身体は凍りつくまで体温が下がってしまいそうだったから。

「ちょ、春男、足音っ」

　エリアスの慌あわてた声。反応が完全に遅れた。ばあちゃんのことを思いだして、感傷に浸り過ぎていた。

　静かに障しよう子じが開かれる。

「あ、田た中なか君。それは」

　ワンピースドレスを着たエリアス。そのエリアスを抱きかかえるぼく。これからハナに地伝や噂長の話をするのなら、エリアスの存在を隠さなくてもいいのか。いや、隠してたほうがいいのか。そうやって悩んだことで、また反応が遅れた。強こわばったようにぴくりとも動かないエリアスは、完全に人形だった。こういう時のぼく達たちは人形とドール愛好家のふりをすればいいんだっけ？

「いや、その、大事にしてる人形でさ。あは、ははっ」

　乾いた笑い。ぼくに芝しば居いは無理のようだ。

「そ、それは、き、着せ、着せっ、着せ替え人形ですよね？」

　ハナのわなわなと震える声。髪の伸びる市松人形でも見るようだ。

「さ、三回も着せたらかなり厚着だね。そう、着せ替え人形。結構かわいいよね。ははっ」

　つまらないツッコミを入れてる場合じゃないよな。ハナは一歩も部屋に入ってこようとしない。ドール愛好家はギャルゲーゴッドよりやばそうだ。でも、ハナがぼくから離れた理由はそういうことじゃなかった。

「田た中なか君もハナを着せ替え人形にしたいんですか？」

　なんでそんな飛躍したことをいうんだと思った直後、わかった。ハナが祖父にされてたこと。着せ替え人形は彼女の一番デリケートなところを刺激する。

「冷静に聞いてくれ。ハナにそんなことしようなんて思ってないんだ」

「嫌っ、こないでください」

　ハナが両手で支えるお盆が揺れる。ティーカップに入っているのは紅茶だろう。いい匂においがしていた。

「田中君、一人称がハナの女性に、男性がハナと呼び捨てで呼ぶ意味を知っていますか？」

　ハナと呼び捨てにする意味？　ハナとの会話のキャッチボールは、時にワンバウンドやフライが混じる。会話のボールは今どこに飛んできているのか。

「いや、ごめん。知らないんだ」

「それは恋人同士という意味です。既婚の女性はハナという一人称をつかってはいけないので、男性でハナって呼んでいいのは恋人だけなんです。ハナは一昨日おとつい、田中君につきあってくださいと気持ちを伝えました。今、ハナと呼んでくれているのは交際に対する答えじゃなかったんですね。昨日の夜、田中君はハナのことをムチャクチャにするといって電話を切りました。ハナは田中君にだったら、怖いですけどなにをされてもいいと思いました。田中君の彼女になれるんなら、なんだって平気です。でも、着せ替え人形にされるのは嫌です。それだけは嫌です」

　ハナは興奮していた。泣きそうになってる。ぼくは落ち着いてもらおうと思って、彼女の手を掴つかもうとした。それがよくなかった。ぼくの手を払って、ハナは廊下を駆けていく。

　ハナを追いかけようとすると、窓の外で雷が鳴った。爆発したような音。真ま幌ぼろ市の外れのどこかに落ちたみたいだ。

　ぼくの手から飛びだしたエリアスは、窓際に素早く移動する。精いっぱいの力で窓を数センチ開ける。雨に濡ぬれた空気と冷たい強風。

「なに、この天気。つい三十分くらいまえまでは軽く30度を超えてたのに、今は10度もないくらいじゃない。夏から一気に冬になったみたいだよ……えっ？」

　二階の窓際から空を見ていたエリアス。その視線が下に向いた瞬間、小さな背中が硬くなった。

「エリアスどうしたんだ？」

「ねえ春はる男お。この家って、ハナと入院しているおばあちゃんの二人暮らしだよね？」

「うん、そうだけど。それがどうした」

「敷地内の庭にね。ハーレーダビッドソンが停とめてあるんだけど。あんなバイク、あったっけ？」

　バイクだって？

　窓際に移動しようと腰を浮かせた時、その音を聞いた。

　ズボ。ズボ。

　張り詰めたなにかを無理に破ったような不穏な音がしたほうを反射的に見た。ギョッとした。障しよう子じ紙がみを破って金色のネイルが施された細い指が二本、伸びているのだ。

　声がでない。風と雨と、エリアスの息を呑のむ音だけ聞こえた。

　音もなく二本の指が障しよう子じの向こうに消えた。ぼくの座った位置からは、障子紙の穴の向こうに廊下の天井が見えていた。その穴に縁を白く塗った黒い碁ご石いしのようなものが二つ現れた。そして、それが人間の目であることに気づいた。

　障子の穴から、穴ぼこみたいな暗い瞳ひとみ。動かない眼球は、まるで障子の穴にはめ込まれたみたいだった。

　障子一枚を隔てたところから、外の豪雨のようなたっぷりと湿った声が届いた。

「ハぁルぅオぉくぅん、見ぃつぅけぇたぁ」



　たったひと言でイカれたやつだとわかった。小さな母音をしっかり発音してくる女の声は狂気でイントネーションがムチャクチャだ。身体からだ中に恐怖が巡った。動けない。薄い障子の向こう側にバケモノがいる。奥歯がカスタネットのように鳴る。

「春はる男お！　物もの干ほし竿ざお！」

　エリアスの声で金縛りが解けたようだ。ぼくは物干し竿を強く握にぎる。自分の武器が頼りなく見えた。もともと物干し竿なんて、大した武器じゃないんだけどさ。

　ひりつくような緊張感をまとって障子は、ゆっくりと開かれる。ダムが決壊したみたいだ。溢あふれて流れきたのは濁流になった水ではなく、異常な感情の渦。

　バケモノの着る真っ白いレザーのライダースーツは濡ぬれていた。板張りの廊下の足元には水みず溜たまりができている。ヘルメットはしていない。水が滴したたる髪は、禍まが々まがしい蛇のようにライダースーツの肩口にべったりと張りついている。真っ白い肌、ケチャップでも塗られたかのような毒々しい赤い唇から、甘い声。

「うふふっ。こぉんにぃちぃはぁ。もう担任として会ってるんじゃなくて、一人の女として会いにきたから、田た中なかクンじゃなくて、ハルオ君って呼んでいぃいぃかぁしぃらぁ？」

　噂そん長ちようがぼくに向ける表情には絶対的な好意が見える。ぼくはこの人に異常なまでに愛されているということが、一目でわかった。

「小さな母音を目一杯発音するのはやめたほうがいいぜ。気味が悪いよ。新しん藤どう先生が噂長だったんだね」

　声を震わせながら、軽口を叩たたいた。

　新しん藤どう先生の姿をして、新藤先生の声をしている目のまえのバケモノは、おそらくぼくが戦ったことがないほどの強さを秘めている。これが噂そん長ちよう。まるで空腹のライオンの檻おりに丸腰で入れられている気分だ。肝試しって騒ぎじゃない。肝を食べられちゃいそうだ。

「うふっ、ごめんね。やっとハルオ君とこの異世界で会えたから、うれしくて声が震えちゃったわ……うーん、堅い敬語じゃない言葉で話してくれるのはうれしいわ。でも、その噂長っていう堅い呼び方はやめてほしいな。香か奈な子こって呼んでくれないかしら？」

　噂長は裸足はだしで、畳をペタペタと音を立てながら歩いてくる。ぼくは皿の上に盛られたエサになった気分。肉食動物が舌なめずりしながらやってくる数歩。

　ぼくは握にぎりしめた竿さおに思いの全すべてを爆発させた。ばあちゃんの仇かたき。歌沫姫うたかたひめのコトリ。一年半以上もひとりぼっちだった妃き唯い。

　全部この目の前にいるやつのせいなんだ。怯おびえていたら駄目だ。恐れていたら駄目だ。

「ぐああああ！」

　人外の存在を近くに感じているぼくの大だい臀でん筋きんはバネだ。畳がトランポリンにでもなったように、屈かがんだ姿勢からそのまま跳びあがる。右手に持つ全長４７０㎜の物もの干ほし竿ざおを、ビリヤードのキューのように噂長の顔に突きだした。

　噂長は仁王立ちのまま、手をぶらんとさせた姿勢。物干し竿が噂長の顔にめり込んでいくと思えた瞬間、コンクリの壁にでもぶつかったように竿が止まった。噂長が大きく開けた口で竿をがっちりと噛かんでいる。上の歯と下の歯はペンチみたいだ。押すことも引くこともできない。

　そして、竿の先は噂長の口で砕くだかれた。ステンレスの竿がまるでうまい棒みたいだ。

「もう、ハルオ君ったら、せっかちさんね。もう、アタシとヤりたいの？　でもどうせ口に突っ込んでくれるなら、竿なんかじゃないほうがいいんだけどね。うふふふっ」

　ちょっとタレた目でウィンク。咀そ嚼しやく力だけじゃなく下ネタもイケるようだ。新藤先生の目の形がよくわかった。いつものようにメガネをかけていないからだろう。

「随分品のない、直接的な下ネタね。そんな誘い文句なんかに、うちの春はる男おがその気になったりしないわよ。そんなにヤりたいんなら、物干し竿でもアソコに突っ込んで一人でしてればいいんじゃない」

　下ネタには超ちよう弩ど級きゆうの下ネタで返すことを信条にしているエリアスが窓際で、黙ってるわけなかった。下ネタのカウンターパンチ。噂長の顔が正気を失ったように歪ゆがむ。さっきより近くでまた落雷。一瞬窓の向こうが明るくなって、遅れて轟ごう音おんが届いた。

　生徒思いの優しい新藤先生はもういないようだ。見たことがないほど、恐ろしく冷たい目をエリアスに向けた。

「黙れよクソ人形。オマエが一番ムカつくのよ。ハルオ君の側そばにいつもいやがって、弱っちい人形のくせによ。今、アタシはハルオ君と話してるの。黙ってないと首をもぐわよ」

　ぼくは折れた物干し竿の先を噂長の喉のどもとに向けた。

「おい噂長。エリアスに手をだしたら、ただじゃおかない」

「どぉうぅしぃてぇなぁのぉ？」

　噂そん長ちようの声に狂気が返ってきた。物理的な圧力を秘めてる。獣の咆ほう哮こうのように相手を怯おびえさせる。思わず噂長の喉のどもとに向けた竿さおを降ろしてしまう。

「どうして、そんな人形を大事にするのかしら？　そんな小さな身体からだの女なんて、ハルオ君と愛しあうこともできないじゃない。クソ人形のエリアスなんて、ダッチワイフ以下じゃなぁいぃのぉ」

　噂長は廊下に置いていただろうフルフェイスのヘルメットを掴つかむと、それを折り紙のように小さく畳んでいった。嘘うそだろ。バスケットボールくらいあったメットが、ソフトボール並みの大きさになった。

「おい、エリアスに謝れ。エリアスを傷つけるようなことをいうな」

「香か奈な子こって呼んでぇよぉ。アタシ以外の女を大事になんかしぃなぁいぃでぇよぉ。アタシ傷ついちゃうぅよぉお」

　メットのソフトボールがゴルフボールくらいに縮小された。

「おまえなんて傷つけばいいんだよ」

　先端を噛かみ砕くだかれ、尖とがらせた竿を振り上げた。噂長の狂った脳天に叩たたき込んでやる。

　噂長の悲しそうな微笑ほほえみ。噂長の手元が見えた。ビー玉ぐらいのなにかを握にぎってる。それが元ヘルメットであったことに気づいた時には、遅かった。噂長が親指を弾はじく。ネイルの施された爪つめがビー玉を弾丸に変えた。振り落ろすモーションに入った竿に衝撃。弾丸はぼくの手から竿を弾き飛ばした。

「ぐゔっ」

　声が漏れた。直接、攻撃をくらったわけじゃないのに右手が痺しびれるように痛む。竿は粉粉になり、ステンレスの雪を畳の上に降らせた。天井には小さな穴が出現してる。どうやら噂長は自分の手から弾丸どころか、大砲が発射できるようだ。

「春はる男お！　ダイジョブ？」

　武器である物もの干ほし竿ざおはなくなり、噂長の力をまざまざと見せつけられる。ぼくはどこかにケガを負ったわけでもないのに敗者のような心境。心が折れちゃ駄目だ。絶望的な状況の一歩手前でも。

「平気だよエリアス。だいじょぶだ」

　大丈夫だと思えない状況でも、だいじょぶと軽くいう気持ちは必要だよな。校内マラソン大会の最中は弱音を吐くけど、戦いの最中に弱音は吐きたくないんだ。

「ハルオ君、戦いなんて美しくないわ。そんなのやめましょうよ」

　噂長の審美眼には興味なかったが、疑問が生まれた。

「ぼくと戦うために、こんな異世界くんだりまで、ぼく達たちをわざわざ招待したんじゃないのか？」

　噂長は顔を綻ほころばせた。新しん藤どう先生が忘れ物をした生徒に対して「しょうがないわね」と注意するくらいの、優しい笑みだった。

「ハルオ君は堪たまらないほどカッコイイから、これからいろんな女に出会って、いろんな女にメチャクチャ好かれて生きていくと思うの。それはハルオ君がアタシの彼氏になっても、アタシと結婚しても、アタシがハルオ君の子どもを産んでも、アタシとハルオ君の孫ができても、きっと変わらないわ。アタシはもう、ハルオ君がアタシ以外の女と話しているのを見るのが嫌なの。アタシの見ていないところでアタシ以外の女と話しているのも嫌なの。ハルオ君のことをアタシ以外の女が話しているのも嫌なの。ハルオ君の瞳ひとみにアタシ以外の女の姿が映るのは嫌なの。ハルオ君が吐いた二酸化炭素をアタシ以外の女が吸うのは嫌なの。この異世界は、ゆっくり死後の世界に向かっているわ。あと二日くらいであの世に辿たどり着く。ねーえ、ハルオ君を完全に独占するのがアタシの夢なの。ハルオ君とアタシの人生の最後を一緒に過ごしましょう。一緒に心中しましょう。あの世なら、アタシ以外の女にハルオ君を奪われる心配をしなくて済むわ」

　犯行動機もイカれてる。

「ハルオ君」と「アタシ」ばかりが登場する話に腹が立った。

「噂そん長ちよう、それはどういうことだよ？　ぼくと心中したいんなら、クラスメイト達たちは無事にもとの世界に帰すのか？」

「ええ、ハルオ君しか必要ないからね。他ほかのみんなには現実の世界に帰ってもらうわ。アタシとハルオ君の間を邪魔さえしなければ危害は加えないつもりよ」

「ってことは、もしぼくがおまえと心中してやるっていったら、みんなは助かるんだな」

「なにいってるの春はる男お！」

　エリアスの叫さけび。噂長のタレ目が色っぽさを漂わせる。エサの匂においを嗅かぐ獣の顔。

「いいわよ。うふふふっ、みんな助けてあげる。あ、でも。ゆかりちゃんの歌沫姫うたかたひめの地伝は解決しないわね」

「どういうことだよ？」

　噂長をまえにして、確かに今のぼくは怖おじ気けづいている。でも、エリアスやコトリのことを噂長の口からいわれると、怯おびえは一時的に麻ま痺ひする。きっとライムやかま子こやクラスメイト達のことをいわれてもそうなるだろう。

「アタシがいたまま、この噂そん長ちようの世界ホームがあの世に辿り着けば、これから先はなにも地方都市伝説は起こらないわ。でも残念ながらね、今まさに起こっている地伝はそのままなのよ。だから、ハルオ君が地伝の元凶を物もの干ほし竿ざおで成仏させない限り、その地伝は続く。ゆかりちゃんはこのまま歌い続ければ声を失うわ。ハルオ君が物干し竿でアタシの地伝の力を成仏させることができれば、今起こってる地伝も無事治まるんだろうけどね」

「なんでコトリさんを地伝の元凶にしたんだ？」

　噂長に会ったら、是非聞いてみたい質問だった。

「ゆかりちゃんはハルオ君のこと好きだったからね。天然でかわいいゆかりちゃんのことをハルオ君が好きになったりして、両りよう想おもいになって恋人同士にでもなったら最悪だから。ハルオ君のことを愛してるなんて、生意気だし、目障りだから、地伝の元凶にしたのよ。演技も歌もすごく上う手まい子だから、声を奪ってやればいい気味でしょ」

「なにいってんだよ？　コトリさんがぼくのことを好意的に想おもってくれてるのは、地伝の元凶や蜚ひ子ごのような人外にさせられたから、その影響だろ？」

　噂そん長ちようは血のように赤い唇を大きく開いて笑った。

「ふふふふふふっ、ハルオ君そんな下へ手たな演技なんかアタシには通用しないわよ。ゆかりちゃんは、小学二年生の時からハルオ君のことをずっと片かた想おもいじゃないの。ゆかりちゃんから聞いたわよ。小学二年生の時、ハルオ君は新入生を迎えるレクレーションの劇でセリフの一つもない大きな木の役を演じたんだったのよね。幕が開いてから閉まるまで、ずっと両手に枝を持っている役。ハルオ君は必死にその役を演じていた。汗かきながら、笑いながら。その木は、人々に幸せを与える大木という設定だったから、笑ってなくてはいけなかったらしいわね。腕がつらいのに、ずっと笑ってたそうね。最後は疲労のせいでハルオ君の笑顔がひきつってたらしいけど、その姿にゆかりちゃんは感動したそうよ。ゆかりちゃんが一番好きな役者さんは小学二年生の時の春はる男おくんなんだって。演劇のきっかけをくれた人、それから春男君がずっと好きって、ゆかりちゃんはうれしそうにアタシに話してくれたわ。忘れられないわよねこんな話。だって、ハルオ君は女子の誰だれからも好かれるどころか、嫌われてたからアタシは安心してたのに。だから、ゆかりちゃんをまず蜚子にしたわ」

　昨日、まや女子の演劇を観みにいったコトリがいっていた小学二年生の時に観た役者の話を思いだした。それに、随分まえの記憶が鮮やかに蘇よみがえった。しりとりの地伝の舞台になった真ま幌ぼろ市民ホールの階段の踊り場でのやりとり。コトリは、二年生になってすぐ、ある人を好きになったという話。

　笑いたくなった。

　コトリのいっていた二年生というのは、中学二年生のことじゃなく、小学二年生だったなんて。人外になるまえから、ぼくのことを好きでいてくれたなんて。ぼくのことを好きだったばかりにコトリは声を奪われそうになってるなんて。

　今度は泣きたくなった。

「アタシはさ、ハルオ君のこととなるとね。もう、まともな判断なんてできないのよ。ハルオ君、あんな天然のポケポケした子のことはどうでもいいから、アタシとの今後について話し合いましょうよ」

　武器はもうなかったが、噂長のおしゃべりは聞いてられなかった。

「もう話はうんざりだよ。コトリさんはな、おまえのことをとっても優しい先生だと、思ってるんだぞ！」

　硬く握にぎりしめた拳こぶしを噂長の顔面に突きだす。女の人の顔を殴るのに抵抗なんて感じたりしない。ぼくは女性の顔を殴るんじゃない。噂長の顔を殴るんだ。

　至近距離からのパンチだったにも関かかわらず、噂長は音のないステップで半歩横に移動。バランスを崩したぼくの拳は噂長の顔の横に流れた。拳を避けられ、まえのめりになったぼくの身体からだが噂長に抱き留められる。耳にかかる甘い息。

「こうしてハルオ君とハグできる日を夢見てたの。ああん、腰が抜けちゃうほどいいわ」

　窓の外のゲリラ豪雨が蛇口を捻ひねったみたいに簡単に止やんだ。それだけじゃない、風は凪ないで、雲はなくなり、強い夏の日ざしが照りつけてきた。薄く開けっ放しだった窓から、暖められた空気がすぐさま入ってくる。信じられない。10度もなかったような外気が、また30度以上に戻ったようだ。

「外の天気がころころ変わるのを疑問に思ってるんでしょ？　この噂そん長ちようの世界ホームの天気や気温は、アタシの心象風景なの。アタシが悲しい時は雨も降るし、気温も下がる。怒った時は雷だってなるわ。逆に嬉うれしい時は一気に猛暑日に跳ね上がるのよ。常とこ夏なつって素敵よね。ハルオ君と抱きあっているんですもの。外は40度をすぐに超えるわ」

　このままでは雨上がりの異世界はミストサウナになってしまう。窓際のエリアスが叫さけんだ。

「噂長、春はる男おから離れなよ！」

　遠くで落雷。噂長の機嫌で変わるなんて、この上ない異常気象だ。

「ぐふっ」

　噂長がぼくを抱き締める腕の力が強くなった。ぼくは立ったまま、首と指の先しか動かせないほどだ。

「ねーえ、クソ人形。今から、アタシはハルオ君とキスをするから、黙って見ていなさいよ。ハルオ君のファーストキスをもらえるなんて、うふふふっ、最高の気分だわ」

　噂長の腕に身体からだを万力のように締めつけられ、逃げられない。窓の外は赤道直下の夏至のようになってる。家々の屋根が火傷やけどしそう。

「ハルオ君、とってもドキドキするわ」

　あと10センチで唇が触れてしまいそうになる距離で、うっとりとぼくを見つめながら近づいてくる噂長の顔にツバを吐いてやった。

「う、くちゅ、んっ、ゴクッ。うふふっ、おいしい。ハルオ君のツバなら大歓迎よ。初めてだから、唇と唇のキスにしようかと思ったけど、ベロベロしちゃおっか？　そうすればいっぱいハルオ君の唾だ液えきが飲めるもんね。おかわりしたいわ」

　噂長は大した変態だった。ほんとにツバに喜んでいるようだ。気温はまた上がったのだろう。窓の外の景色が熱気で揺らめく。ウォーターオーブンのヘルシオのなかに置かれた冷凍食品の気分だ。とびっきり嫌いな女にキスされそうで、ぼくの気持ちは凍りついてる。

「う、ぐっ、うぐ」

「痛いのハルオ君？　ごめんなさいね。我慢してね。腕を解ほどいたら、ハルオ君はアタシとキスしてくれないでしょ？　うふっ、だから強引にしちゃうわ」

　あまりの噂長の腕の力で意識が薄れそうだ。

　それでもやつがぼくの口のなかに舌を入れてきたら、噛かみ千ち切ぎってやる。それぐらいしか、この状況で攻撃方法なんて浮かばない。

「ねえ噂長。春男の唇について、いいこと教えてあげるわよ」

　うっとりとしていた噂そん長ちようの顔が無表情になった。ぼくの肩のうしろのエリアスを見つめる目は氷点下だ。噂長はぼくと話している時は基本的に表情は穏やかだったが、エリアスには態度を変える。

「春はる男おはね、もうファーストキスをしたことあるんだよ。春男の初めてはわたしとしたんだから。最高のキスだったんだからね。あんたの汚い舌なんてお呼びじゃないのよ」

　噂長に真ま魅みばあちゃんが殺されたと知った直後、ひどく落ち込んでしまったぼくを励ますためにしてくれたエリアスのキスが、確かにぼくの初めてだった。

　噂長の顔は初めて引ひき攣つった。ぼくの顔を真正面にゆっくりと捉とらえて、狂気の声をだす。

「ハぁルぅオぉくぅん、ほぉんとぉなぁのぉ？」

「ああ、したよ。おまえに関係ないだろ」

　ぼくは窓の外に不思議なものを見た。つい今まで熱されていた世界が曇に覆おおわれ、雪が降り始めていたのだ。吹雪。落雷。

　薄く開いた窓からは、冷凍庫を開けたみたいに凍った風が入ってきた。一気に氷点下。

「ハぁルぅオぉくぅんはぁ、アぁタぁシぃのぉもぉのぉー」

　一瞬身体からだが浮いた。ぼくの腕ごと身体を抱き上げる噂長。

　つぎの瞬間には、その顔の向こうに天井が見えて、畳の上に倒されたんだと気づいた。涙を目の端に浮かべる噂長は、真っ赤な唇をぼくの唇に押しつけた。

「うっ、あぁ、むちゅ、くぅ」

　むさぼるように噂長の唇がぼくの顔にキスを降らせる。しょっぱい。噂長は泣いてる。粘り気のある温度を感じた。噂長の舌がぼくの顔を舐なめ、柔らかい唇がぼくの唇を吸い上げる。そして、また無数のキスが降ってくる。腕を振りほどこうともがいても、まるで動けない。

「うぅ、んっ、ぁあ、ハルオ君。まだ気づいてなかったみたいだから教えてあげるわ。ハルオ君と今のアタシでは力に差がありすぎるのよ。ねーえ、もしかして、まだアタシに犯されないとでも思ってるのかしら？　アタシがしようと思えば、ハルオ君となんだってしちゃえるんだよ。アタシのことを好きになってくれないなら、ハルオ君の身体を好きにしてやるから。あむっ、うぅ」

　噂長の甘い唾だ液えきでぼくの顔がベトベトになる。悔しくて泣きそうだ。抱き締められた力があまりに強くて、肋ろつ骨こつは折れそうだ。呼吸もしっかりできない。噂長の舌がぼくの口のなかに入ってこようとする。舌で前歯が折られそうだ。ぼくは薄く口を開け、その舌を受け入れると精いっぱいの力で噂長の舌を噛かんだ。残された攻撃はこれしかなかった。でも、噂長はうっとりとした目。強力なゴムを噛んだみたいだ。確かに柔らかいのに、全然歯が食い込まない。一度口のなかに入ってきた舌を追いだすことができない。嬉き々きとしている噂長の顔など見たくなくて、霞かすむ視界で見た天井。そこには、こちらに飛んでくる小さな影。

「春男を犯すなんて無理なのよ。春男のアレが、あんたにおっ立つわけないんだから！」

　エリアスだ。文ふ机づくえにあったのだろうハサミを空中で軽く開いて、刃先を下にし、左右の持ち手に両足を乗せている。

　その声に振り返った噂そん長ちようの顔に、ハサミの先が食い込んだ。

「いやあああああああああああああ！」

　自分の顔を押さえて、呻うめく噂長。抱かれていた腕の力が弛ゆるみ、一気に空気が肺に入ってくる。両腕の先に痺しびれが走る。あまりに強い力で抱きつかれ、血が止められたようだ。信じられないくらい真っ白いぼくの手。長い時間正座したあとに解ほどいた足のように、腕がジンジンと痺れたまま。

「うおおおおおおおおおおおおお！」

　ぼくは仰あお向むけのまま噂長の腹を蹴けり飛ばした。くの字に折れた噂長はそのまま背中から窓ガラスに激突して、吹雪の向こうに消えていった。

　畳には刃の先に薄く血をつけたハサミが転がってる。その側そばのエリアスをすぐさま抱える。

「ありがとエリアス！　まずここから逃げよう！」

　リュックにエリアスをしまい、障しよう子じを蹴破り、廊下に転がりでる。

　ぼくの顔スレスレに透明のなにかが飛んできた。壁に当たって砕くだけたそれはどうやらガラス片。すごいよな。あまりに高速でぶつかったガラスは砕けた瞬間に原形を失い、無数の分子に戻る。透明の霧を一瞬誕生させて、床に落ちることなく空気中に消えた。

「ハぁルぅオぉくぅん、まぁってぇ」

　ガラスの割れた窓際から、真っ白いレザーに数滴の血を垂らした噂長が姿を現す。手にはガラス片。音速のガラスのダーツの第二投の準備はいいようだ。目め尻じりの端が少し切れてる。赤い涙を流す真っ白い顔の女。

「クソ人形の分際でアタシの顔に傷つけるなんて、オマエの顔も切り刻んでやる！　まずハルオ君とキスした唇を千ち切ぎってあげるわ！」

　逃げよう。

　走りだそうとしたところで、ぼくの海パンの太ふと腿ももになにかが生えた。ほんの刹せつ那な。それはガラスの花を咲かせて散っていった。残ったのは刺された鋭い痛み。もつれた足でそのまま廊下に倒れた。ガラスのダーツがくるのは警戒していた。でも全まつたく見えなかった。噂長は腕をつかって投げてない。手首の捻ひねりだけで投げたんだ。

「ぐぅ、うぐ」

　痛みなんてどうでもいい。噂長から逃げなくては。

「ハルオ君、痛いことしてごめんね。でもこうでもしないとハルオ君、アタシを置いていってしまうから。ねーえ、クソ人形が許せないわ。アタシの顔に傷がついちゃったら、ハルオ君に愛してもらえなくなっちゃう。ハルオ君、アタシの顔、きぃらぁいぃにぃなっちゃったぁあ？」

　もともと好きじゃねえよと喉のどもとまででかかったが堪こらえた。

　太ふと腿ももに刺さったガラスは深くはなかったようだが、血が一筋また一筋と身体からだを伝って床に流れていく。廊下で中腰姿勢のまま、頭を働かす。

「その太腿の傷、舐なめて消毒してあげるからぁ、きぃらぁいぃにぃなぁらぁなぁいぃでぇ。ハルオ君の血をちょっと飲んでもいいぃかぁしぃらぁ」

　物もの干ほし竿ざおはない。顔にかすり傷を負っただけの噂そん長ちようはゆっくりとこっちにやってくる。

　全力走は無理でも走れないことはないだろう。まずは、一度撤退して出直すしかない。ぼくとエリアスが噂長のまえから無事に逃げる方法。思いつけ。

「ぼくは全然、嫌いになんてならないよ。エリアスが馬ば鹿かなマネをして噂長の顔を傷つけてごめんよ。でも、噂長が顔でエリアスのハサミを受け止めてくれなかったら、ぼくの顔にくい込んでいたよ。身代わりになってくれて本当ありがとう」

　ぼくは芝しば居いを打つことにした。太腿の痛みから苦しそうな顔はできたし、こんなイカれた噂長に殺されてしまった真ま魅みばあちゃんのことを思いだせば、簡単に涙も流せた。泣いてるのは噂長のためだと思わせればいい、嘘うその言葉を吐けばいい芝居になるはずだ。

「うふっ、ハルオ君うれしいわ。アタシのために泣いてくれてるのねアリガト。優しいハルオ君にお願いがあるわ。クソ人形が許せないの。クソ人形の命をちょうだい」

　ぼくはリュックのなかを覗のぞき込んだ。エリアスはぼくがなにをしようとしてるのか、悟ってくれていた。さすがだ。こちらに裸の背中を見せている。ぼくはその背中をなぞり、電池をとりだした。単五乾電池。エリアスの小さな心臓はほんのり温かい。

「それはなーに？」

「エリアスの心臓だよ」

　ぼくは噂長に電池を投げた。受けとって、しげしげと観察した噂長は微笑ほほえみながら、電池を潰つぶした。

「ねーえ、ハルオ君、電池をまた用意すればクソ人形生き返っちゃうよね？　クソ人形の本体がほしいの」

「そうだな。その綺き麗れいな顔を傷つけるなんて、ひどいことをエリアスはしたんだ。ああ、罰を与えてやってくれ。エリアスを今そっちに渡すから」

　噂長はバイオハザードのゾンビのようにゆっくり歩いてくる。ぼくは、リュックのなかが噂長に見えないようにしながら、人形を取りだした。

　先ほど和室で見つけたエリアスに似ている人形。電池を渡せば、身体も渡せと噂長がいってくるの予想できていた。電池を抜くまでの間にエリアスは、着せ替え人形に自分が着ていたワンピースドレスの早着替えを済ませてる。あっぱれ。

「噂長、いや、今はエリアスの意識がないから、香か奈な子こって呼ぶよ。実はぼくはエリアスに好かれていてとても困っていたんだ。こんな人形、香奈子の好きなようにしてくれ」

　噂長は漫まん然ぜんと笑う。窓の外の雪は止やみ、春のような柔らかな日ざし。わかりやすいやつ。表情を見なくたって、噂長の気持ちがまるわかりだ。嘘のつけない敵。

「うふふふっ、ハルオ君とってもうれしいわ。やっとわかってくれたのね。そんな人形なんて、なんの魅力もないわよね。クソ人形の小さな唇なんかでキスしても物足りないわよね。やっぱり愛しあう二人のキスはベロベロしないと話にならないわよね。そうしないと深い愛を感じあえないわ」

　かなり偏った恋愛論をお持ちのようだったが、ダメだしはもっと余裕がある時にするとしよう。ぼくは噂そん長ちようの舌の感触をなるべく思いださないようにして、作り笑い。

「ああ」

　立ちあがったぼくは噂長に、まばたきすらしない体温のない人形を渡した。ここから逃げるための嘘うそをもう一つ。

「ぼくは香か奈な子こと心中したいよ。ただ、友達にお別れくらいはいいたい。最後に挨あい拶さつぐらいしてきてもいいよな？　明日の朝またこの部屋にくるから、この異世界があの世に辿たどり着くまで一緒に過ごそう」

　噂長はガラス片を人形の頬ほおに当てながら、喜びを顔に満たしている。瞳ひとみは理性を塗りつぶした狂気を帯びてる。演劇部顧問はぼくの下へ手たな芝しば居いを見抜く冷静さを失ってる。

「ええ、当然。お友達と会ってきていいのよ、うふっ。明日の朝ね。とっても待ち遠しいわ。明日いっぱい愛しあいましょうね。最後の日を愛で満たしましょう」

　噂長が屈かがんで、ぼくの太ふと腿ももの血を舐なめようとする。

「ああ。恥ずかしいからやめてくれ。香奈子にはそんな汚いところは舐めてほしくないんだ。香奈子も傷口に絆ばん創そう膏こうかなにか貼はったほうがいいよ」

「うふふっ、心配してくれるのね。アリガト。うれしいわ。明日、汚れのない身体からだでハルオ君を待ってる。実は年齢いうの恥ずかしいんだけどアタシは生まれてから50年も誰だれとも愛しあったことなんてないの。半世紀処女なの。だから初めては上う手まくできるか自信ないんだけど、よろしくね」

　エリアスの電池が抜かれた状態でよかった。半世紀処女。意識があればセクシードールがリュックのなかで爆笑してたかもしれない。きっとエリアスが大好きなネーミングセンス。噂長のキャッチコピーにするだろうな。

「香奈子みたいな綺き麗れいな人と愛しあって死ねるなんて、ぼくは幸せものだな。じゃあね」

　たとえ嘘のセリフでもエリアスに聞かせられないよな。噂長以外に聞かれていないから、辛うじていえた。愛しあって死ねる。演技じゃなくても、好きな子に対してじゃなくても自然に顔なんて赤くなってしまう。クサいセリフだ。

　香奈子のキスを頬に受けて、ぼくはハナの家をでた。外はまた猛暑日に逆戻り。熱を持つ太腿は歩くだけなら、なんとかなった。

　電池を調達するため、ショッピングセンター・サミーに向かうことにした。エリアスに命を戻すためだ。



    

  
    
      


第八話　エリアス





「芝しば居い上う手まくいったみたいね。さすがコトリに演劇のきっかけを与えた憧あこがれの役者だわ」

　サミーの家電コーナー。電池を体内に戻したエリアスは今どこにいるか把握したあと、拍手をした。大型ショッピングセンターの一角で意識が覚かく醒せいする。ちょっとすごい目覚め。

「わたし、もう二度と起きられないかと思った。春はる男おの名演技にアカデミー賞あげる。身代わりになってくれたあの人形には、かわいそうなことしちゃったけどほんとに感謝だわ」

「ぼくの大根芝居も見抜けないほど、盲目になってる噂そん長ちようにラズベリー賞をあげてくれ」

　レジカウンターにティッシュを敷いた上で、俯うつぶせのエリアスは笑い声をあげる。その小さな身体からだが振り返りそうになって、ぼくは慌あわてた。背を向ける。

「あはっ、服着てなーい。背中に電池入れる時、わたしの裸見ちゃった？」

　いたずらっぽい声が背中に当てられる。

「だって、しょうがないだろ。リュックのなかでエリアスが全裸でいたんだから。まえは見てないよ」

「それは身代わりになってくれた人形に、ワンピースドレスを着せただけだとまずいでしょ。それじゃあ、まるでわたしノーパンノーブラだったって思われちゃうから。ディテールは大事なの。あははっ、でもわたしは春男のまえを今日はしっかり見ちゃったから、お互い様って感じね。わたしは胸だけじゃなく、お尻しりも自信あるから平気よ」

「平気ってどういうことだよ」

　無人のショッピングセンターの静寂を追い払うように、二人で笑った。いま、生きてることに笑った。

　明日の朝までに戦う準備をしなくてはいけない。勝算を見いださなきゃいけない。

　噂長との力の差は歴然。エリアスだって、ほんとは怖がってるんだ。ただ、平気なふりをするためにどこまでも軽い口調で話す。重い話をしたら、どこまでも落ちていきそうだったから、ぼくも軽い調子で話す。

「わたし、着替えるね」

　背中を向けたまま、リュックをレジカウンターに置いて五分。衣きぬ擦ずれの音が止やんだ。

「はい、もういいよ春男」

　レジカウンターの上には薄い桃色の着物姿のエリアス。綺き麗れいだった。

「どう？」

　女の子に綺麗っていうなんて、恥ずかしくていえなかった。命がかかっていたらいえそう。さっき噂長にいったみたいにね。

「よく帯を自分で巻けたな。さすがエリアス、なんでもできるな」

　エリアスはその矢先、留め具を外し、帯の端をひらひらとさせる。

「お代官様お許しください、あぁーれぇーっていう定番のいっとく？」

「ははっ。いや、いっとかないよ」

　20センチのエリアスの帯を勢いよく引いたら、コマ回しのようにエリアスがその場で高速スピンを決めちゃいそうだからな。



　ぼくの太ふと腿ももの消毒にマキロンを塗って、包帯を巻いた。ドラッグストアの隣は在庫一いつ斉せい処分中のスポーツショップ。

「わがままを一つだけいわせて。わたしプールに入りたいの。でもマボチューのプールは入れないでしょ。だから、あれがいい」

　売り場のワゴンにあったビニールプール。

「りょーかい。着物の似合うお姫様の願いを叶かなえるよ」

　ぼくは直径80センチの円形プールをポンプで膨らませる。きみはぼくとエリアスを見て、ビニールプールを膨らませてる場合じゃないんじゃないのと思うかもしれない。気があうね。ぼくもそう思うよ。ビニールプールを膨らましてる場合じゃないよなって。でも気づいたんだ。優しいエリアスがぼくを励まそうとして、わがままをいっていることにね。あまりの強さの噂そん長ちように、泣きだしたくなるこの状況から気持ちだけでも救いだそうとエリアスがはしゃいでいるんだ。問題はなにも解決しないが、プール一つで少し気持ちが軽くなるのなら、それでいいんじゃないかな。現状を打破するいいアイディアってのは、リラックスしてこないとでてこない。ぼくもエリアスも神経が図太いのかもしれない。

　死ぬ気でリラックスだ。



　水は常温で積まれたミネラルウォーターを入れた。ボルヴィック、エビアン、水彩の森、コントレックス。五千円分くらい適当に注いだ。スペシャルブレンド。豪華なプールは売り場のど真ん中に完成。スポーツショップの試着室で着替え中のエリアス。試着室のカーテンの下から、エリアスの身体からだは丸見え。まるで隠れてない。だから背を向けて待つぼく。目に入る特価品。バッティンググラブ半額。ライムに買っていってあげようかな。誰だれかへのプレゼントを無断で持っていくのは気が引けるから。

「春はる男おこっち見て。どうセクシーになってるでしょ。エッチぃ感じになってるでしょ？」

　試着室から降り立ったエリアスの水着は、とっておきのシジミの貝殻ビキニだった。思わず赤面するぼくはエリアスに促されるまま、その身体を両手で抱えた。宍道湖しんじこ産のシジミの小さな貝では隠せない下乳。

「ああ、月刊セイジュンより刺激的だ」

　ぼくの手のひらで寝っ転がるエリアスは、その言葉に満足したようだ。零こぼれるほどの笑み。ぼくはたまらず苦笑。貝殻ビキニのうしろはやはりハイレグなのだろう。手のひらに感じるエリアスのお尻しりの感触。

「そうなのよ。刺激的でしょ。露出度さえ多ければエロいなんて考えてるやつは初心者もいいとこなのよ。だからこの水着は完かん璧ぺき」

　なんの分野の初心者なんだ？と聞く代わりに、完璧ってどういうことなのか聞いた。

「露出度だけにこだわるなら、シールでも局所に貼はっておけばいいでしょ。貝殻ビキニは激しくなんて動いたら、すぐポロリしそうっていう危なっかしさが最高に完璧でしょ」

　エロについての座談会を開催するのが夢だというエリアスが、ミネラルウォーターのプールのなかではしゃぎながら、エロの美学を語り始める。床に座って、プールを眺めていたらエリアスが細い足で水面を蹴けって、ぼくに水を飛ばす。

「あはっ、春はる男おも濡ぬれた。悔しかったら、そこの水鉄砲で反撃でもしてきたら」

　初めての水遊びにすっかりご機嫌のエリアス。ぼくは売り場のワゴンの端にあったプラスチックの水鉄砲を手に取った。不意にエリアスの元気な声が背中に届いた。

「春男、好きだって伝えていいんだよ」

「うん？」

「驚きだったけどコトリは春男のことをもともと好きだったみたいだしね。これでなんの問題もなくコトリとつきあえるんじゃない。わたしに気をつかったりしないでいいからね」

　今までやたらはしゃいでいたのは、こんなことをいうための助走だったんだろうか。

「シジミの貝殻ビキニ着てるくせに、しんみりしたこというなよ」

　ぼくは水鉄砲を発射した。驚いた。ちゃちなピストル型のくせにやたら水圧が強力だった。シジミが三枚舞った。

「やあん、春男に顔射されちゃったぁ」

　その下ネタがいいたくて、ぼくに水鉄砲をつかわせたのだろう。

「春男なんであっち向いてるの？　こっち見てよ。あっ、いやん。ポロリしちゃってる。春男のエッチ！」



　膝ひざまである海パンは包帯を巻いた太ふと腿ももを隠してくれたが、ジンジンとした痛みはそのまま。地伝の元凶を近くに感じている時のぼくの回復力に期待するとしよう。コトリと妃き唯いの側そばに戻ろう。ということでエリアスとサミーをでた。灼しやく熱ねつのコンクリの通学路がフライパンみたいな熱を持って、ぼくをジュウジュウと焼く三時過ぎ。

　脱水症状にならないために、途中で入ったコンビニでアイスやジュースを調達する。無断で商品を持ち出すのはどうも慣れないよな。



　マボチューに着いて驚いたのは、プールにほとんどクラスメイトがいないってこと。

　プール際のチェアにバスローブを着て、寝っ転がる美男子に聞いた。

「おう、田た中なかじゃないか。見てくれよこのバスローブ。優雅っぽいだろ。女の子の一人が俺おれに似合うと思うよってくれたんだ。あと、このワイングラスに入ってるのはグレープフルーツジュースだぜ。田中も飲むか？」

　首を振る。バスローブとワイングラスに関するツッコミも後回しだ。コトリがどこにいったか聞く。

「ああ、小鳥遊たかなしなら体育館だよ。さっきさ、急に雨が降ったり、寒くなったり、雷は鳴るしで、雪まで降っただろ。それでなんかこの異世界が怖いとかいいだしたやつらがいたんだ。東ひがし舟ふな道みちがいっていた通り地伝はいずれ終わると思うけど、さすがにヒーローなんかいないだろうしなっていってるやつばかりだしな。で、そんなみんなの不安が不思議と小鳥遊の歌声を聞くと、なくなってったんだよ。だから、今は体育館で小鳥遊のコンサート中」

　ぼくはプールを見まわした。男子は桑くわ島しまだけだ。女子は桑島のことが好きな何人か。

「桑島、おまえは不安になったりしないのか？」

「そんなのしねえよ。田た中なか知ってるか？　地球温暖化って言葉があるんだぜ。異世界だって、異常気象の一つや二つあるんじゃね。別に雪や落雷を初めてみたわけじゃないしさ」

　お気楽な桑島。見習いたいくらいだ。

「田中、また雪降ったらさ。プール遊びはやめて、雪合戦しようぜ」

　そんな声を背中に聞きながら、ぼくは体育館に駆ける。



「ギャルゴくん、どこいってたんだい？　小鳥遊さんの歌声とっても素敵だったよ」

　体育館の入口では草そう一いちが夢見るような顔でやってくる。体育館では女子も男子も水着のまま、悩みなんてない顔でうっとりとしている。

「ギャルゴくんごはん食べた？　遅い昼食だけど、コンビニのおにぎりとかならあるよ。レトルトのお味み噌そ汁しるとかも」

　体育館では食事も用意されてた。そういえば、今日はアイスやジュースばかりでまともなものを食べてない。

「いや、メシを食べてる場合じゃないんだ」

　草一は困ったような顔をすると、すぐさま３５０mlの魔法瓶といくつかのおにぎりを持ってきてくれる。コトリはどこにいる。

「なんだか怖い顔してるよギャルゴくん。お腹なかすいてたらよくないこと考えちゃうよ」

　思わず受けとってしまった。

「ありがと草一。あ、そういえばハナってマボチューにいるかい？」

「え？　ハナさんって今日は学校休んでるから、もともと異世界にきてないんだよね？」

　ハナはマボチューに戻ってきてないのか。どこにいるんだ。ぼくは魔法瓶とおにぎりをリュックに入れた。コトリの姿を壇上に確認。太ふと腿ももの痛みを無視して走った。



「春はる男おくんだぁ。待ってたよっ」

　てるてる坊主のバスタオルを被かぶったコトリの手を取って、ぼくはステージの袖そでに引っ張ってく。クラスメイト達たちはすっかりコトリの歌に癒いやされていたようだ。またプールで遊ぼうぜ。せっかく異世界にいるんだから遊ばないと損だよ。ヒーローなんかいないけど敵なんかいないから大丈夫だよな。そうだサミーにあった花火しようぜ。そんな声がして、みんなは体育館をでていく。そういえば妃き唯いの姿がない。どこにいってしまったんだ。

「春はる男おくんどうしたのぉ？　怖い顔して、コホッ」

　二人っきり。薄暗いステージ横。

「コトリ、喉のどだいじょぶか」

「うん、ちょっとムズムズするだけ。うぅ、ゴホッ」

　咳せき込こむコトリを見るだけで、心のどこかが締めつけられた。いうしかないと思った。

　いったらどうなるか、もう考えられなかった。

「声を失う歌姫の地伝があるよね。歌沫姫うたかたひめはコトリなんだ。コトリ、歌うのはやめてくれ。このままじゃ、声を失ってしまうんだ」

　息を呑のんだのはコトリだったのか、リュックのなかのエリアスだったのかわからない。

　ごくごく短い沈黙のあと、コトリがいう。

「そうだったんだ。そっか、そうだったんだ」

　コトリの顔は舞台女優のものになっていた。強くて、なにかを決意した顔。

「そうなんだよ。だから、歌うのはやめてくれ。きっとその地伝だってさ、みんなはあまり存在を信じてないみたいだけど、どっかのヒーローが解決してくれるよ」

　コトリが嫌いや々いやをする。歌、舞台、お芝しば居い。素直なコトリを頑固にさせるもの。

「春男くぅん、ごめんねっ。私歌うのはやめられないかなっ。みんな、いつかは帰れると思ってるみたいだけどね、それでもこの異世界にいることに不安があるみたい、さっきみたいに急に天気が悪くなっちゃったりすると特にね。私の歌声で、そんな不安を取り除けるなら歌うわ」

　いつもほわわんと柔らかくなる語尾が今ははっきりとした響き。ぼくはムキになった。

　声が大きくなる。

「なんでだよ。コトリがそこまでする必要ないじゃないか！」

「春男くん、私がカレーパンマン好きだっていったの覚えてる？」

　ついさっきの話。忘れてなんかいない。頷うなずく。

「カレーパンマンはね、みんなを守るため、ばいきんまんに攻撃する時は口からカレーのルーを噴きだすの。それをくらわせればね、ばいきんまんを弱らせることができるけど、カレーパンマンは自分の身体からだのなかのカレーのルーがなくなっていって、元気がなくなっちゃうの。だから、カレーパンマンは自分を犠牲にして戦ってるのぉ。私、歌う。春男くん、いってくれた。ヒーローさんがきっと解決してくれるよね私の地伝。だから平気」

　意志の強い顔をするコトリを説得するのは、不可能のようだ。

「コトリ、みんなの不安を取り除いてくれてありがとう」

「春男くんの不安は、だいじょぶですかぁ？」

　ぼくの不安はコトリが声を失うこと。強がりを一つ。

「不安なんてないよ。うん、きっとヒーローがなんとかしてくれるよ」

　噂そん長ちようは明日の朝までなにもしてはこないだろう。それまでぼくにできること、やらなくちゃいけないことを整理しよう。

「なあ、妃き唯いってどこにいるんだろ？」

「由ゆ井い妃唯さんは雷の音を聞いて、どっかに飛びだしていっちゃったよ。それでこれを由井妃唯さんから預かったの。春はる男おくんにって」

　二つ折りのノートの切れ端。開くと、えんぴつの薄い文字が飛び込んできた。

『天気が急に悪くなったから、ハルちゃんが噂長と接触できたんだって、わかっちゃった！　一人で待ってるなんてやっぱりできない！　ハルちゃんと一緒に戦いたい！』

　妃唯は興奮してたのだろう。預けたこの手紙をぼくが読むのは噂長との戦いが終わってからだ。妃唯は今どこにいるんだろう。

　ぼくが体育館を飛びだそうとすると、コトリの必死の声が届く。

「妃唯さんがその手紙を折らずに渡してくれたから。ごめんなさい。私、チラッと見えちゃったんです。噂長ってなんですか？　戦うってなんですか？」

　ぼくは体育館をでていこうとする男子が持っていた花火を何本か貰もらってきた。

「コトリさん、ぼくはちょっとでかけてくる。もし、なにか異変があったり、新しん藤どう先生が現れたら、このロケット花火を全部一度に飛ばしてくれ。そうすればヒーローが駆けつけてくるよ」

　疑問を浮かべるコトリの手に無理矢理花火の束を渡して、ぼくは体育館をでた。



　真夏に着物姿のエリアスとマボチューをでて、どこかの家の軒先にあった物もの干ほし竿ざおを調達した。完全な物干し竿ドロボー。ついさっきまでシーツが掛かっていた竿を持ちながら、町中を駆ける。どこいけばいいのかわからない。やはりハナの家だろうか。

「春男、落ち着きなよ。なにも考えずにコトリに、地伝の元凶だって伝えたでしょ？」

「ああするしか、コトリさんを歌わせずに済む方法なんて思いつかなかったんだ」

「だから落ち着きなよ春男。コトリが黒目を失った時も地伝を解決すれば、黒目は戻ってきたでしょ。たとえ地伝で声を失ったとしても、噂長を物干し竿で倒せば、コトリの声は戻ってくるのよ。春男は噂長を倒すんでしょ。ダイジョブだから」

　そういわれて、自分が冷静さを失っていたことに気づいた。

「草そう一いちがくれたごはん食べたほうがいいんじゃないの？」

「ああ」

　ぼくは歩きながら食べることにした。小さな魔法瓶のなかはジュースかお茶かと思ったが、味み噌そ汁しるだった。一口啜すすると、塩分が疲れた身体からだに染みる。ぼくはとてもお腹なかがすいていたんだな。鮭しやけのおにぎりを、味噌汁で流し込む。味噌汁の具には豆腐にわかめ、ネギにシジミまで入っていた。豪華。豚とん汁じるのようにとりあえずなんでもいれてみたんだろう。でもうまい。一つだけ入っていたシジミの身はぷっくらとして、柔らかいその身を舌先で転がしながら思う。やっぱりシジミは水着に使うものじゃない。食べるものだよエリアス。

　シジミの美お味いしさを再認識するように身を噛かんだ。味は柚ゆ子ずの皮のかけらを隠し味に入れたかのような爽さわやかさ。なんでそんなに食通みたいなことをいっているかというと、地伝の元凶を近くに感じるとぼくの身体能力は向上する。まぼろ樹海が家々の向こうに見えていたのだ。基地局と近い。

　味覚は、限界まで鋭敏になってるんだ。グルメなギャルゴ状態。



　ケータイを取りだすと、バリ４になってる。やはりこの異世界が死後の世界に徐々に近づいているからなのだろう。あの世との電波が強くなっている。

　基地局に向かうため、まぼろ樹海のなかに入っていく。ばあちゃんが地伝を二つ以上起こしてる噂そん長ちようと戦ってはいけないといってくれたのに、異世界にいってはいけないといっていたのに、無視してしまっている。でも、ばあちゃんも１００％負けるとわかっていて噂長と戦ったのではないかという疑問がある。その理由は聞いておきたかった。

「リラックスよ春はる男お。肩に力が入ってるよ。わたしは肩に乗ってるからすぐわかるの」

　ぼくの顔はシリアスになりすぎていたのかもしれない。

　エリアスがとんでもないカミングアウトをする。

「もう、春男がリラックスできるように、シジミを味み噌そ汁しるに入れておいたのに」

「うん？　シジミってエリアスが入れたのか？」

「そうよ。リュックのなかで魔法瓶開けるの大変だったんだから。感謝してよね」

「でも、シジミの身なんてどこにあったんだよ」

「春男、おとぼけしてるの？　わたしの貝殻ビキニを忘れたの？」

「え、でも、あれは貝殻だけだろ」

「おっぱいのほうはカラの貝でいいんだけど、下はシジミの身をつけたままにしてたのよ。そのほうがなんか密着してる気がするし、貝殻が直接触れなくなって、痛くないから」

　頭のなかが整理されていく。ってことはぼくが食べたシジミの身はもしかして。

「わたしのビキニの下につかったシジミの身よ。シジミの身はどうだった？　これを食べれば、元気いっぱいになれるはずよ。さあ、噂長を倒す気合が入ったでしょ」

　ぼくはシジミの身の柚子のような風味が自然と思い返され、頭を抱えた。



　バリ４の地伝の元凶。基地局のまえに着き、ぼくは自分の番号に発信した。電話帳にバリ４と登録してもいいかも。

「……春男ちゃん」

　ノイズが一度目に繋つながった時より少ない。

「もしもし、ばあちゃん」

「声がさっきより少しクリアに聞こえるわね。春男ちゃん、異世界にきちゃったのね」

「ああ、噂長と戦ったよ。なんとか生きてるけど、メチャクチャ強かった」

「春男ちゃん、まず解決できる地伝は解決して、少しでも噂長を弱くしてから戦うのよ」

　異世界にいる限り、プチ神隠しは解決できない。コトリの身になにが起こるかわからないから歌沫姫うたかたひめも解決できない。妃き唯いにも同じことがいえる。そうなると、解決できるのはこのバリ４だけ。でも解決してしまうともうばあちゃんとは話せなくなる。

「ああ、そうするよ。ライムとかま子こは異世界にいないけど、エリアスがいるから、力をあわせて戦うよ」

　間。もしかしてまた電波が悪くなったのだろうか。でもそうじゃなかった。

「春はる男おちゃんには、ばあちゃんの唯一の弟子のライムちゃんがいるものね。あら、かま子というのは、かまいたちって呼ばれてたりするライムちゃんの愛犬キャンディのことかい？」

「ああ、そうだよ。心強い仲間だよ。ばあちゃんが手紙で書いてくれた通りだよ。素敵な仲間達たちがぼくの側そばにはいるって」

　ぼくは基地局のまわりに咲く蓮はすの花に触れているエリアスを見つめる。

「あら、春男ちゃん。今ね、ライムちゃんと愛犬かま子の他ほかに、もう一人名前をいった？」

「ごめん、電波悪かったかな。エリアスだよ。エリアスの頭脳のおかげで噂そん長ちようの正体にだって、気づけたんだ」

　電話は再び、静寂を伝えてくる。ばあちゃんはいった。

「素敵な仲間達というのは、ライムちゃんとキャンディのことよ。あら、そのエリアスっていうのは誰だれなんだい？」

つづく　　



    

  
    
      



    

  
    
      


　　あとがき



　読者の皆様お久しぶりです。比ひ嘉がでーす。

　おかげさまでギャルゴ！！！！！が四巻でました！　やったー。

　前巻の『巨きよ乳にゆう風か邪ぜ』という話でギャルゴを見限ることなく、よくぞ四巻を手に取っていただきました。本当にありがとうございます！

　読者の皆様最高です!!



　いきなり例えばの話ですが、ギャルゴに一万人もの読者の方がいらっしゃったとして。

　ギャルゴ一冊を読むのに、一人二時間かかったとします。

　読むのが早い方もいらっしゃると思いますが、おいら（比嘉の一人称）のように本を読むのに時間のかかる方もいらっしゃると思うので、一人二時間はアバウトな平均です。

　それで一万人もの読者の方が一人平均二時間でギャルゴを読んでくださっているのなら、このギャルゴ！！！！！四巻は、世の中の人の時間を二万時間奪っていることになります。

　二万時間を奪っている責任を感じながら、読者の皆様の二万時間が少しでも楽しくて愉快なものになるため、まだまだ本当に未熟ながら、おいらは全力をつかい書きました。

　もし楽しんでいただけたのならこの上なくうれしいです。

　もしつまらなかったら本当にすみません。つぎこそはもっと面白いものを書きます！

　いやー大おお真ま面じ目めなあとがきで恐縮です。

　実は、下ネタばっかりのあとがきを最初に書いたのですが、さすがに○○行為がどうのこうのとか、痴女がどうのこうのというあとがきはダメでした。そりゃそうです。

　つぎのクライマックス、面白いものになるよう努力します！

　もしつまらなかったら、ギャルゴの代金分をおいらがいつか死んで、そして美女に生まれ変わったら、身体からだで払いにいくから、ギャルゴの読者のみんなは長生きしてね。

　もし女性読者（いらっしゃると信じたい）の方で、最終巻つまらないと感じられたら、それはどうやって謝ればいいのかわかんないなー。それは本当すみません！　と、精いっぱい謝らせていただきます！



　最後に謝辞。

　ギャルゴ！！！！！四巻に関かかわってくださって全すべての人に感謝！　ありがとうございます!!



　比嘉の「比」は比ひ喩ゆ表現の「比」だろうがで、お馴染みの比嘉智とも康やすでした。



    

  
    
      

　著者

　比嘉智康（ひが・ともやす）

　　１９８４年生まれ。北海道在住。

　　本シリーズの一作目『ギャルゴ！！！！！　地方都市伝説大全』で、第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧優秀賞＞∨受賞。

　　ハーレーダビッドソンのことをピーターラビットソンという母を持つ。母のまえにピーターラビットの絵皿を持っていくとなんというのかが最近の楽しみです。



　イラスト

　河原　恵（かわはら・けい）

　　福岡県出身　Ａ型

　　好：‥ロングの髪　牛　犬　親子丼

　　嫌：‥イクラ　ウニ

　　ＨＰ：‥ＰＥＴ ＳＨＯＰ

　　http://kobe.cool.ne.jp/riverboa/
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